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プロローグ　瘴気の森の初動らしい







　瘴気の森の一角に、突とつ然ぜん拓ひらけたちょっとした広場があった。

　前日までは無かったものだ。ククリカの街からドラゴンに吊つった籠かごで運んで来られた蓮れん弥や達たちが突とつ貫かん工事で作り上げた野営地である。

　本来ならば森の外に野営地を作り、そこから森の中へと足を運ぶのが普通であると考えられていたし、蓮弥に連れてこられた兵士達もそうするものだとばかり思っていた。

　しかし、蓮弥は彼かれらの考えを即そく座ざに否定した。

　訓練に来ていると言うのに、安全地帯を作ってどうするつもりだ、と兵士達に尋たずねたのである。

　この蓮弥の言葉には、クロワール以外の全員が驚おどろいた。

　唯ゆい一いつ、クロワールだけはさすがエルフと言うことなのか、蓮弥が森の中に野営地を作ると宣言した時には上じよう機き嫌げんさを隠かくそうともしなかった。

　彼かの女じよからしてみれば、森の外よりも森の中で寝ね泊とまりする方が性にあっているし、安全に過ごせることは疑う余地もない話だったからだ。

　だがこれは彼女がエルフだからこそ言える話なのであって、人族の兵士達やシオンからしてみれば、木立が邪じや魔まで見通しが悪く、生おい茂しげった木々の葉が光を遮さえぎって昼でも暗い森の中が、安全で快適に過ごせる場所であるわけがない。

　できるならば兵士達は森の外に野営地を作りたかった。

　それでも彼らは不平を言わずに、森の中に野営地を作ると言う蓮弥の言葉に従った。

　教官の言うことに従えない兵士等など、その場にはいなかったからだ。

　一度従うと決めてしまえば彼らの行動は素す早ばやかった。

　蓮弥も木々の隙すき間まに野営地を作ると言うような無理を言うつもりはなかったので、兵士達はさっさと腰こしの長ちよう剣けんを引き抜ぬくと、全員そろって邪魔になる木々を切り倒たおし始めたのだ。

「斧おのとか、あるんだけどな……」

　何か言う前に行動に移ってしまった兵士達の背中を見ながら、蓮弥がぽつりと呟つぶやいたが、さっさと作業を終わらせてしまいたい兵士達の耳には、その呟きは届かなかったらしい。

　とりあえず、自分達を運んできてくれたドラゴン達の苦労をねぎらい、住すみ処かに戻もどるように促うながしている蓮弥の周囲で次々に結構な太さの木々が切り倒されていく。

　切り倒された木々は枝を払われて木材へと加工され、残った切り株は地面に長剣を突き立てて根を断たち切ると、数人がかりで蹴けり飛とばし、地面から引っこ抜いてしまう。

　切り株が引っこ抜かれてできた穴には、別の兵士が土を入れて踏ふみ固めていく。

「ちょっと複雑です」

　見る見るうちに出来上がっていく平へい坦たんな地面に、クロワールがこぼした。

　エルフであるクロワールからすると、無造作に淡たん々たんと処理されていく木々の姿と言うものは、あまり見ていて好ましいものではないらしい。

　連れてきたのはちょっと不ま味ずかったかな、と思う蓮弥だったが、今いま更さら帰すわけにもいかない。

　そんなことを蓮弥達がしている間にも、兵士達は次々と木々を切り倒しては処理していく。

　切られた木はさらに何等分かにされ、片方の先端を削けずり鋭するどく尖とがらされて杭くいに加工されていく。

　加工の終わった杭は、出来上がった更さら地ちの縁ふちを囲むように地面に突つき立てられていった。

　もちろん、杭を打ち込むための木き槌づちなど兵士達は持っていないので、人力で地面に突き刺さした後は杭に加工していない木をハンマー代わりに叩たたきつけて打ち込んでいっている。

「あれ？」

　何かおかしい、と蓮弥が気がついたのは、出来上がった更地をかなりの本数の杭が囲んだ後のことだった。

　結構な広さの敷しき地ちを、胸の高さくらいまである杭の群れが横にも木材を渡わたされ縄なわで結ばれて柵さくとなって取り囲んでおり、敷地の四よ隅すみには簡単な矢倉のようなものが着々と組みあがり始めている。

　森の奥おくの方へと続いている西側の柵と、森の外へと続いている東側の柵には出入り口が設けられ、その外には腰ほどの深さがある幅はば２ｍほどの堀ほりが掘ほり進められており、丸太を何本か並べて作られた橋まで架かけられようとしていた。

「なぁクロワール」

「はい？　なんでしょう？　レンヤさん」

「これ、野営地に見えるか？」

　ドラゴン達に運んでもらった籠の中には、物資だけを積んだものもあった。

　そこに積んであるのは薬品や少々の食料、水やテントや寝ね袋ぶくろ、炊すい事じ道具の他ほかに兵士達にはすっかりおなじみになった鍬くわや、蓮弥が工こう房ぼうで作ってきたシャベルや斧、雑貨屋で入手してきたロープやハンマー等である。

　インベントリの中にも、色々詰つめてきた蓮弥ではあるが、やはりある程度限られた物資でもってやりくりするような訓練も必要だろうと考えたのだ。

　食料品に手をつけようとする不届き者はいなかったが、物資のチェックをしていた兵士達は、工具の類たぐいが物資の中に含ふくまれていることに気がつくと、すぐに蓮弥の所へと飛んできた。

「教官殿どの。工具の使用の許可を願います！」

「あ、うん。どうぞ……」

　なんだか妙みような気き迫はくに、願われるままに頷うなずいてしまう蓮弥。

　一方兵士達は教官の許可が出たことを知ると、すぐに物資を開いて中に入っていた道具を素早く分配する。必要な道具を手に入れた彼らの作業速度は、それまでとは段だん違ちがいに上がった。

　補強まで入れて組みあがる矢倉に、登るための梯子はしご。

　テントに使われている布と、木材を使って建てられていく即そく席せきの小屋のようなもの。

　敷地の中央に建てられた一ひと際きわ背の高い小屋は作戦司令室か何かなんだろうか、と蓮弥は兵士達を止めるタイミングを失ったままぼんやりと考えた。

　やがて日が落ち始めて、ただでさえ薄うす暗ぐらかった森の中はさらに暗さを増していく。

　兵士達は払った小枝や、拾ってきた枯かれ枝などを何なん箇か所しよかに集めると、それに手て際ぎわよく火をつけた。

　その灯あかりを頼たよりに、中央の大き目の小屋を囲むようにして細長い小屋やら小さな小屋やらが続々と建てられていく。

「なぁ、俺おれ、野営地を作れって言ったよな？」

　蓮弥が通りがかったキースに尋ねてみる。

　キースは丁度、運んできた籠の中の荷物から寝袋をいくつも取り出して、どうやら兵士達の休きゆう憩けい所じよとして使うらしいいくつかの小屋へと運んでいる最中だったが、蓮弥に声を掛けられて両りよう腕うでに寝袋を抱かかえたまま立ち止まる。

「はい教官殿。そのように伺うかがいました」

「これ、野営地か？」

　視線で敷しき地ち内ないを指し示しながら問いかける蓮弥。

　キースはその視線を追うように周囲を見回してから、蓮弥へと視線を戻すと自信たっぷりに答えた。

「はい教官殿。間ま違ちがいなく野営地であります」

「俺には、ちょっとした砦とりでに見えるんだが……」

　敷地を囲む柵は、今も兵士達の手によって補強が続けられている。

　掘られた堀には流石さすがに水を流すようなことはできなかったようだが、梯子とシャベルの存在が最初の頃ころよりもさらに深く広い堀の作成を可能にしていた。

　そこに渡される丸太の橋は、強度を考えて頑がん丈じように作られていたが、ロープを何本か切ることで有事の時には即座に落とすことができるような工く夫ふうまで凝こらされている。

　蓮弥からしてみれば、ほんの10日間ちょっとくらいを過ごすだけのものだったので、非常に質素で簡単なものを作らせるつもりだったのだが、出来上がっていくのは蓮弥の考えから遠く離はなれて、お前ら一体ここで何年過ごすつもりなんだと問いただしたくなるような代物だ。

　キースはそんな風景をじっと見み詰つめた後、きっぱりと答えて見せた。

「これは野営地であります」

「あぁ……言い張るんだ。言ったもん勝ちってことか……」

「砦として作りなおせ、とおっしゃるのであれば、総員夜を徹てつして作業を致いたしますが……？」

「いや、このままでいい。十分だろう」

　ちょっと慌あわてて蓮弥は頷いた。

　もしここで、砦として作りなおせ等と言おうものならば、夜が明けた時に何を見せられるか分かったものではない。

　それならば、この辺でこれは野営地なのだと納なつ得とくしておいた方が、蓮弥の精神の安定のためでもあったし、兵士達を夜通し作業させるつもりも全く無い。

　しかしこれだと、自分の分の寝ね床どこは端はしっこの方にテントを張らせてもらう以外なさそうだなと蓮弥が荷物からテントを取り出そうと歩き出した時、今度はキースが少し不思議そうな声を上げて蓮弥の足を止めた。

「教官殿、どちらへ？」

「俺は俺の寝床を作らないとな。端っこの方、使わせてもらうぞ？」

「いや教官殿の住居はあちらになるのですが……？」

　キースが指し示したのは、蓮弥が作戦司令室か何かなんだろうかと思った敷地中央に作られたやや大きい建物だった。

「あれは違ちがうだろ？」

「敷地中央に作りました。教官殿以外だれがあそこに入る、と？」

　キースに問われて、蓮弥はなんと答えて良いものか分からなかった。

　沈ちん黙もくを肯こう定ていとでもとったのか、キースは続ける。

「中は幾いくつかの部屋に仕切ってあります。もちろん、作戦室のように使用できる部屋もあります。それとクロワール殿の寝しん室しつもありますので……」

「え？」

　何か聞いてはいけない言葉を聞いた蓮弥は思わず問い返す。

　キースは何な故ぜ蓮弥が驚いたような顔をしているのか理解できなかったようで、逆に問い返した。

「お二方、御ご一いつ緒しよされますよね？」

「ええ、それはもちろん、です」

　蓮弥が何かを言う前に、にっこりと笑ったクロワールが口を挟はさんだ。

　キースに何か言う前に、クロワールの口を塞ふさごうとそちらを向いた蓮弥だったが、その行動はキースのどこかほっとしたような声にさらに遮られてしまう。

「ああ、良かった。気の回しすぎかと思って焦あせりましたよ」

「いえいえ、流石に、良く気のつく、兵士長さんです」

「兵士達もその辺りは弁わきまえておりますので。それとあの建物だけ外がい壁へきに使った布を二重にしてあります。外へは音が漏もれにくくなっておりますので御ご安あん心しん下さい」

「重ね重ね、お気き遣づかい、ありがとう、ございます」

　何を御安心すればいいのかと問い詰めたい蓮弥であったが、ぺこりと頭を下げるクロワールと、朗ほがらかに笑いつつ頭をかくキースの姿に言い出しかねて黙だまってしまう。

「教官殿。夜は二交代で歩ほ哨しようを出します。言ってくだされば、いつでもお湯と布の準備は……」

「キース兵士長……、お前どこまで本気で言ってる？」

　キースは真ま面じ目めな顔を崩くずそうとはしなかったが、蓮弥の目は微び妙みようにではあったがキースの口の端はしがひくひくと痙けい攣れんしているのに気がついていた。

　まるで笑い出すのを我が慢まんしているかのように。

　それでもキースは己おのれの持てる精神力を総動員して、表情が変わることを我慢しつつ言った。

「どこまでも本気であります」

「俺が、クロワールと夜中に、お湯やら布やらが必要になるようなことをする、と？」

「しないのですか？」

　まじまじと蓮弥の顔を見つめつつ、信じられないと言った感じのキース。

　何な故ぜか顔を赤らめ、両手で頬ほおを挟みつつ、くねくねと身体からだをよじるクロワール。

　たぶん、こいつらワザとやってるんだろうな、と蓮弥の表情が険しくなっていく。

「ここまでお膳ぜん立だてされて、何もしないとか木石ですか教官殿？」

「いやですよ、兵士長さん。レンヤ、さんは恥はずかしがって、いるだけです」

「なるほど、これは失礼を致しました教官殿」

「お前ら……」

　もう本気で止めに入ってもいいだろうと、蓮弥は殺気を振ふりまく。

　その強きよう烈れつさは、作業を続けつつ聞き耳を立てていたものばかりではなく、少し離れていて何が起こっているのかよくわかっていなかった兵士までまとめて凍こおりつかせたのみならず、森の中に潜ひそんでいたらしい獣けもの達たちが叫さけび声を上げつつ慌てて逃にげ出す程のものだった。

　間近にいたクロワールとキースはその直ちよく撃げきを受けて麻ま痺ひしたかのように動きを止める。

　そんな二人をじっと見詰めつつ、蓮弥はゆっくりと尋ねた。

「明日の朝日を拝みたくないのは、どっちだ？」

「「謝あやまりますので、殺さないでください」」

　ハモって命いの乞ちごいを始めたクロワールとキースに、蓮弥は威い圧あつするのをやめて溜ため息いきをつく。

「大体、シオンだっているんだぞ……そんなことできるわけがないだろうに？」

「シオン様には別の小屋を用意致しました」

「私だけ除のけ者ものか!?」
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　偶ぐう然ぜんなのか、それとも蓮弥の威圧に気がついて近寄ってきたのか、姿を見せたシオンがショックを受けたように言うと、さらに衝しよう撃げきを受けた顔でキースが叫んだ。

「まさかシオン様まで御一緒に!?」

「よし、キース。ちょっと裏まで顔を貸せ。どこが裏だか分からないが、その辺の暗がりでいい」

「あ、すんません、まじで勘かん弁べんしてください。どんな目に遭あわされるか知りませんが、命が無いのだけは確かな気がするもんで」

　その襟えり首くびを掴つかんでどこかへキースを引きずって行こうとする蓮弥。

　それに抵てい抗こうすることが出来ずに引きずられ始めたキースは、暴れても無意味であることを十分理解しているせいなのか必死に謝り始めた。







第一章　瘴気の森での訓練らしい







　用意された炊すい事じ場ばの焚たき火びの上に網あみを敷しいて、蓮れん弥やはおにぎりを焼く。

　米は自宅からインベントリの中に大量に収納してきていた。

　使うつもりはあまり無かったのだが、エルフの国から定期的にかなりの量が送られてくるのと、ククリカの街の市場でもその姿をちらほらと見るようになってからは、蓮弥はこれらを資金に物を言わせて買い込みまくっていた。

　無む駄だ遣づかいと言う行こう為いに関しては、財さい布ふの紐ひもを握にぎっているフラウが非常に厳しい判定を下すことが多かったのだが、この米の買かい占しめに関しては、ある時に買わなければ無くなってしまって、次にいつ手に入るのか分からないと言う現状と、食べ物に関しては不平不満をほとんど口にしない蓮弥の好物と言うこともあって何も言わないばかりか、資金の提供をまるで惜おしもうとはしなかった。

　おにぎり、と一言で言ってしまえばそれまでの物だが、このおにぎりと言うものは非常に多種多様なバリエーションを持っている。

　使う米の種類から始まって、炊たき方や中身、さらには握った後の処理等でいくらでも違う種類のものが作成できるのだ。

　味さえ気にしなければ、レパートリーは無限であると言ってもいい。

　もっとも、どんな料理も味がまず肝心であるので、あまり奇きをてらったものはレパートリーと呼んではいけないと蓮弥は思っているのだが。

　今回は実に基本的な焼きおにぎりを作るべく、兵士達が作り上げた炊事場で米を大量に炊き、それを握って一度軽く焼いてから味み噌そを塗ぬりつけてしっかりと焼くと言う工程を行っている。

　行っているのは蓮弥一人だけで、クロワールが助手についていたのだが、二人で作っているとは思えないほどの手際と速度で次から次へと焼きあがっていく味噌おにぎり達は、信じられないような速度で次から次へと消えて行っている。

　味噌はインベントリの中に樽たるで二つ持ってきていたのだが、この速度で消費され続けると訓練期間中もたないかもしれないと蓮弥は危き惧ぐする。

　そうなったら次はこれも樽で持ってきている醤しよう油ゆに切り替かえればいいのだが、そちらも持って来た樽二つ分では、絶対に大だい丈じよう夫ぶな量であるとは断言できない。

　蓮弥がせっせとおにぎりを焼いている隣となりでは、火にかけられた寸ずん胴どうの中で味噌をベースにして肉やら近くでクロワールが採ってきた野草やらが一いつ緒しよにことことと煮に込こまれている。

　蓮弥が勝手に異世界風豚とん汁じると名づけたそれは、朝一番で兵士達が狩かってきた大型の猪いのししを即座に解体して野草と一緒に適当にぶつ切りにして、味噌を溶といた汁しるで煮込んだ代物だ。

　こちらも次から次へと掬すくわれて、もの凄すごい速度でかさが減っていく。

　獲とってきた猪の肉が多すぎたのと、相手は１００人から成る兵士の一団なので、寸胴一つでは足らないだろうといくつか並べてみた蓮弥だったが、こちらも既すでにいくつかが空となっており、追加に入っている所だ。

「俺、なんだか飯めし炊たきにここに来たような気がする」

　ぼやきつつも蓮弥の手は止まらない。

　用意しておいたほんの少しだけ塩を溶かしてある水に手をひたすと、熱い米をさっと手に握り、素早く三角に握る。

　それを網の上に置くと、焼けてもいないそれをさっと脇わきから伸のびた手が網の上から奪うばい去った。

「おいこら！」

「すみません教官殿！　焼けてるのを待つ暇ひまもないもので！」

　白米のおにぎりを奪い取っていった兵士が蓮弥に謝りながらも、奪い取ったばかりのおにぎりを口の中に詰め込んで咀そ嚼しやくし始めていた。

　気がつけば、焼けたおにぎりは一つも残っていない。

　完全に生産が消費に追いついていない状じよう況きようだ。

　溜息を一つつき、目を野営地を囲んでいる柵の外へと向ければ、いつの間にか掘られていた大きな穴から轟ごう々ごうと炎ほのおが音を立てて燃え上がっている姿が目に入る。

　かなり深く掘ったはずの穴であったが、投げこむ物の数が多すぎるのか、すでに穴は埋うめ尽つくされようとしており、ちゃんと燃え尽きてくれるのか心配になる光景だった。

　炎と一緒に煙けむりも上がっているが、そちらはクロワールがこっそりと風の魔ま術じゆつで野営地側には入ってこないように調整してくれている。

　もし、あの煙がこちらに来てしまったら、食事どころではないだろうなぁと蓮弥は思う。

　穴に投げ込まれているのは大小さまざまな種類の魔物達の死体だ。

　森の中で兵士達に狩られた魔物を、しっかりとその場で魔石をえぐった後、野営地近くに新設された焼しよう却きやく場じようにおいて燃やすという一連の作業が今ここで行われているのである。

「いいかお前ら！　周辺の魔物は一匹ぴき残らず狩りつくせ！　逃のがせばそれだけ害悪を撒まき散ちらす相手だ！　遠えん慮りよはいらん、教官殿もそれをお望みである！　草の根分けてでも探し出し、完全に撃げき滅めつせよ！　あのいけすかない貴族どもの手下との前ぜん哨しよう戦せんだ！　成果を教官殿にお見せしろ！」

　朝一番、整列した兵士達の前でキースはそんな演説を行っていた。

　確かにそんな指示をしたのは蓮弥である。

　前の夜にキースを呼び出し、訓練の内容をこう告げたのだ。

「お前達に実戦に似たものを体験してもらうのが目的だ。具体的にはこの辺りに生息している魔物達とひたすら戦ってもらう。かなり危険な相手もいるだろうが泣き言は聞かん。予定訓練期間は10日だが、それで街に帰れるかどうかはその間の戦果によると知れ。負けるのが分かりきってるような状態で、貴族の私兵と戦わせるわけにはいかない」

　実力は別として、戦う気構えができていないものを戦わせるわけにはいかない、と言うくらいのつもりで言い渡した蓮弥だったのだが、キースの理解の仕方は蓮弥の思おも惑わくよりもやや上方修正されているらしい。

「兵士達よ、聞いて欲ほしい！」

　さらに煽あおりにかかったのがシオンだった。

　お前まで演説するの!?　と驚く蓮弥だったが、その表情はシオンには気づかれなかったらしい。

「今ここで、一匹でも多くの魔物を退治することは、我らの訓練の仕上げになるだけではない。貴方あなた達たちの倒した魔物が、もしここで倒されなければ、我わがトライデン公国の民たみに及およぼしていたかもしれない被ひ害がいを、未然にここで食い止めることと同義でもあるのだ。私はトライデン公国の公女、シオンである。公女の責務として、この訓練が終わる時まで常に前線で戦うことを約束しよう。兵士達よ、私に力を貸して欲しい！」

　公女にそんな責務は無い、と突っ込みたい蓮弥であったが、雰ふん囲い気きがそんなツッコミを入れさせてくれそうにない。

「お前達！　公女殿でん下かもこう仰おおせである！　我らの国軍としての力と誇ほこりを見せるのは今だ！　公女殿下と共に！」

「「「「「公女殿下と共に!!」」」」」

「魔物達に死を！」

「「「「「魔物達に死を!!」」」」」

「レンヤさん？　これどこかに戦争でも吹ふっかけに行くんですか？」

　手に持った武器を掲かかげ、鬨ときの声こえを上げつつ野営地から出しゆつ陣じんしていく兵士達を、なんとなく気の抜けた視線で見送っていたクロワールが蓮弥へ尋ねてくるが、答える言葉の持ち合わせが蓮弥には無い。

　この手の煽りは、蓮弥にはちょっとばかり荷の重い話だった。

　気き恥はずかしさが先にたつと言うのか、ノリがなんとなく自分とは違うと言うのか、或あるいはいいから黙って戦えよと思ってしまうのか、なんとも言い難がたい所ではあったが、キースやシオンのようにしゃべるのは自分には無理だろうな、と思ってしまう。

　蓮弥がこの森で兵士達に経験させたい事と言うのは、生き物を手にかけると言う経験だった。

　兵士ならばそんなことは当たり前だろうと言う話もあることにはあったのだが、蓮弥がシオンに聞いた所によると、人族の大陸においては大きな戦争等がもう何十年も起きていない。

　各国の兵士はたまに出てくる魔物くらいならば戦ったことがあったりするらしいが、全軍がそう言った経験を済ませているわけでもなく、キースに尋ねてみると今回の訓練に参加している１００名の兵士達もおそらくは訓練は受けているが実際にやったことはない、と言う類の兵士のようだった。

　これは実際戦う時になると、経験済みか未経験かで大きな差が出てくる部分だと蓮弥は考えている。

　だからと言って、手て頃ごろに殺してもいいものがその辺に転がっているはずもない。

　蓮弥は色々と考えてみた結果、瘴気の森に兵士達を放ほうり込むのが一番いいだろうと結論付けた。

　樹林迷めい宮きゆうと言う手も考えてみたのだが、瘴気の森に比べると狭せまくて大規模な戦せん闘とうには向いていない。

　さらに現在樹林迷宮は要監かん視し状態であり、これをいたずらに刺し激げきすると言うのは良い事だとも思えなかった。

　とりあえず、森の中へと追い立てるようなことをせずとも、自分達から進軍していってくれたのだから、これはこれでよいかと納得した。

　ならば自分にできることはと考えて、とりあえず兵士達の食事でも用意しようかとクロワールに手伝いを頼たのんで支し度たくを始めた所から、話がおかしなことになりはじめた。

　まず、いきなり半数の兵士が戻ってきた。

　臆おく病びよう風かぜにでも吹かれたのかと思ってしまった蓮弥であったが、彼らは野営地に戻るとすぐに自分達の寝床に戻り、装備を外して休みを取り出したのだ。

　首を傾かしげる蓮弥の目の前で、さらに25人近くの兵士が今度は柵の外側に穴を掘り出したり、落ちた枝や葉っぱといった燃料を集める作業を始める。

　ここで蓮弥は兵士達の思惑に気がついた。

　蓮弥の言った「ひたすら戦ってもらう」と言う一言を、彼らはどうやら本気にしたらしいと。

　つまり彼らはひたすら戦う為ために、１００人いる部隊を四つに分けたのだ。

　一つの班が戦っている間に、一つの班が死体の処理や素材の剥はぎ取とりを担当し、残りの二つの班はひたすら身体を休めて交代に備えると言うサイクルを行うことで、訓練が終わるまでの間、休み無く狩りを行うつもりらしい。

　それならば三つの班で三交代でいいじゃないかと言う見方もあるのだが、蓮弥はわざわざ一つ班を多くして四つに分けたことを評価したかった。

　これにより、休きゆう憩けいする時間が長く取れることと、さらに不測の事態が起きた場合には班一つ分の人員が余よ剰じようとして計算できる。

　もちろん、そんな工夫をしてみた所で10日間と言う長い間本当にひたすら戦えるとは流石さすがに蓮弥も思っていない。

　それでもやれる所まではやらせてみようかと、蓮弥は思ったのである。

　次々とひっきりなしに運ばれてくる魔物達の死体は、バラされて魔石を取られ、火に投げ込まれる。

　魔物ではないが、人に害を与あたえる可能性のある猛もう獣じゆう達たちは、これもサクサクと狩られて毛皮を剥がれ、肉は食べられるものは刻んで熟成にまわされるか、即座に料理され、食べられないものやゴミは魔物と一緒に焼かれる。

　わざわざ肉を貯蔵して熟成させる為に、太陽の光が入らず、尚なお且かつ風通しの良い小屋を一つ建てていたというのだから蓮弥は驚いてしまう。

　それはそれとしても、蓮弥の目の前には魔物由来の素材と魔石、獣けもの由来の素材と肉、そう言った物が次から次へと届けられて、段々山を形成していくようになっていた。

　日が落ちたらやめるだろうと蓮弥は軽く考えていたのだが、ここからは夜間戦闘の訓練である、と言うキースの一言で、松明たいまつやら掌てのひらに掛けられた〈光明〉の魔術で周囲を照らしつつ彼らは戦闘を止やめなかった。

　そんな戦い方をしていれば、当たり前であるが怪け我が人にんも出てくる。

　蓮弥は法術を使えない。

　これは覚える気のあるなしに関係なく、蓮弥には神様を信しん仰こうすると言うことがないためだ。

　魔術とは違い、この世界においては実在する神様から力を借りて行使されるのが法術である。

　力の貸主に対する信仰の無い者に法術は使えない、と言うわけだ。

　また貴重な治ち癒ゆ術の使い手を兵士の訓練に同行させるようなことはできない。

　治癒術の使い手は保護されるべきものであり、訓練に同行させて何か起きてしまったら取り返しのつかないことになるからだ。

　癒いやし手のいない状況と言うのは、蓮弥にとってはあまり望ましい状況ではなかったが、それでもエミルからもらった薬と、クロワールが瘴気の森で採取した薬草等でなんとか代役は務まった。

　簡単な傷はクロワールの薬草を使い、やや重い傷についてはエミルの回復剤ざいを投とう与よした。

「レンヤさん……人族って、狂くるったようにタフですね？」

　エルフはその線の細さからも分かるように、耐たい久きゆう力りよくと言う点においては人族と比べるとかなり劣おとる。

　そのエルフであるクロワールから見ると、三交代でひたすら狩りつづけると言う兵士達の行動は、狂きよう気きの沙さ汰たか何かに見えるらしい。

「ノリと雰囲気と勢いで戦ってるよな、きっとあれ……」

　川原から砂じや利りを運んでくるような気軽さで運ばれていく魔石を見ながら蓮弥は答える。

　消費される物資は半はん端ぱな量と金額ではなかったが、それらが消費されるに伴ともなってたまっていく資源もかなりの量に上っていた。

　蓮弥自身は国に費用を請せい求きゆうできるので、比ひ較かく的てきお金に関してはどうでもいいと思っているのだが、兵士達からしてみれば、辛つらい訓練の後にボーナスのようなものが出ればそれは嬉うれしいことじゃないかなと蓮弥は思う。

　また足りなくなった飯を炊く為に、水を張った容器にどばどばと米を放り込みつつ、さてどのくらいの儲もうけが出るんだろうかと皮算用を始める蓮弥であった。







　真昼間の空に一頭のドラゴンが飛んでいる。

　全身を赤い色に染めたそのドラゴンは、ドラゴンと言う種族の中では中級に位置するレッドドラゴンだ。

　風を切って飛ぶその姿は、人族の大陸においては絶望の象しよう徴ちようとして知られている。

　それは、このドラゴンと遭そう遇ぐうすることがそのまま死に直結しているからだ。

　その恐おそるべき存在の背中に、通常では信じられないことに二つの人ひと影かげがあった。

　二つの人影のうち、一人はドラゴンの身体と同じ赤色に染め上げた全身鎧よろいを身に纏まとっている。

　その格好では、ドラゴンから降りてしまったら普通に歩くだけでもかなりの重労働だろうと思われるほどの重装備だ。

　もう一人はその赤の全身鎧の人物の腰に手を回し、振り落とされないようにしている赤毛の若い男だ。

　身につけているのは魔ま術じゆつ師しの装備としてはおなじみの、質素なローブであるが、かなりの勢いの風の中にいるはずの男のローブはさほどはためいてはいない。

　ドラゴン自身が、背中に乗っている騎き手しゆ達たちを護まもる為に防ぼう御ぎよ用の透明な壁かべを展開しているせいだ。

　これのおかげで乗り手は風圧を気にせずにドラゴンの背中に乗ることが可能になるのだが、これが無い状態でドラゴンの速度で飛ばれてしまえば、乗り手は呼吸すらままならないような状況に陥おちいってしまう。

「ドラ君！　急いで！」

　赤の全身鎧が声を上げる。

　実際は声を上げる必要は無い。

　乗り手とドラ君と呼ばれたドラゴンの間には精神的なパスが通っており、心の中で思うだけで意思は通じる。

　しかし、乗り手側がそれに慣れていないのか、どうしても口に出してしまうらしい。

〈目め一いつ杯ぱいです……〉

「泣き言は聞かない！　急ぎなさい！」

　べしべしと、手てつ甲こうをはめた手の平でドラ君の身体を騎手が叩く。

　いくら人間の力で叩かれようがドラ君にとってはわずかな痛つう痒ようすら感じることはないのだが、乗り手が相当焦っていることは、ドラ君にも通じる。

　そんなに焦ることだろうか、とドラ君は首を傾げてしまう。

　乗り手の持っている情報は、確かに緊きん急きゆうの事態と言えなくも無いとドラ君は思ったのだが、それを伝える相手からしてみれば、大したことが無い情報と取られるような気しかしないのだ。

　なにせあの人は、と考えた所でドラ君はわずかに身み震ぶるいをした。

　初めてあの人と出会った時の恐きよう怖ふは、未いまだにドラ君の心へ深々とした傷を残している。

　目があった瞬しゆん間かんに、死んだと思った。

　確かにものすごく大きな力が自分達たちの住処に近づいてきているのは感じていたし、仲間達が必死に逃げ出そうとしている気持ちも分からないでもなかった。

　群れの中で、一番弱い自分が生いけ贄にえとして残らされたのは少しばかり哀かなしいことだったが。

　それでもその人と出会う前は、まだドラゴンとしての誇りがあった。

　どれだけ強力な存在が来ようが、群れの中で一番弱かろうが、自分は死と絶望の化け身しんとまで言われたドラゴンの末席に身を置くものである、と言う誇りがだ。

　ならば、ただで殺されるわけにはいかない。

　たとえ結末が自らの死であろうとも、少なくとも道連れにしてやろうと思う気持ちくらいはあったのだ。

　だがそれがすぐ間近に来た時に、それまで抱いだいていたそんな気持ちは微み塵じんに崩れて無くなった。

　ドラ君の頭の中身を「なんだこれは」と言う言葉だけが埋め尽くしたのだ。

　自分の心臓の真上ぎりぎりまで刃やいばを突き刺されたような感覚、とでも形容すればいいのだろうか。

　辺りを覆いつくすような濃のう密みつな魔ま力りよくの気配。

　その中にあって、そっと触ふれることすら許さないような冷たく研とぎ澄すまされた刃の気配。

　ドラ君は即そく座ざに悟さとった。

　あ、これちょっとでも抵抗した瞬間に死ぬわ、と。

　生き残る術すべは、無条件に降こう伏ふくする以外に無い。

　この瞬間にドラ君は、誇り等などと言う持っていても大して役に立たない代物を全力で投げ捨てた。

　その後の出来事は、蓮弥達たちが見たそのままのことであるのだが、ドラ君は今思い返してもあの時のあの行動は自分が今まで生きてきた時間の中でもっとも正しく、間違いの無い選せん択たくであったと思っている。

　その後、人族の眷けん属ぞくとして契けい約やくさせられ彼かれらを街まで乗せた後、住すみ処かに戻もどった彼を仲間達は信じられないものに出くわしたような目で見てこう言った。

「お前、なんで生きてるの？」

　お前ら絶対、いずれ力を身に着けたら全力で殴なぐる、と心に誓ちかったドラ君だった。

　それはまた別のお話だとしても、あれだけの存在が今背中に乗ってぎゃーぎゃー騒さわいでいる、一応の主人であるところの、リアリスが持っている情報一つで右往左往する光景など、ドラ君は想像ができない。

　なんだか鼻で笑われて、あっそ、の一言が待っている気がして仕方が無いのだ。

　それでも主人の命令は、なるべくその意向に沿った形で実行しないと頭の中にある竜魔石にあの恐ろしい魔族が刻んだ契約が、自分に何をするのか分かったものではない。

「リアリス、あまり無理を言うな。こんな高さから落ちでもしたら俺おれ達たちはひとたまりも無いぞ」

　赤い全身鎧にしがみついている赤毛の男がたしなめるように言った。

　やせていて、いつも地味な色のローブを着ている上に、赤毛を逆立てているのでドラ君が密ひそかに「松明」と呼んでいる魔術師だ。

　知られたらどんな目に遭わされるか分かったものではなかったが。

　主人であるリアリスの恋こい人びとにして、貴族の血筋であり、現在は冒ぼう険けん者しやを休業して学校の先生をやっているアズというこの男とリアリスの関係が非常に良好であることをドラ君は知っている。

　それはもう、口から滝たきのように蜂はち蜜みつを流しかねない程ほど甘々な二人だ。

　人族の営みになど全く興味の無いドラ君であるのだが、夜毎ごとにリアリスからダダ漏れになっている思考の波をなんとか遮しや断だんできないものかな、と思うほどにである。

　主人のプライベートな話であるので、どこへ情報を漏らすこともできないドラ君ではあるのだが、聞かれればそれこそノロケとそっち方面の話だけで一冊本が書けるくらいの分量の、二人の営みに関する情報を持っている。

　あのほっそい身体のどこに、毎晩あれだけのことをする体力が詰つまっているのか、人族と言うものは実に不思議な生き物なのだな、と思ったりもする。

「何考えてんの、ドラ君？」

　身体を叩たたく手が、平手から拳こぶしになっている。

　基本的にドラ君の側からリアリスの方への思考の漏れは全く無い。

　これはリアリスに比べてドラ君の方が思考の操作と言うものに関して長たけているからなのだが、それでも色々と考えている最中は、なんとなく余計な事を考えているみたいだな、くらいの気配は伝わってしまうらしい。

　まさか正直に答えるわけにもいかないので、ドラ君はなんと答えたものか考えてから応じた。

〈情報、あの方にはあんまり意味ないんでは、と〉

「レンヤさんはどうとでもするだろうけど、今あの人は１００人の兵士と一緒なの！　そっちは普ふ通つうの人達なのよ！」

　それはレンヤは普通じゃないと言ってしまっているのではないか、とドラ君は思うが、確かにあれを普通の人と言ってしまっては、普通の定義が崩ほう壊かいする気がするのでいいのかな、とも思う。

　その身体にそっと触れたアズが、落ち着いた口調で話しかける。

「レンヤはあんな風だけれども、あいつとて人間だ。不意をつかれる状況、予測しない出来事と言うものは必ず存在すると思う。俺達が持っていく情報は、その可能性を幾いく分ぶん潰つぶせると思うんだ。だから、急ぐ必要がある」

　なるほど、そう言う話なのであれば理解できるとドラ君は頷うなずいた。

　確かにどれだけ偉い大だいな力を持った存在でも、予期しない一いち撃げきで滅ほろびることは稀まれにではあるが無い事ではない。

　そういう感じで分かりやすく説明してくれればいいのにと、少し恨うらめしい気持ちを主人に向けるドラ君の背中を、リアリスは手甲をはめた手を手刀の形にして、がすがす突つき刺さしている。

　もちろん、そんな攻こう撃げきがドラ君の鱗うろこを貫かん通つうして刺さるわけもないのだが、なんだかとても怒おこられている気分にはなる。

　ついでに何十枚かの鱗は生えたばかりのまだ弱いものなので、あまり乱暴に扱あつかって欲しくないなとも思ってしまうドラ君である。

　生え変わりの理由は、今探しているあの人が引きちぎって行ったせいなのだが。

「まだ見つからない？」

「日数からして、もう帰り道だとは思うが……なにせこの速度だ。いくら相手が１００人からの集団とは言え、見み逃のがす可能性も……」

「ドラ君！　ゆっくり飛ぶ!!」

〈無む茶ちやです……墜つい落らくする可能性があります……と言いますか速くとかゆっくりとかどっちなんですか〉

　悪い主人ではない。

　無む理り矢や理り契けい約やくさせられた身ではあったが、不平不満からくるストレスで胃を痛めない程度には良い主人であるとドラ君はリアリスを評価しているが、たまにあまり賢かしこくない命令をしてくるのが玉たまに瑕きずだった。

　ブレスを吐はく時はなるべく殺さないように、とかはその最たるものだとドラ君はげんなりする。

　ちなみに、ゆっくり飛んだからといって必ず墜落するわけではなかったのだが、とても疲つかれる作業なのでできればやりたくない気持ちから、ドラ君は簡単に落ちるからヤだ、と言っている。

「なんかこう、匂においとかで見つけられたりしないの？」

〈犬と違います……まぁ見落としている可能性は無いと思いますよ〉

　背中の人族は、視力で探しているらしいが、ドラ君は気配で探たん索さくをしている。

　あれだけ強力な気配を放つ蓮弥の存在を、見落とすわけがないと言う自負がドラ君にはあった。

　ククリカの街から瘴気の森までは街かい道どうが一本通っているだけである。

　蓮弥達が何か妙みような気を起こして、わざわざ整備されていない場所を、しかも街道を大きく迂回して街へ戻ると言う意味不明な行動を選択しない限りはどこかで必ずドラ君の探索範はん囲いに入るはずだった。

「さっさと見つけて合流したい所だな。……それでなくともドラゴンと言うのは騒ぎを起こしやすい」

　それは自分のせいではない、と主張したいドラ君であったが、しても無む駄だなので黙っている。

　アズが言う通り、街道の上をそれに沿って飛ぶドラゴンの姿は、街道を行く旅人達の間でちょっとした騒ぎを実際に引き起こし続けていた。

　竜りゆう騎き兵へいがククリカの街にいる、と言う情報は人族の大陸に広く流る布ふしてはいるが、今頭の上を飛んでいくドラゴンがその竜騎兵のものなのか、それとも住処から迷い出てきた野の良らなのかは彼らに判断が付くわけもない。

　上に乗っている人が見えれば、竜騎兵なのだろうとすぐ分かるかもしれないが、下からドラゴンを見上げてその背中に乗っている人を視し認にんするのは角度的に難しいかもしれず、しかも飛行速度が速いのも見えづらい原因の一いつ端たんを担になっている。

〈私だってさっさと住処に帰りたいです〉

「だったら早く見つけなさい！」

　早く帰ってアズさんといちゃいちゃしたいんですか、と思念で問いかけると、それまでガスガスと手刀をドラ君の身体に突き立てていたリアリスの動きが止まった。

　背中に張り付いているアズが、一体何があったのだろうと訝いぶかしげな表情をする。

　念話のパスは、ドラ君とリアリスの間にだけある専用のものなので、思念による会話はアズに聞かれる心配は無い。

「リアリス？　どうした？」

「ひゃい!?　……な、なんでもないです！」

　聞こえやすいように、背後からアズがリアリスの耳元に唇くちびるを寄せて囁ささやくと、面おも白しろい声を上げてリアリスの身体が跳はねた。

　きっと鎧に負けないくらい赤い顔を兜かぶとの中でしているんだろうな、とドラ君がにやりと笑った時、その感覚に大きな反応がようやく引っ掛かかった。

〈見つけました〉

「よ、よし。急降下！」

〈死にますって……〉

　それとも主人の命令なのだから、一度死ぬような目に遭ってもらった方がいいんだろうかと思うドラ君ではあったが、無意味に主従関係を悪くする必要は無いと思いなおす。

　そんなことを考えているドラ君の視界に、米こめ粒つぶ程ほどの小さな人の集まりが見えてくる。

　おそらくは蓮弥が引き連れているらしい兵士達の集まりなのだろうが、街道でドラ君とすれ違ちがった旅人なんかはそれだけで腰こしを抜ぬかしたり、全力で走り出したりしていたと言うのに、ゆっくりと街道沿いを進むその集団は、列を乱すこともなく一定の速度で街に向かって進んでいる。

　あまり過か剰じように怯おびえられるのも困るが、ほとんど反応してもらえないのも、一応は強い部類に入る種族の一員としてわずかながらに哀しいものがある。

　近くに住んでいるドラゴンだけでは足りずに、かなり離はなれたところにいるドラゴンにまで声をかけて、彼らを森へ運んだ時も、物もの珍めずらしさからくる反応はあったが、恐怖とか混乱とかとはまるで無む縁えんの兵士達だった。

　やっぱり指揮官がアレだと、部下もそれに染まるのかな、等と蓮弥に聞かれたら鱗の何十枚かをまた引きちぎられるようなことを考えつつ、ドラ君は一度軽く羽ばたくと、見つけたその集団の近くへゆっくりと高度を下げていくのだった。







「ヴァータン卿きよう、これはいくらなんでも卑ひ怯きようでしょう！」

　メイリアが声を荒あららげて詰め寄ろうとするのを、ローナが必死に押おしとどめている。

　そんな少女二人の姿を見ながら、馬上の男はバカにしたように鼻を鳴らして見せた。

「メイリア殿下、何が卑怯だとおっしゃるので？　既に先方には一月後に訓練の結果を見せよ、その為に我らの兵と戦えと伝えてあるはず。騙だまし討うちや不意討ちをするわけではないのです。卑怯のそしりを受けるは心外ですな」

　ぎりぎりと歯を噛かみ鳴らして、メイリアが見上げたのは中年の男だ。

　中肉中背で金きん髪ぱつをキレイに撫なで付つけて後ろへと流し、長く伸ばしている髭ひげはかなり手入れをしているらしくきれいな形に切り揃そろえられている。

　その周囲には同じく馬に乗った兵士達が付き従っている。

　装備は様々であり統一されていない。

　しかしそのどれもが、かなりの金額を費やして揃えられた上質な物だと言うことが見ただけで分かるような物だ。

「レンヤさん達は訓練から戻ってくる真っ最中です！　瘴気の森からククリカまで戻ってくる兵がどれほど疲ひ弊へいしているか分からないわけがないでしょう！　それを休息を与えることもなく、そのまま戦闘に入れとは、これが卑怯でなくてなんだと言うのですか！」

　場所はククリカの街から少し瘴しよう気きの森側に離れた平原だ。

　そこにかなりの数の兵士達が集合していた。

　彼らは貴族の私兵である。

　その数およそ７００。

　歩兵３００と騎き兵へい２００に弓兵が１００、それに体格の良い馬に馬用の鎧を着せ、さらに騎手も分厚い装そう甲こうを備えた鎧を身にまとう重装騎兵と呼ばれる兵士が１００と言う陣じん容ようだ。

　ククリカの国軍にも騎兵はいるが、重装騎兵と呼ばれる兵種は存在しない。

　兵士自身が身にまとう鎧の重さに耐たえられなくてはならないと言う点もある。

　しかしそれよりも、馬自身が装備させられる鎧の重さと上に乗る騎手の重さに耐えられなくてはならない。

　それだけの力を備えた馬を数多く用意するよりは、普通の騎兵を用意した方が、訓練させるにしてもコストを考えるにしても安上がりだと言う考えがククリカの軍部にあったからだ。

　軍はある程度以上の力を備えた兵士を、それなりの数、常時備えていなくてはならないと言う制限がある。

　だが、貴族にはその制限がない。

　それゆえに作ることが出来た部隊が、この重装騎兵であると言える。

　速度では通常の騎兵にやや劣るものの、その突とつ進しん力は騎兵を大きく超こえる。

　自らが持つ重量がそのまま、馬の速度でもって威い力りよくへと転てん換かんされるからだ。

　鋼の塊かたまりが高速で突進してくるようなものである。

　生半可な攻撃では、全く足を止めることができない彼らは、歩兵にとっては酷ひどく相あい性しようの悪い相手だった。

　普通の騎兵であれば、長なが槍やりで突進を止めることもできるのだが、重装騎兵に関しては歩兵の持つ武器でその装甲を貫通することがほぼできない。

　槍を当てても弾はじかれるのがオチと言う硬かたさを誇っているのだ。

「私は一月後に結果を見せて頂きたいと言ったはずです。そして本日がその一月後の日。指定された日に合わせて兵の疲ひ労ろうを抜いておかないような訓練を課した指揮官が無能、と言うだけでしょう？」

「しかし！　詳しよう細さいな日時をきちんと伝えていないではないですか！」

「一月後、と言うのは詳細な日の指定にはなりませんかな？」

「なりません！　一月後と言うのが次の月の同じ数の日なのか、その次の日なのか、それともきっちり30日後なのか、人によっては多少の差が出る言い方です、それは！」

「解かい釈しやくの違いを盾たてにして卑ひ怯きよう扱あつかいは酷いと思われますが？」

「ヴァータン卿！　兵を引きなさい！　後日改めて日時を決定し、そこできちんと戦いなさい！」

　声を怒らせるメイリアであるが、当のヴァータン卿はにやにやとした笑えみを消すこともなく馬上からメイリアを見下ろしている。

「おやおや、メイリア殿下。この私、メイト＝ヴァータン公こう爵しやくに命令をされるおつもりで？」

　余よ裕ゆうたっぷりの表情で問われたメイリアは、思わず口を閉ざしてしまう。

　メイリアの母が大公として治めるこのトライデン公国は、王を戴いただかずに貴族が治めていると言う形を取る国だ。

　何人かいる公爵のうち、もっとも上位に位置するのが大公ではあるのだが、当然公爵ともなればその大公に次ぐ地位の持ち主であると言える。

　一方、メイリアは大公の娘むすめである公女ではあるが、実際の政治上は役職のようなものは持っていない。

　あくまでも大公の娘、と言うだけの立場なのだ。

　公爵が相手となると、大公の娘として敬意を払はらわれる立場ではあるが、その公爵に向けて命令をすることは、現状の彼かの女じよの立ち位置では不可能なことなのである。

「そうでないのならば、少し黙だまられるとよろしい。年とし頃ごろの娘がぎゃんぎゃん吠ほえ立てるものではないでしょう？」

　笑みを含ふくんだ声でヴァータン卿がそう言うと、メイリアの視線が怒いかりを通り越して殺気を帯び始めた。

　慌あわてて羽は交がい締じめにして、なんとか押さえようとするローナではあるが、彼女は彼女でこのヴァータン卿と言う人物には良い印象を持っていない。

　なにせ、彼こそはローナが仕えているシオンを、勇者にくれてやろうと言い出した張本人だからだ。

　さらに、ベッドの上に横になっていればそのうち終わるのだからさっさと聖都に行け、と言ったのも彼である。

　無論、ローナはそのことをきちんとリストに書いて蓮弥に手て渡わたしていた。

「メイリア様、ここは引きましょう。理り屈くつの言い合いでは、おそらく埒らちがあきません」

「ローナ！　貴女あなたはそれでいいと言うのですか！　レンヤさんや兵士達もさることながら、あの部隊にはシオン姉様もいらっしゃるのですよ！」

「シオン様の身み柄がらは割りとどうにでもなる気がします。だってあのレンヤさんが近くにいるんですよ？　疲れたくらいの理由でどうこうできる人じゃないですよ、あれは」

「万が一ってこともあるでしょう!?」

「手は打ってあります」

　瘴気の森へと遠えん征せいしている蓮弥達の帰りがけを狙ねらって貴族達が兵を集めた。

　その情報を得たローナは、すぐにお隣となりのアズを訪ねて蓮弥達へ警告をしてくれないかと頼み込んだのだ。

　このローナの要よう請せいに、アズは二つ返事で応じ、リアリスがすぐにドラ君を呼び寄せた。

　人が騎き乗じようできる生き物の中で、速度と言う点においてドラゴンの右に出るものはいない。

　慌てて竜騎兵の正装に着き替がえたリアリスとアズが、ドラゴンの背に乗って飛んでいくのを見送ったローナだったのだが、すぐに今度はメイリアが街の外に布ふ陣じんしている貴族の軍に文句を言いに行ったと聞かされて、全力で走って追いかけて今に至る。

　そのことをローナがメイリアに伝えると、しぶしぶとではあったがメイリアはローナに引きずられるがままに貴族の軍から離れていった。

「それでも兵士の疲労はかなりのものなはず……それに加えてあの重装騎兵ですよ。いくらレンヤさんとて怪我人を出さずにあれを捌さばき切るのは無理ではないですか？」

「いえ、兵士同士のぶつかり合いに拘こだわらなければ……一いつ瞬しゆんだと思うんですけど」

　お互たがいを視認できるぎりぎりの距きよ離りから、蓮弥が本気で魔ま術じゆつをぶっぱなせば、騎兵だろうが歩兵だろうが関係なく殲せん滅めつされるだろうと言う確信がローナにはあった。

　その場合、心配しなくてはいけないのは貴族の軍の背後にあるククリカの街の方だ。

　大魔力に物を言わせた広こう範はん囲いにわたる魔術による破は壊かいの余波だけで、街に尋じん常じようではない被害が出ることは予想に難かたくない。

　すまん、やりすぎた、の一言で、街が崩壊する可能性とてあるのだ。

　ただその場合は、兵士達に課した訓練の成果を全く見せないままに終わるので、後々まで延々と尾おを引くことは避さけられそうに無い。

「そんなにすごいんですか、レンヤさんて」

「メイリア様が今なさっている想像を10倍くらいすると、やっと届くくらいにはすごいです」

　真顔でローナは答えたが、メイリアにはいまいち実感できないらしい。

「もしそうならなくても、シオン様の安全だけは私が護りますから」

「それは有あり難がたい話なのだけれども……」

「それよりもメイリア様、物見の者は放っておられるのですか？」

　ヴァータン卿達たちは、物見の兵士を放って蓮弥の部隊の動向を調べ、兵士を展開している。

　蓮弥達が戻ってくる日を正確に測れたのはそのせいだった。

　貴族が考え付く程度のことはメイリアとて考え付く。

　当然のように、メイリアも蓮弥の部隊を監視する者達を放ってはいた。

　ただ、どちらとも瘴気の森に近づけば、危険の度合いが増すので、森の外からの監視に留とどめており、中でどんなことをしていたのかまでは把は握あくしていない。

「報告によれば、かなり街の近くまで来ているはずなのですが……」

「それならドラ君の姿がそろそろ見えてもいい頃ころですよね？」

「ドラ君？」

「あ、いえ。竜騎兵リアリス様の騎竜であるドラゴンの姿が見えてもおかしくないのではないかと」

　空を飛んでいるのであれば、かなり距離が離れていても見えておかしくないはずだったが、蓮弥達が戻ってくるであろう方角にはそれらしき影かげは見えなかった。

「心配ですね……無事に戻られてもこの騒ぎなわけですが……」

「酷い騒ぎだな？　一体なんのお祭りなんだこれ？」

「ヴァータン卿と言う貴族が、瘴気の森に遠征に行った兵士達の帰り際ぎわを狙って兵士を配置しているんです。疲弊しきっている彼らを自分達の兵士で蹂じゆう躙りんしてやるって息巻いておりまして……」

「クズだなー……、あれ？　ヴァータン卿って確か、シオンに股また開いて横になってれば終わるとか言った奴やつだっけ？」

「股云うん々ぬんは言ってないと思いましたが……って？」

　メイリアは隣でしゃべっている人物に目を向けて、開いた口がふさがらなくなる。

　メイリアの隣で腕うでを組み、うんうんと頷いているのはいつもの黒尽ずくめの格好に腰から刀を下げた状態の蓮弥であった。

　その背後で、ローナが幽ゆう霊れいでも見たかのような表情のまま凍こおりついており、そのローナの肩かたを国軍の兵士の装備からいつもの装備に切り替かえているシオンが、何も言わずにぽんぽんと叩たたいている。

「レ、レン……」

「はいそこまで。声を上げるな。あいつらは俺おれの顔を知らないんだろうし」

　唇の前に人差し指を立てる蓮弥。

　その蓮弥に身を寄せて、小声でメイリアは話しかける。

「帰き還かん途と中ちゆうじゃなかったんですか!?」

「いや、リアリスが性た質ちの悪い貴族がてぐすね引いて待っているって言うからな。部隊を幾いくつかに分けてドラ君達に運んでもらったり、全力で走らせたりして、急いで帰ってきた」
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　自分が街に入ったのはつい先ほどであったが、他ほかの兵士達はまちまちだな、と蓮弥は言う。

　シオンがしっかり着替えているのは、蓮弥よりも先に街に戻ってきたからであるらしい。

「物見の者達は？」

「お前の所のには、話し合いでこちらの行動を黙ってもらってた。あの貴族が放ったのは、ちょっと怖こわい目に遭ってもらって嘘うその報告をさせてる」

「何をしたんですか……」

　ジト目で問いかけるメイリアに、蓮弥はにっこりと笑って見せた。

「良い子は知らない方がいい」

「むぅ……部隊の兵士達は？」

「小分けにして街に入ってもらってる。門の兵士達にはちょっと握にぎらせて黙ってもらった。メイリア、ちょっと気をつけろよ？　この街の兵士、袖そでの下が効果的すぎるぞ？」

「いえ、まぁその……相手が貴方あなただから、ではないかと思うんですが……」

　蓮弥の事を知っている者ならば、無駄に蓮弥に抵てい抗こうするよりも袖の下をもらって言うことを聞いた方が被ひ害がいが少ないだろうと判断するはずだった。

　これで蓮弥が街や国になんらかの害を及およぼすような人物であるならば大問題ではあるが、そうでないことは蓮弥を知っている者ならば、分かりきっている。

　蓮弥の事を知らない者でも、なんとなく雰ふん囲い気きから蓮弥がヤバい相手だと言うことはすぐに理解するのだろう。

　この場合、危ない相手にわざわざ反はん抗こうするよりは、大人しくお金をもらって言うことを聞いた方が得策であると判断する兵士は少なくないはずだった。

　こちらの場合は少々問題が残る。

　後できっちり調査しようと思うメイリアであった。

「それで……この後どうするんですか？」

「俺？　家に帰って寝ねる。瘴気の森じゃ飯めし炊たきと怪我人の手当てとでロクに眠ねむれなかったからな。部隊の兵士達は自宅に戻らせたり、今夜一晩は街の宿やら色街やらで時間を潰つぶせと命じてあるよ。明日は宿舎に戻るはずだから問題ないだろう？」

「えぇまぁ。じゃあこっちの貴族の軍は……？」

　離れた所に布陣している彼らを指差すメイリア。

　その指の先を視線で追った蓮弥は、しばし沈ちん黙もくした後、はっきりと答えた。

「知らん。ほっとけ」

「あぁ……そうなりますか、やっぱり」

「俺は一月後に結果を見せろと言われたが、この日までには見せろと期限を切られた覚え、無いからなぁ」

「まぁ、そうですね……」

　期限さえ切られていないのであれば、31日後だろうが40日後だろうが一月後のタイミングであることには違いがない。

　貴族が待ち構えているのは勝手であるが、それに付き合う義理は無いと蓮弥は言い切る。

「そう言うわけだから、ここでいくら待っても何も起きないぞ？　解散した方がいい」

「分かりました。でも後日間ま違ちがいなく模も擬ぎ戦せんを行ってもらうことにはなると思いますよ？」

「それは別にいいさ。そういう約束だしな」

　蓮弥からしてみれば、疲労のたまっている兵士達を貴族の私兵にぶつける気がさらさら無いだけで、模擬戦自体は最初からやる気でいるのだから、特に問題ではない。

「ロウ、いつまで固まってるんだ？　早く帰ろう。流石さすがに私も疲れた」

「……はい、シオン……」

「よし、じゃあ撤てつ収しゆう」

　蓮弥の一声で、メイリアは軍ぐん施し設せつへ。

　他は全員が蓮弥の家へと帰き途とにつくこととなった。

　余談ではあるが、ヴァータン卿の軍は帰ってくるはずも無い蓮弥達をその場で一昼夜待ち続けていたらしい。

　無論、駆かり出された兵士達はいつ蓮弥達が帰ってくるかも知らされずに一いつ睡すいもできずに疲れ果はて、ヴァータン卿自身は何もすることがないまま、軍を駐ちゆう留りゆうさせた分の費用を無駄に消費するだけの結果となった。

　これにより、ヴァータン卿は蓮弥への良くない感情を募つのらせていくことになるのだが、そんなことは蓮弥に取ってはやはり知ったことではないのであった。







第二章　何故か貴族と戦やるらしい







　後日、蓮れん弥やの自宅に一通の手紙が届いた。

　トライデン公国大公の名前が書かれ、封ふう蝋ろうが捺おされて、さらに何故なのか蓮弥にはさっぱり分からなかったがしっかりと香こう水すいの匂いが染しみ込まされた非常に上品な手紙であった。

　宛あて名なは蓮弥の名前になってはいたが、あまりに立派と言うか品が良いと言うか金がかかっているというか、とにかくそういう代しろ物ものであったので、本当に自分が開いてもいいものなのか躊躇ためらってしまった蓮弥はローナを呼んで意見を求める。

　こう言う時、意見を求める相手を間違うとロクなことにならない。

　その点ローナは僧そう侶りよとして優ゆう秀しゆうであり、騎き士しとしての経験もあり、さらに貴族の血筋でもある。

　常識的な意見を求める相手としては、十分すぎる立場と言えた。

　呼ばれたローナは蓮弥から手紙を受け取るなり、ちょっとだけ目を見開いたが、すぐに手紙を蓮弥へ返して、それなりの地位にある女性が手紙を送る時にちょっとした気き遣づかいで香水をふりかけることは珍めずらしくないことだと説明した。

　香水自体がそれなりに高価な代物なので、かなり裕ゆう福ふくであることが求められるが、とも付け加える。

　封蝋に捺されている紋もん章しようは、シオンが持っていたあの剣けんに施ほどこされている意い匠しようと同じものだった。

　改めてシオンが大公の血筋にある者なのだなと確かく認にんしつつ、蓮弥は手紙の封ふうを切る。

　手紙の中身はシオンやメイリアが常つね日ひ頃ごろ迷めい惑わくをかけていたりお世話になっていたりすることへのお詫わびとお礼から始まり、今後とも二人をどうかよろしくお願いしたいという内容の文面がつらつらと並び、最後の方になってようやく、ヴァータン公爵との模擬戦の日時と場所が記されていると言うものだ。

　場所はククリカの街の西側の平原にて、トライデン公国の兵士達が戦場を設定する。

　時刻は三日後の午後一番の鐘かねが鳴った後とのこと。

　午後一番の鐘というのは蓮弥の体感で言えば、元の世界でいう所の13時頃を指していた。

　この世界においてはあまり詳細に時を告げる設備と言うものが、蓮弥の見る限り無いようだったが、午前と午後の仕事始めの時間だけは、街にある鐘を兵士達が鳴らすのが通例となっている。

　それが蓮弥の体感では８時と13時であった。

「その辺はどこにいても大体同じくらいなんだな」

「なんのことですか？」

　呟つぶやく蓮弥に問いかけるローナ。

　なんでもないと首を振ふってから、蓮弥は手紙を適当に畳たたむと封ふう筒とうへ戻した。

「受けるんですよね？」

　確認するようなローナの言葉に、蓮弥は頷いて見せた。

「一応約束だからな。来いと言われれば、行かざるを得ない」

「何か企たくらんでます？」

「別に？　何故そう思う？」

　心底不思議そうに問い返す蓮弥を、ジト目で睨にらみつつローナは答えた。

「なんとなくですが」

「なんとなくでするような目つきじゃないぞそれは」

　咎とがめるような言葉であるが、そのような気配は微塵も無い口調で蓮弥が言う。

　ローナはその蓮弥の視線が、ほんのわずかにではあったが自分の向ける視線を避けるように泳いだのに気がついた。

　絶対何か企んでいる。

　そしてそれは絶対にろくでもないことに違いない。

　ほぼ確信を持ってローナはそう思った。

「……模擬戦にはシオンも出るんですか？」

「それは本人に聞いてみてくれ。俺は出したくないが」

　正直に蓮弥が言うと、少し意外だったのかローナが首を傾かしげた。

　蓮弥のことだから、一いつ緒しよに訓練をしたシオンを今回の模擬戦に嬉き々きとして参加させるものだとでも思っていたらしい。

「理由をお尋ねしても？」

「一応あんなのでも、大公陛下の娘でもって公女殿でん下かと言う言葉の概がい念ねんにぎりぎり小指の先くらいは引っ掛かっているんだろ？」

「本人の前で言うの止やめてくださいねそれ。否定はできませんが」

　溜ため息いきと共に吐き出すローナ。

　今度は蓮弥の視線がわずかにじとっとなった。

「お前も大たい概がい酷ひどいぞ」

「ではレンヤは否定できるのですね？」

　どうなんですかと問い詰めてくるローナに、蓮弥はすぐに白旗を揚あげた。

　無駄にシオンを貶おとしめる気は無いが、事実は事実として否定しかねるのも事実だ。

「できない。だが、シオンはアレでいいんだろ。少なくとも俺はアレでいいと思ってる」

　さらりと言ってのける蓮弥。

　シオンがこの場にいたら、ぐにゃぐにゃになって喜ぶのにな、と少しローナは残念に思う。

　蓮弥の性格からして、この手の言葉を本人の目の前で言う可能性は、非常に低い。

「本人に言って差し上げたらいいですのに」

「無理」

　短く即そく答とうして、蓮弥はそっぽを向いた。

　ここで頬ほおでも染めれば可愛かわいげがあるのにと思いつつローナは蓮弥の顔を凝ぎよう視しするが、顔色が変わったような様子はまるでない。

　ローナから見た蓮弥は年ねん齢れいにそぐわない行動が多すぎると言う印象が強い。

　色仕じ掛かけにも乗ってこない。

　そっち方面でからかっても、苦手そうにするが顔色には出てこない。

　少なくとも蓮弥に出会うまでは、ローナは自分のスタイルに非常に自信を持っていたのだが、夜よ這ばいをかけてあっさりと失敗してからは、ややその自信も失いかけている。

　ついでにシオンが同じく夜這いを仕掛けて失敗しているのも聞いているので、もしかしたら蓮弥は女性に興味が無いのではないかと疑ってみたりしたこともあった。

　ただ、多少は反応があるので、男が好きなわけでもないのだろうとは思っている。

「クロワールさんのスカート並みの鉄てつ壁ぺきさですね……」

　あれも絶対におかしいですよねと思うローナだ。

　蓮弥のパーティの中では唯ゆい一いつ、スカートの丈たけが膝ひざより上であるクロワールはエルフ特有の身軽さでもってかなり激しい動きをためらいなく行うと言うのに、全くスカートの中が見えないのだ。

　あの短さならば、身を翻ひるがえした瞬しゆん間かんとか、風が吹ふいた瞬間とか、いくらでも機会はあるはずなのに、ローナは一度もクロワールのスカートの下を見たことが無い。

　ミスリルを糸にして作ったスカートならば、何か人族には分からない不思議な力が働いていても驚おどろかないローナではあるが、その辺のお店で購こう入にゆうしたスカートでも見えないとなれば、何かカラクリがあると思ってしまうのも無理は無い。

「は？」

「こっちの話です。それで指定の日時まではレンヤはどのような行動を？」

　尋ねられた蓮弥は、やや嫌いやそうな顔をした。

　どうやら答えたが最後、何か妙な事を企まないようにローナが監かん視しにつくのではないかと疑ったらしい。

「御ご心しん配ぱいなく。私はあくまで傍ぼう観かん者しやに徹します。参考までにお聞きしました」

「なんの参考だよ……まぁいいけど。瘴気の森で手に入れた素材や魔ま石せきが虚こ空くう庫にうなってるんで、それを現金にして、キース達たちに配布してやらないといけない」

「それでしたら冒ぼう険けん者しやギルドで売るのがいいですよ。あそこなら一いつ括かつで大たい概がいのものは引き取ってくれますから」

「そうか。じゃあ出かけてくる」

　はいこれ、と大公からの手紙を蓮弥はローナへ差し出す。

　流れでなんとなく受け取ってしまったローナが、もしかして手紙が無いことを理由にすっぽかすつもりではあるまいかと慌てて蓮弥に返そうとした時には、既すでに蓮弥はダッシュで外出していく所であった。

　ローナから逃にげるのには成功した蓮弥であったが、今度は素材を売りに行った冒険者ギルドでフリッツに捕つかまってしまう。

　どこで蓮弥の動向を耳にしたのか蓮弥にも分からなかったが、蓮弥がギルドの窓口で素材を売る交こう渉しようを始めようとした途と端たんに背後から肩を掴つかまれたのだ。

　ぶしつけなその行動に、文句を言ってやろうと振り向いた蓮弥の目の前で、フリッツが微び笑しようを浮うかべていた。

「あ……何か？」

「大分活かつ躍やくしているようで。そろそろギルドランクを更こう新しんしてくださいよ」

「別にランクなんて上げなくても困らないし……」

「僕ぼくらが困るんです」

　絶対に逃がさないぞと手に力を込めつつ、笑え顔がおは全く崩くずれないフリッツ。

　男に笑顔むけられてもなぁと思いつつ、蓮弥は逃げ道を探しながら尋ねてみた。

「何が困るんだ？　迷めい惑わくはかけてないと思うんだが？」

　蓮弥の肩を掴む手に力が篭こもった。

　このフリッツと言う男を蓮弥は、ただのいけ好かない事務担当だと思っていたのだが、直接肩を掴まれてみてその考えを少し改めることにした。

　痛みを覚えるほどではなかったが、フリッツの手は蓮弥の肩を簡単には振りほどけないほどにはきつく握り締しめていたのである。

「貴方あなた達たちのように、実力がある冒険者がいつまでも最低ランクでは、詐さ欺ぎでしょう？」

「誰だれも困らないだろ？」

「困ってるんです。主にＢからＥランクくらいの冒険者が」

　フリッツが言うには、蓮弥の名前と言うのはそこそこに広まってきているらしい。

　嘘と真実が入り混じる噂うわさ程度のものではあったが、決まってその話題には一つ注ちゆう釈しやくがつくのだと言う。

　そのレンヤと言う男は冒険者であり、ランクは最下位のＦである、と。

　Ｆランクの冒険者の名前がそれだけ売れれば、その上にいる冒険者達は立場がない。

　Ｂランクだと言うのに、お前あのレンヤとか言うＦランクの冒険者より弱いの？　等などと言われてしまうからだ。

　実際、色々な理由で仕事に失敗したり、失敗とまではいかなくともうまくいかなかった冒険者達が依い頼らい主ぬしからその類の言葉を言われると言う事案は既に何件か発生していた。

　もちろん、蓮弥が何か悪いことをしているわけではないのだが、ギルドにはあのレンヤとか言う男をさっさと上のランクに上げてくれと言うクレームが入り始めていたのである。

「ランク上げるの面めん倒どう。試験とか受けたくない。ランク上がっても俺にメリットが無い」

「本来、ランクが上がれば色々とギルドから支し援えんが受けられたりするんですが……」

「ギルドの支援が俺や俺の仲間の能力の上を行くなら考えるが？」

「エルフの皇こう帝てい陛下や、大公陛下とのツテがある貴方にとって、魅み力りよく的てきな支援は難しいですね」

　それでもランクは上げてもらいますからね、とフリッツは引く様子を見せない。

　しかたなく蓮弥は右手の人差し指を立てる。

「昇しよう格かく試験の免めん除じよ」

「いいでしょう。特例として認めます」

　次に中指。

「これから売る素材の金額にイロをつけてほしい」

「まだお金が必要なんですか？　常識外れな金額は無理ですが、常識の範はん囲い内ないであれば」

　さらに薬指。

「ギルドの流りゆう通つう網もうを利用する権利」

「それはランクに付ふ随ずいします」

「じゃあ……えーと……」

　相手がどこまでも引かないのであれば、付けられるだけ条件を付けてしまえと蓮弥は考える。

　もしどこかで相手がそれはできないと返答してくれれば、それを理由にフリッツからの要請をつっぱねることもできるだろうと考えたのだが、できないと言う答えが返ってこない。

　小指に該がい当とうする条件を探そうとする蓮弥を、フリッツがさらに肩を掴む手に力を込めて遮さえぎった。

「あ、こら。男にそんな強く掴まれて喜ぶ趣しゆ味みはないぞ」

「いいですか？　大概の条件は僕に相談してくれれば、善処しましょう。それは僕がここでお約束します。ですから貴方は大人しくランクを受け取ってください」

「……了りよう解かい。それでどのランクになるんだ？」

「噂うわさを全すべて信じるならば、Ｓランクでもいいのですが、流石にこれは試験免除で差し上げるわけにはいきません。従ってレンヤさん、貴方にはＡランクを受け取ってもらいます。いいですね？」

　首を縦に振るまで放すものかと言うフリッツの気き迫はくに、蓮弥はややうんざりした顔で頷うなずいた。

　蓮弥からしてみれば、何ランクを手に入れようがどうでもいいと言う気持ちの域を出るものではない。

「付随してシオンさんとローナさんのランクをＢまで上げます。これは貴方から説明してあげてください」

「なんで俺が？」

「貴方に付随して上がるからですよ」

　Ａランクの冒険者とずっと行動を共にしている冒険者がＦなわけがないだろうと言う勝手な話から、蓮弥の昇格に伴ともなってシオンやローナもランクが上がることになったようだった。

　蓮弥にとっては冒険者ランクと言うものはどうでもいいものだったが、意外とシオンやローナはランクが上がることを喜ぶかもしれない。

　もしそうなったのであれば、ここで大人しく受けておくと言うのは、悪い選せん択たく肢しではないのかも、と蓮弥は思い始める。

「分かった。説明しとく」

「お願いしましたよ？　後日ギルドの職員が新しいカードを持参しますから、古いカードと交こう換かんしてください」

　蓮弥に念ねん押おししてから、フリッツは窓口の職員に蓮弥を指差し、親指と人差し指で物を摘つまんで放すようなサインを送ってから建物の奥おくへと消えていった。

　どうやらそれが多少イロをつけてやれ、と言う指示だったらしい。

　身分の証明をしてくれるのはありがたいのだが、やはり組織と言うものは色々と面倒なことが多すぎると思いつつ、蓮弥はインベントリに収めていた素材を取り出し始めた。

　素材や魔石の売ばい却きやく額がくは、ギルドの職員の顔色がやや青ざめるくらいの金額にはなった。

　物としてはそれほど珍しいものは無かったのだが、なにせ10日間近くぶっ続けで狩かり続けた結果である。

　量が半はん端ぱなものではなかったのだ。

　それでもそれら全てを買い取って、即そつ金きんで支し払はらったことは評価に値あたいするだろう。

　なんだかんだでギルドって凄すごいんだな、と改めて思う蓮弥である。

　それらの資金はその足で軍施設に向かった蓮弥が、キース以下兵士達に貴族の私兵との模擬戦の日程を伝えて、ちょっとしたお話をした後に全額ぱっと渡わたしてしまった。

　キース達は寝る間も惜おしんで食事の用意と怪け我が人にんの治ち療りように当たった蓮弥にも取り分はあると主張したのだが、これは蓮弥がきっぱりと断った。

　メイリアから先さき払ばらいで報ほう酬しゆうをもらっている身として、それ以上の金品を受け取る気がなかったからだ。

　実の所はもらいすぎているんじゃないかと言う感じをずっと拭ぬぐい去されない蓮弥であるので、これ以上何かをもらうことを躊躇ってしまったと言う部分が大きい。

　意外な所で小心者な部分を露ろ呈ていした蓮弥であるが、兵士達にはこれが教官殿どのは金に執しゆう着ちやく　しない大物である、と好意的に解釈されたようだった。

　全く意図していない所で兵士達の忠誠度を上げつつ、蓮弥は三日後の模擬戦まではゆっくりと身体を休めておくように兵士達に言い含めるのであった。







　そして大公指定の期日。

　指定された場所には、ヴァータン卿きようの私兵が準備万ばん端たん整えて整列しており、大公の名代として事の成行を見届けることになったメイリアとその護衛一団が陣じん取とり。

　蓮弥達たちはその場に現れなかった。

「え？」

　既に午後一番の鐘は鳴り終わっており、さらにそれからそこそこの時間が経過している。

　空は青く晴れ渡り、午後の日差しが平原上に燦さん燦さんと降り注いでいる。

　ヴァータン卿の軍勢は、先日用意した兵士の数からさらに騎き兵へい１００、弓兵１００を増強されて９００名に及ぶかなりの規模になっている。

　これだけの規模になると、さすがにヴァータン卿一人で賄まかないきれるものではない。

　どう見ても別に何人かの貴族がヴァータン卿きように加勢しているのだろうことが見て取れる。

　１００人の部隊に９００人の、しかも歩兵と弓兵と騎兵に重装騎兵まで盛り込んだ部隊で相対するのはいくらなんでも大人げがないだろうと言う意見は、期日が来るまであちこちから上がっていたが、ヴァータン卿はそれらの意見を一言で一いつ蹴しゆうした。

「規定に、部隊の人数を同じくしてとは書かれてはいない」

　規定も何も、決まっているのは場所と日時だけであるので、その辺は空気を読めよと思う者が少なからずいたのだが、公爵の不興を買う危険を冒おかしてまでそれを指し摘てきするような者は流石にいなかった。

　さらに時間が流れる。

　既に馬上の人となっているヴァータン卿は手た綱づなを握ったまま、不ふ機き嫌げんさを隠かくそうともせずに、せわしなく馬の位置を変えたり、手綱を握り締めたりしていた。

　待たされている兵士達は、ヴァータン卿程ほどあからさまな行動を示すことはなかったが、それでも槍やりの石いし突づきで地面を叩たたいたり、しきりに身をゆすったりと落ち着かない様子だ。

　トライデン公国の兵士達が模擬戦の戦場として設定した場所が見み渡わたせるように、少し高い台のようなものをこしらえて、そこにしつらえた椅い子すに腰こしを掛かけていたメイリアは、状じよう況きようが飲み込めずに傍かたわらにいた護衛担当のローナを見る。

　ローナは今回はメイリアの護衛と言うことで、いつもの僧そう服ふくの上から胸当てと手てつ甲こうを身に着け、腰からはメイスを吊つるした戦せん闘とう用の装備だ。

　そのローナが顔をうつむかせ、両手で顔を覆おおって深い溜息をついている。

「ローナ？」

「はい、メイリア様」

「何が起きているのか分かりますか？」

「えぇ、なんとなくは」

　顔を覆っていた手を外し、顔を上げたローナの表情は完全に何かを諦あきらめたような表情だ。

　たまらずメイリアは頭に浮かんだ疑問をそのままぶつけてみる。

「まさかレンヤさん、逃げたのでは？」

「レンヤはともかくとして、兵士は逃げようがありません。ここをすっぽかしても国軍の兵士として残らざるをえないのですから」

「では一体？」

「なんとなく、何かするだろうなとは予想してましたが……」

　また一つ溜息をついてからローナは話し出す。

「レンヤに手紙を見せられてから、色々考えてみたのですが。場所については明確に指定してありましたが、時間については〈午後一番の鐘が鳴った後〉となっておりました」

「う、ん？」

「屁へ理り屈くつを承知で申し上げれば、明日の朝一番の鐘が鳴るまでは、いつ来ても午後一番の鐘が鳴った後の時間だ、と言い張れます」

　メイリアのどこか冷れい徹てつな表情を湛たたえている顔が、どこか間の抜ぬけたぽかんとしたものになる。

　彼かの女じよを知る者達からしてみれば、メイリアがそのような表情を浮かべること自体が非常に稀まれであったのだが、その珍しい表情を堪たん能のうする余よ裕ゆうも無くローナは続ける。

「さらに、遅おくれてきた場合の明確なペナルティについての言げん及きゆうもありません。これはどれだけ遅れてきても、ごめんね、の一言で無理やり押おし通すことができなくもない、と言うことです」

「それは大公陛下への不敬にあたるのではないか？　場所と時刻は大公陛下よりの手紙にて知らされたと聞いているのだが」

　声も出ないメイリアの代わりになのか、護衛の兵士の一人が口を開く。

　ローナはその口を開いた兵士を見やり、ゆっくりとだが首を左右に振った。

「確かに大公陛下よりの手紙で通達がありましたが……この模擬戦は貴族側からの要よう請せいで執とり行われるものであり、大公陛下の名の下において行われるものではありませんので」

「つまりどういうことなのだ、ローナ殿」

　答えを急ぐ兵士に、ローナはなんと言ったものか考え、言葉を取り繕つくろうよりも思ったまま正直に伝えた方がいいだろうと判断し、答えた。

「最悪、土ど壇たん場ばでやっぱりやめた、と言われてしまう可能性まである、と言うことです」

「やめた場合のペナルティについて明示されていないからですか？」

　メイリアの問いかけに、ローナは渋しぶい顔で頷く。

　これは騎士や兵士にとっては考えられないことだ。

　彼かれらは基本的に国に属するものであり、大公や貴族に従うのが当たり前だと思っている。

　しかし蓮弥は冒険者であり、国に属するものではない。

　当然兵士ではないし、騎士でもない。

　仮にここで「無能の指導者」と言う烙らく印いんを捺された所で、蓮弥としては何も堪こたえないのだ。

「レンヤさんは来ないつもりでしょうか？」

「いえ、それは無いと思います」

　メイリアの言葉を、ローナは即そく座ざに明確に否定した。

　そのきっぱりとした否定に、何故そこまで言い切れるのだろうと思うメイリア。

「レンヤは、約束だから模擬戦は行う、と言っていました」

　ここはきちんと伝えておかなくては、とローナは語気を強めた。

「どんな屁理屈を捏こねても、約束と言う言葉を持ち出した以上は、そこは守ってくれると思います」

　色々と理由をつけて、のらりくらりと話を引き延ばそうとしても、完全に逃げてしまえば一番迷惑を被るのはメイリアであろう。

　そこは蓮弥も重々承知しているはずだとローナは思っている。

　その一線だけは守ってくれるだろうと期待もしている。

　万が一、そこすら守ってくれないのであれば。

　ローナは腰に吊るしているメイスの柄つかを軽く握る。

「敵かなわぬまでも一いち撃げき……」

「え？　何か言いましたか？」

「いえ、こちらの話です」

　ローナがどこか悲ひ壮そうな決意に身を固くしている中、さらに時間は過ぎ去り、日が傾かたむいてその日差しがやや色づき始めた頃ころ、蓮弥達一行はようやくその場に姿を現した。

　いかにもやる気のなさそうな表情で、のたくたと歩く蓮弥達の後ろをなんとなく申し訳なさそうな顔をしてついてくるシオン。

　蓮弥はいつもの黒尽くめで、兵士達は国軍の装備。

　シオンは訓練時は国軍の装備を身につけていたが、今は通常使っている装備に戻もどしていた。

　彼らは姿を現してから所定の位置につくまでたっぷりと時間をかけ、周囲をやきもきさせつつゆっくりと整列する。

　その頃にはヴァータン卿の堪かん忍にん袋ぶくろの緒はずたずたになっており、それに追つい随ずいする兵士達も散々待たされた状態で殺気立っていた。

　メイリアは、あつらえられた席にどこか諦めたような表情で座すわり続け、ローナはヴァータン卿に対する考えをこの待たされた時間の間に改めている。

　他の忍にん耐たい力りよくの少ない貴族であれば、もっとずっと前に蓮弥が来ないことを理由に不戦勝だ、とか言い出していたことだろう。

　模擬戦に不戦勝をもらった所で何の意味も無いのだが、その不戦勝を盾たてにしていかに蓮弥が無能であるかと言うことを高らかに謳うたい上げていたはずだった。

　しかし、ヴァータン卿は不機嫌さを顔でも行動でも隠そうともしなかったが、ひたすら蓮弥が来るまで待ってみせたのである。

　そのヴァータン卿は蓮弥の顔を見るなり、腰に下げていた長ちよう剣けんを鞘さやごと抜くと、鞘を払はらい抜き放った長剣を蓮弥のいる方向につきつけて、鞘を地面へと叩きつけて叫さけんだ。

「遅おそい！　貴族たる我をこれほど待たせるとは、不届きであろうが！」

　言われた蓮弥は地面に叩きつけられた鞘を指差し何か言おうとした後、しばらく考え込みやがて肩かたをすくめて無言を通した。

　後でローナが蓮弥に、あの時何か言おうとしましたよねと問うた所、蓮弥が元いた世界の剣けん豪ごうで、立会いの時に約束の時間を過ぎても相手が現れず、相手が現れた途端に刀を抜き鞘を捨て、そのことを挑ちよう発はつされた挙句に負けて命を失ったものがいるんだ、と説明された。

　その真ま似ねをしようとしたのだが、そもそもなんで鞘を捨てたら負けなんだっけと言う肝かん心じんの理由を思い出せなかったので止めたのだと言う。

　それはさておき、これでようやく両軍が揃そろったことになる。

　なんとか気を取り直したらしいメイリアがそれまで座っていた席を立ち、片手を挙げて声を張り上げた。

「両軍揃いましたので、これより模擬戦を開始します！」

「我らをここまで愚ぐ弄ろうした罪、この場にて償つぐなわせてやる！　貴様らをこの剣の錆さびとしてくれようぞ！」

「いや、模擬戦なんだから、錆にしちゃだめだろ？」

　ヴァータン卿の高らかな宣言に、蓮弥が冷静に突っ込む。

　両軍の位置は、そこそこ離はなれてはいたのだが、彼ら以外に口を開く者は無く、それほど張っていない蓮弥の声も嫌に通って聞こえた。

　ヴァータン卿の顔が目に見えて紅潮し、蓮弥はそんなに興奮すると戦う前に卒そつ倒とうしてしまうのではないかといらぬ心配をする。

「どこの馬の骨とも分からぬあやつに、我らの力を示すぞ！　勝利を！」

「「「「勝利を！」」」」

　ヴァータン卿の言葉に応えて、貴族側の兵士達が武器を空へと突つき上げて唱和する。

　その様子をぼけーっと眺ながめていた蓮弥の耳元に、傍らにいたキースがそっと耳打ちした。

「ああいうの、我々もやらないのですか？」

「誰が音おん頭どを取るんだよ？」

「それは教官殿に決まっているじゃないですか」

「……苦手なんだよなぁ、ああいうの」

「こういうのは景気づけで、勢いが肝心ですから」

　笑いながら背中を押してくるキースに押し出されて、蓮弥は一歩前に出ると刀を抜き放ちキース達の方へ向き直る。

「トライデン公国、国軍の兵士である諸君らに問う」

　真ま面じ目めな顔をして、声を張った蓮弥。

　その声はぴんと張り詰つめており、戦場によく通った。

「諸君らの本分とは何か？」

「国と民たみを、敵となる存在より守りぬくことであります。教官殿！」

　兵士達を代表するかのように答えたキースへ、ちらりと視線を走らせてから蓮弥は続ける。

「ならば、今ここにおいて模も擬ぎ戦せんとは言え、我々の前に立たち塞ふさがるアレは一体なんだ？」

　肩かた越ごしに、親指でヴァータン卿きよう達たちを指し示した蓮弥に、兵士達は揃って答えた。

「「「「「敵、であります。教官殿！」」」」」

「敵への対処は？」

「「「「「唯ただ、切り伏ふせるのみであります！」」」」」

「ならば今ここで、それを示せ」

　兵士達に背を向け、ヴァータン卿達へと向き直り、蓮弥が叫ぶ。

「征いくぞ！」

「戦闘開始!!」

　メイリアの宣言にかぶせるようにして、蓮弥側の兵士達の怒ど号ごうが響ひびき渡る。

　足場の状態を非常に悪くした練兵場や、元々足場の悪い瘴しよう気きの森において、ひたすら足あし腰こしを鍛きたえ上げられた兵士達が、数の差などものともせずに突とつ撃げきを開始する。

　その気迫と勢いに押されたのか、ヴァータン卿の指示が遅れた。

　顔を引き攣つらせ、凍こおったように動かないヴァータン卿へ、側近らしき者が慌あわてて声をかけ、それで我に返ったヴァータン卿がようやく重装騎兵へ突撃の命令を下そうとした時には、すでに蓮弥側の兵士達は私兵達の目の前まで迫せまってきている。

　騎兵とは、歩兵に比べると確かに強力な存在であるが、その威い力りよくの理由は主に機動力にある。

　特に、戦闘の開幕時における突撃。

　これがその戦力の肝きもである、と言えた。

　だが指示の遅れから距きよ離りを詰められてしまえば、突撃を実行すること自体が不可能になる。

　それは騎兵の戦闘能力の大半を無力化されたことに等しい。

「重装騎兵は防ぼう御ぎよ陣じん形けい！　歩兵は補助へ回れ！　騎兵は迂う回かいせよ！」

　突撃させる意味が無くなったことを瞬しゆん時じに悟さとったヴァータン卿は、すぐに作戦を切り替かえる。

　本来は突撃させ、その重量と威力で相手の陣じんを乱すはずだった重装騎兵を防御用の盾として使うことにしたのだ。

　横並びに整列し、突撃してくる蓮弥側の兵士を足を止めて迎むかえ撃うつ重装騎兵。

　その厚い装そう甲こうで突撃の勢いを殺し、迂回させた騎兵で側面を突こうと言うのだ。

　さらにヴァータン卿は後方にいる弓兵を下がらせる。

　混戦になった場合、弓はほとんど使い物にならないからだ。

「弓兵は弓を捨て、剣を抜け！」

　使い物にならないのであれば、最初から諦めて歩兵として運用した方がいい。

　持っている武器は小剣であるし、歩兵と比べると薄うすい装甲しかもっていない弓兵ではあるが、元々蓮弥達に比べて数の上では圧あつ倒とう的てきに優位にある私兵軍である。

　多少の戦力の減少は問題にならない、とヴァータン卿は判断した。

　それに対する蓮弥達は、蓮弥はいつもの刀を所持しているが兵士達は国軍兵士の制式装備である長剣を持っていない。

　先日、ヴァータン卿の布ふ陣じんをスルーした蓮弥ではあったが、ちゃっかりその陣容は見て覚えていたのである。

　その時に見た重装騎兵は蓮弥からしても厄やつ介かいな相手だな、と思わしめるものであった。

　厄介だなと思ったのであれば、その対策を立てる必要があるのは当たり前だ。

　色々と考えた結果、蓮弥は兵士達が使う武器を長剣ではなく金属製の棒にすることにした。

　模擬戦なのだから積極的に相手を殺すような攻こう撃げきはできない。

　さらにあの重装騎兵相手では、普ふ通つうの長ちよう剣けん等など、物の役に立ちそうにない。

　ならば使うのを止めてしまえばいいじゃないか、と言う結論に達したのである。

　代わりに蓮弥が支給した金属の棒は、長さは彼らが使っていた長剣とほぼ同じくらいで、きちんと握にぎれるように柄に革かわ紐ひもが巻かれ、相手の剣を受け止められるように鍔つばもこしらえてある。

　鈍どん器きならばメイス辺りを支給しても良さそうなものだったのだが、いくら蓮弥の鍛か冶じの腕うでがかなり高いものであったとしても、三日たらずで１００人分のメイスを作り上げるのは無理だった。

　それにくらべてこの棒は、本当にただの金属の棒なので作るのが簡単だ。

　細工も鍔を造り、握りに革紐を巻きつけるくらいなのでそんなに時間がかからない。

　一ひと握にぎりほどの太さのそれは、強度だけを追求して造られている。

　見た目は非常に無骨であるが、その威力はと言えば。

「やぁっ！」

　シオンが気合の声を上げて盾と化している重装騎兵に打ちかかる。

　全身の力を込めて打ち込んだ一撃は、騎き手しゆに届かせるのは無理であったが、騎手が乗っている馬のアゴを捉とらえる。

　訓練前と比べて間ま違ちがいなく威力の増したその一撃は、装甲に護まもられている馬の頭を上向きに跳はね上げて天を向かせ、続く薙なぎ払いは馬の頭を殴なぐられた方向に直角に折った。

　二連撃で頭ごと脳みそが揺ゆさぶられた馬は、生死は不明であるが泡あわを吹きつつその場に崩れ落ちる。

　当然、その背中に乗っていた騎手は馬が倒れていけば、それに巻き込まれるのを避さける為ために本来は飛び降りたりするものだが、重装騎兵はその身に纏まとっている鎧よろいの重さから、そう簡単には乗り降りができるような状態にない。

　手に持っていたランスを落とし、手綱を手放して馬の背から降りようとして間に合わず、そのまま倒れていく馬の身体に足を挟はさまれれば、もう身動きが取れない。

　挟まれた足は装甲のおかげで潰つぶされるようなことはなかったが、なんとかそれを引き抜いて動けるようになろうとする騎手の目の前に、金属の棒を肩に担かついだシオンが、満面の笑えみで立ちふさがる。

「え、えーと……？」

「せーのっ！」

　金属が金属に打ち込まれてひしゃげていく音の中に、哀あわれな被ひ害がい者しやの悲鳴が混じる。

　シオンは力を込めて鎧を殴り続け、完全に被害者の悲鳴が途と絶だえた辺りで額の汗あせをぬぐい、ふぅと息を吐はいた。

「シオン様、ちょいと時間をかけすぎじゃないですか？」

　その周囲で同じく重装騎兵やその補助に当たっていた歩兵達を次々に殴り倒していたキースが注意する。

　とにかく相手のほうが数が圧倒的に多い状態であり、一人に時間をかけすぎると言うことはそのまま、包囲されかねないと言う危険性をはらんでいた。

　注意されたシオンは素す直なおに頷く。

「そうだな、次はもっと手短に無力化しよう」

「そのイキです。獲え物ものはまだまだおりますよっ！」

　兵士がフルスイングした棒にわき腹を打たれた貴族側の歩兵が、悲鳴すら上げずに側転状態で転がっていく。

　十数回転の後に止まったその歩兵の鎧のわき腹は打たれた所がべっこりと凹へこみ、その歩兵自身は白目を剥むいた状態でびくびくと痙けい攣れんしていた。

　また別の兵士がすくい上げるように放った一撃に、重装騎兵がアゴを捉えられてバク転状態で一回転させられた後、べちゃりと大地にうつ伏ぶせにつぶれる。

　その身体よりも高々と打ちあがった白い破は片へんは、きっと折れた歯なんだろな、と蓮弥は刀を携たずさえたまま戦場を観察しつつ思う。

　あれでは命は助かってもアゴは粉々に砕くだかれており、とてもではないが通常の生活に復帰できないのではないか、と蓮弥は思った。

　思いはしたのだが、だからどうすると言われれば、ただ見ている以外にない。

　訓練中の事故として、そういうこともあるのだろう、とだけ思う。

　蓮弥の部隊の側面を突こうとして迂回行動を取った騎き兵へい達たちは、すぐに自分達が間に合わなかったことを悟った。

　側面を突こうにも、すでに蓮弥達は重装騎兵と歩兵の列に全員が突っ込んでおり、混戦状態に移行していたからだ。

　その状態に騎兵達が突っ込めば、蓮弥の部隊に打だ撃げきを与あたえることができたとしても、同時に自軍の歩兵や足を止めている重装騎兵にも被ひ害がいを及およぼしてしまいかねない。

　動きの止まった騎兵の集団。

　そこへそれに気がついた蓮弥の部隊の一部が、棒を片手に殴りこむ。

　たちまち巻き起こる悲鳴と、金属が肉や骨を打つ音。

　打ち倒された馬ごと大地に叩きつけられ、立ち上がることすら許されずに棒で滅めつ多た打うちにされていく騎手達。

　運良く馬が倒れるのに巻き込まれなかった者も、その後打ち倒されるか打ち上げられるかと言う二択たくで次々に無力化されていく。

　一人、また一人と悲鳴すら上げなくなっていく相手側の兵士達を見ながら、蓮弥はしみじみ思った。

　武器の選択を、間違ったかもしれない、と。







　夜、軍ぐん施し設せつ内にある食堂の一つでは赤々と明かりが灯ともされ、１００人からの兵士が大おお騒さわぎをしている。

　昼間行われた模擬戦の祝勝会であった。

　貴族私兵側の被害は軍馬は詳しよう細さいな数が不明だがほぼ壊かい滅めつ。

　人に至っては９００人中３８０人が重傷を負って行動不能に。

　残りは全力で逃げたおかげで助かったものが少数と、軽傷のうちに逃げた判断の正しかったものが大半と言う結果になっていた。

「レンヤってば少し手を貸したよねぇ？」

「なんのことやら？」

「威い圧あつしたでしょ？　指揮官の付近をがっつりと。それで指示を出すのが遅れて混戦になったんじゃないかねぇ？」

「さて、知らんな」

　そんなやりとりがあったとか無かったとか。

　とにかく損そん耗もう率りつが４割を超こえた、と言うのは大敗と言ってしまっていい結果だ。

　ちなみにヴァータン卿の側近達たちは、早々に逃にげ出していて無事だったようだが、最後まで残って指揮を執っていたヴァータン卿本人がどのようなことになったのか蓮弥は知らない。

　なんだか立派な髭ひげがついた土の塊かたまりが、キース以下国軍の兵士達に蹴けられて踏ふみまくられていたような光景を見た気もするのだが、蓮弥はきっと気のせいだろうと思っている。

　不幸な事故と言うものは、どこにでもあるものだ。

　それが模も擬ぎとは言え総勢１０００人の人間が戦闘行動を取っているような空間であれば尚なお更さらのことである。

　そんなわけで、貴族の軍相手に勝利を収めた蓮弥達は、キースの発案で祝勝会を執り行うこととなった。

　祝勝会の参加人数は１０５名。

　蓮弥が訓練を担当した部隊の兵士達は一人も欠ける事無く参加し、そこに蓮弥、シオン、ローナ、エミル、フラウと言ったメンバーが加わっている。

　元々は街の中の酒場の一つを貸切にして行うはずであったのだが、人数が多すぎて一堂に会することができなかったので、急きゆう遽きよ場所を軍施設の食堂へと変へん更こうして執り行われた。

　軍の施し設せつを使うことに、問題があるのではないかと心配した蓮弥であったが、模擬戦が終結するまでどこか虚うつろな視線で戦場を見守っていたメイリアが、話を聞きつけて軍施設の管理者と話をつけてくれたのである。

「権限無いのに良く話がつけられたな？」

「大公の娘むすめと言う肩書だけで、なんとなく周りが気を遣ってくれますので」

　一応、骨を折ってもらったと言う所から、祝勝会への参加を打だ診しんしてみた蓮弥であったが、こちらはさっくりと断られてしまった。

　蓮弥個人にならば雇やとい主として多少は肩かた入いれが許されるとしても、国自体に仕えている国軍の兵士の一部にあまり肩入れすることは望ましいことではないらしい。

　であれば、シオンも駄だ目めなんじゃないかと言う疑問が発生するのだが、その事を蓮弥が問うとメイリアは苦く笑しようしつつ答えた。

「姉様は、もう政治の舞ぶ台たいには上がってこないでしょうし」

　ほぼ完全に、シオンの存在と言うものは実際の政治の場からはドロップアウトしたものと思われているようで、今いま更さら何をしようが問題にされないという状態らしかった。

　それは気楽で良い立場だと言えばいいのか、ある意味寂さびしい立場だと言えばいいのか、蓮弥には分からなかったようで、曖あい昧まいな笑みを浮うかべるに留とどまる。

　広い食堂にはテーブルが並べられ、その上には所ところ狭せましと飲み物やら料理やらが並べられていた。

　元々軍の施設である食堂には、専用の料理人がついているのだが、時間外の労働を強しいるのは可か哀わい想そうだろうと言う意見があったので、何な故ぜか料理は蓮弥一人に一任された。

　瘴気の森において、ひたすら蓮弥が作った料理を食い漁あさった兵士達は、蓮弥が作った料理は美う味まいと言うことを学習したらしく、しきりに蓮弥に料理番をすることを強ね請だった結果である。

　むさくるしいおっさん連中に詰め寄られ、強請られる状況に耐たえ切れなかった蓮弥は仕方なくそれを引き受けたのだが、１００人からなる兵士達全員分の料理をまた一人で作るのは無理だと早々に諦めてフラウに援えん軍ぐんを要請した。

　フラウは、あまり気が進まないような表情だったが、蓮弥に頼たのみ込まれると嫌いやとは言えなかったらしく、その気の進まないような表情のまま頷いた。

　無む理り強じいするつもりは蓮弥にはなかったが、だからと言って断られてしまえば一人で１００人分の料理をひたすら作ると言う苦行が待ち構えている。

　それは、訓練中ならば仕方のないことと諦めもするが、現状では受け入れがたい作業だ。

　申し訳ないのだが曲げて頼むと頭を下げる蓮弥に、どうやら感情がモロに表情に出ていたらしい事に気がついたフラウが、ぺしぺしと両手で自分の頬ほおを叩く。

「そんな嫌か？」

「気は進まないの。これはタダ働きになるの」

　どんな理由が待ち構えているのかと思っていたら、どうやら労働に対する報酬が出ないことが気の進まない理由だったらしい。

　ややシビアな理由に驚おどろきを隠せない蓮弥に、フラウはぽりぽりと頭をかいてから。

「多額の報酬についてまわるサービスだと思って妥だ協きようするの」

「うん……頼む」

　他ほかに言うべき言葉も見当たらず、蓮弥はそう言うしかなかった。

　料理はフラウの手伝いもあり、そこそこ大変な作業であったが滞とどこおりなく用意することができた。

　蓮弥はひたすら異世界風豚とん汁じるを煮に込こみ、半ば嫌がらせにならないかなと思いつつ、膨ぼう大だいな量の味み噌そと醤しよう油ゆの焼きおにぎりを作っていただけなのだが。

　フラウは器用にさまざまな料理を作っては盛り付け、次々にテーブルの上へ並べていく。

　並べられていく料理の種類は豊富であり、レパートリーに関してはフラウの持ちネタの数が蓮弥のそれを軽く凌りよう駕がしていることをはっきりと示している光景だった。だが、何故かすさまじい速度で減っていくのは蓮弥がひたすら作り続けているおにぎりの方であるのが蓮弥は不思議でしょうがない。

「お前ら……絶対おかしいぞそれ」

　冷やしたエール酒で喉のどを潤うるおしつつ、蓮弥が山と積んだ焼きおにぎりを掴つかんでは口に運んでむさぼる１００人からの兵士と言うのは、傍はたから見ていてどこか不気味にすら感じる。

　米の質はともかくとしても、炊たき方と焼き加減には確かに蓮弥も多少の自信があった。

　しかし、蓮弥がつくったおにぎりの山は、後で残すことは絶対に許さないからなと兵士達に言ってやろうと思って大量に持ってきた米から作ったものだった。

　それが、残す残さないの前に、あっけなく消しよう滅めつしていこうとしている。

　ある程度、料理を作り終えたフラウもこれは蓮弥を手伝った方がいいだろうと判断したのか、蓮弥の隣となりに陣じん取どると手に水をつけてから、猛もう然ぜんとおにぎりを握りだした。

「なんだかすごいねぇこれは」

　焼きおにぎりの山に手をつけていないのは、猛然とおにぎりに食くらいつくシオンの姿を呆ぼう然ぜんと見ているローナと、それらの光景をにこにこと笑みを浮かべつつ、フラウの料理を少しずつ種類を多めに自分の分だけ確保して、それをつつきつつワインを傾けるエミルくらいなものだ。

　そのエミルが、目の前で大量に消費されていく米の塊を見ながら感心したように呟つぶやいている。

「まぁ、レンヤが教官を務めなくなれば、食べられなくなる代しろ物ものだから、気持ちは分からないでもないけどねぇ」

「そりゃそうだろうが……なんならウチの店てん舗ぽスペースで売るか？」

　思い付きを口にした蓮弥であるが、その言葉を聞いた途と端たんに兵士達の視線が蓮弥に集中した。

　思わずおにぎりを握る手が止まる蓮弥に、兵士達が揃って声を上げる。

「「「「「是ぜ非ひ、お願いしたいです。教官殿！」」」」」

「揃うな。……考こう慮りよする」

　軍は人数が多い。

　そちらにファンがつくようなのであれば、薄はく利りで出しても多売が見込める。

　冒ぼう険けん者しやランクが上がったおかげで、ギルドの流りゆう通つ網うもうを利用できる権限を手に入れている蓮弥は、とにかく米を買い漁って、色々と商品化してみるべきだなと言った算段を始めた。

「実際これは良く出来た食品ですよ、教官殿」

　キースがきっちり両手におにぎりを確保した状態で言う。

「片手で食える上にかさばらず、しかも焼きたても美味いが冷えても食えて、温め直しても美味いときている」

「両手に持ってるお前が言うと説得力が無い」

「こちらの汁しる物ものも良い味です。……珍めずらしい調味料を使っているのですな」
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「エルフ豆から作ったものだから……普通じゃ手に入らないか」

　良く考えれば、焼きおにぎりに使っている醤油や味噌はエルフの国の特産物であり、人族の大陸において普通に出回るような代物ではない。

　蓮弥は継けい続ぞく的てきに手に入れるツテがあるが、そうでないならばこれらを口に出来る機会と言うのは人族の大陸にいる限りはほとんど無いと言ってもいいのだろう。

　自分達が口にしているものが、そうそう手に入らない高級品らしいと察した兵士達の、食べる速度が上じよう昇しようする。

　どう考えても現状残っている米の量では、到とう底てい彼かれらを満足させることが出来そうに無いと考えたフラウが、追加の米を炊くべく釜かまへと向かっていった。

「まぁ……いいけど……ってシオン！　お前はウチに帰ったらいくらでも食えるだろうが!?」

「それはそれ、これはこれ、だ」

「シオン様、タダで食べられるのであれば我々に譲ゆずって下さい！」

「そうですよ！　我々はこの後はいくらするのか分からないこれを買わねば食えないのです！」

「そもそも、その身体のどこにそれだけの量が入って行ってるのですか、シオン様……？」

　口々に非難と言うか、それらしい言葉を口にする兵士達を、シオンはちらっとだけ見てからぷいとそっぽを向いた。

　その右手には二つのおにぎりを指の間に挟んで口へと運び、反対の左手にはしっかりと三つのおにぎりをキープした状態である。

　いくらなんでもそれは欲張り過ぎと言うのではないかと思う蓮弥であったが、続けざまにシオンが放った言葉はさらに蓮弥を唖あ然ぜんとさせる。

「こう言うのは、早い者勝ちと決まっている」

「言いましたね!?　言っちゃいましたね、シオン様!?」

「お前ら！　国軍兵士の誇ほこりを見せ付けろ！　公女殿でん下かといえども容よう赦しやするな！」

　さらに上がった消費速度に、蓮弥はそろそろ色々と遊びを入れてもいいだろうと、インベントリからいくつかの壺つぼや瓶を取り出した。

　壺のうちの一つを開くと、中には少しどろりとして赤みのかかった味噌が入っており、蓮弥は今まで塗ぬっていた味噌とその赤い味噌とを交こう互ごに使い分けておにぎりへと塗っていく。

　さらにテーブルの上へと並べられた小さめの小こ瓶びん。

　蓮弥がせっせと二種類の味噌おにぎりを焼いている間に、それに興味を引かれたキースが一つ手にとって振ふってみる。

　中からはちゃぽちゃぽと液体の入っている音がした。

「なんですかこれ？」

「酒だよ。俺おれが作った」

　答えながら蓮弥は焼きあがったおにぎりをまた積み上げていく。

　塗った時にははっきりそれと分かるくらいの色の違ちがいがあった二種類のおにぎり達であったが、焼いてしまうと焦こげ目もついてよくよく見ないと分からないくらいの差異しか無くなってしまう。

　焼きたてこそ命とばかりに兵士達がこぞってそれを奪うばい合い、口へと運ぶ。

　そして唐とう突とつにその中の一部が、悶もだえ苦しみ始めた。

　顔を真っ赤にし、涙なみだを流すその様子にただならぬものを感じたキース。

「教官殿どの!?　まさかこれは……」

「毒じゃないぞ。食い物に毒を混ぜるなんてもったいないことができるか」

「では？」

「からし味噌を塗った。具体的には市場で買った辛から子しと味噌をよく練って寝ねかせたものだな。とても辛いがちゃんと美味い。……今回は辛味の強いのを塗ってみた」

　辛子はやや高価ではあったが、普通に市場で手に入るものだった。

　これを蓮弥は別段、ジョークアイテムとして作るつもりでは無く、味噌のバリエーションの一つとして試験的に作ってみたのであるが、あまりに大量におにぎりを食べまくる兵士達の抑よく制せい力りよくとして今回用いてみたのだ。

　効果は覿てき面めん、と言うよりも少々辛過ぎたらしく、汗をだらだらと流しながら水や酒を求めて一部の兵士が悲鳴を上げる。

　シオンもしっかりこの辛子味噌焼きおにぎりに当たったらしく、こちらは兵士達のように悶えることは無かったが、やはり涙目で顔を赤くし、運悪くちょうど切らしてしまっていたエール酒の代わりのものを求めて蓮弥がテーブルの上においた小瓶を鷲わしづかみにする。

　そして蓮弥が止める間もなく蓋ふたを外すと、中の液体を一気に喉へと流し込んだ。

「!?　……ぶはーっ!?」

　手にした小瓶を放ほうり投げ、シオンが大きく息を吐く。

　その思いっきり吐き出したシオンの息から強い酒精の匂においがした。

　やっちゃった、と言う感じの蓮弥の前でエミルが今しがたシオンが飲み干した小瓶を手に取り、くんくんと中に少量残っている液体の匂いをかぐ。

「これ、蒸留酒じゃないかねぇ？」

「蒸留酒ですか？」

　聞きなれない単語に問い返すキース。

「酒から酒精だけを集めて濃こくする技術で造った酒のことだねぇ。私の手持ちの器材を使ったんだろうけど……この匂いからして、この濃のう度どだと、普通に火が点つくんじゃないかねぇこれ？」

「あぁ、燃えるぞこれ。ちょっとだけ試ためしてみたけど、酒に弱い奴やつなら一発で意識が飛ぶな」

「え、そんな強いお酒を飲ませてしまったのですか……？」

　蓮弥とエミルの会話を聞いていたローナが青あお褪ざめる。

　何かまずかっただろうかと思う蓮弥の目の前で、のどを押おさえて俯うつむいていたシオンが、いきなり顔を上げた。

　その目はしっかりと据すわっている。

　その目を見ただけで、蓮弥は即座に悟った。

　これは飲ませてはいけない者の目であると。

「トライデン公国、第一公女。シオン＝ファム＝ファタール！」

　びしっと直立不動の姿勢で立ち上がったシオンは、高らかに名乗りを上げつつ右手を挙げた。

　その声と行動に兵士達の視線が集まる。

　自分に視線が集中していることを確かく認にんしてから、シオンは着ている服の襟えり首くびを左手で掴んだ。

「脱ぬぎますっ！」

「脱いだらだめですーっ!!」

　シオンの唐突な宣言に、兵士達が沸わき立つ。

　無責任に煽あおるような声や口笛の中、慌てて止めに入るローナ。

　服の襟首を掴んでいる手で、今にも服自体を引きちぎらんばかりのシオンを必死に押さえようとする。

「場所を考えてくださいシオン！　人目だらけなんですよここっ！」

「うるさいっ！　はーなーせー！　脱ぐって言ったら脱ぐんだーっ！」

　暴れるシオンにローナが必死にしがみつく。

　腕わん力りよくだけならばおそらく現状ではシオンの方が優位に立っているはずだったが、酔よっ払ぱらっているせいなのか思うように力が入らずに、それがローナとの間に力の均きん衡こうを生んでいる。

「ダメですっ！　いけませんっ！　大公陛下やメイリア様に知られたら、何を言われるかわかりませんてばーっ！」

「ん？　んん？　じゃあローナが脱げーっ！」

「え!?　ちょ!?　ダメです、ダメですってばっ!?」

　矛ほこ先さきを変えて、今度はローナの服を剥はぎ取とりにかかるシオン。

　シオンを押さえ込むために密着していたローナは、急に矛先を変えられて逃げる間もなく捕つかまる。

　捕まってしまえば後は力比べになるのだが、シオンの服に比べてローナの僧そう服ふくは強度が低い。

　その強度が低い服がシオンとローナの力比べで引っ張りあいにでもなれば、あっさりと破れてしまう可能性が高かった。

　破れても構わないと思っているシオンと、破られては困るローナとでは当然、シオンの方が有利に事が進む。

　それでなくとも暴れるだけで身体からだのあっちこっちが誘さそうように揺れるローナである。

　そのローナが半泣き状態でシオンに剥かれていく光景は、兵士達の視線を釘くぎ付づけにするのには十分すぎた。

　誰だれかが唾つばを飲み込む音がやけにはっきりと聞こえ始めた辺りで、そろそろ止め時だろうかと腰こしを上げる蓮弥。

　だがその行動は、次のシオンの行動によって途と中ちゆうで止まった。

「んー……しぶとい」

「ダメです……本当に……勘かん弁べんしてくださいシオン……」

　息も絶え絶えになっているローナ。

　そのローナの必死の抵てい抗こうに業ごうを煮やしたシオンは、テーブルの上から小瓶を掴み取るとその蓋を開け。

「脱がないなら、飲めーっ!!」

「もがっ!?」

　逃げようとするローナを背後から抱だきすくめたシオンは、蓋を開けた小瓶をローナの口に突っ込んだのである。

　ローナの白い喉が、ほぼ無む理り矢や理り小こ瓶びんの中身を飲まされて上下するのを見た時。

　蓮弥はここで逃げないとヤバイことになると思った。

　事の成り行きを見守っている兵士達を置いて逃げようとした蓮弥の腰に、逃がさないとばかりにエミルがしがみついてくる。

「離せ、エミル！」

「だーめ。とことん最後まで付き合わないとねぇ」

「馬ば鹿か！　そんなことを言ってる場合では……離せとは言わないから逃げるんだエミル！」

　しがみついたエミルをそのままに、引きずってでも逃げようとする蓮弥。

　その背後で、ローナの口に突っ込まれていた小瓶が外れて床ゆかに当たって割れる音が響いた。

「「ふふっ……ウフフフフッフフフフフフフフフフフフ……」」

　ハモる笑い声。

　ゆらゆらと風に吹ふかれた草木のように身体を揺らしつつ、傲ごう然ぜんと立つ二人の少女が醸かもし出す雰ふん囲い気きに、その場に居合わせた全員が呑のまれた。

「楽しいことは、皆みなで……」

「そうですね……皆さんで楽しまなくては……」

「ここから先は……」

「「無礼講だ（です）!!」」

「死にたくない奴は逃げろっ！　後ろを振り向くなっ！　全員撤てつ収しゆう!!」

　まだ腰にしがみついているエミルを蹴り飛ばし、雰囲気に呑まれたまま動けずにいる兵士達へ声を上げた蓮弥。

　遅おそまきながら逃げ出そうとする兵士達。

　まるでスローモーションのように見える空間を、どういう理り屈くつなのかシオンとローナが目を据わらせ、ただ唇くちびるを笑みの形にゆがめて走り抜ぬけた。

　この後のことは、軍施設関連の記録には残っていない。

　蓮弥もはっきりとは覚えていない。

　ただ、悲鳴を上げつつぶん投げられた兵士や、無理矢理口に酒さか瓶びんを突っ込まれて白目になるキースの姿。

　崩くずれるおにぎりの山と馬ば鹿か笑わらいするエミルの顔。

　その胸と腕力でもって次から次へと兵士達を窒ちつ息そくさせていくローナ。

　そそくさと物もの陰かげへと潜もぐり込むフラウ。

　そんなものを断だん片ぺん的てきに覚えているだけであった。

「レンヤぁ……レンヤってばぁ……もう少しやぁさしくしてくれたりぃ……あたまなでてくれたりぃ……ベ、ベッドでね……そのね……」

「そこで顔を赤らめるなっ！　離はなせシオン！　早まるなっ！　と言うか酒くさっ!?」

「じゃあねぇ……ちゅーしよ、レンヤぁ……しようってばぁ！」

「止やめろ酔っ払い！　んーとか言いつつ顔を近づけるなっ！　くそ、こいつ……訓練で腕力上げさせたのが不ま味ずかったか！」

「んふふふ……レンヤぁ……んちゅー」

「馬鹿っ!?　こら、おい!?　……んぅ!?　……ん……」

　何も覚えていない。




　後日、会場が晒さらした惨さん状じようにメイリアに呼び出されて説明を求められた蓮弥はその一言を貫つらぬき通して黙もく秘ひするのであった。

「実際、一線を越こえたかだけでも教えてくれません？」

「そこは死守した。危なかったがな」

　異世界において、初めてぎりぎりまでの身の危険と言うものを感じた蓮弥だった。







幕間その１　それはどこかのことらしい







「トライデン公国を魔ま族ぞくに与くみするものとして、各国連合軍によるトライデン公国の占せん領りようを提案します」

　巨きよ人じんに破は壊かいされてしまった謁えつ見けんの広間は使い物にならず、無事であった別の部屋に急遽こしらえられた謁見の広間。

　そこに響ひびいた勇者の声は、その声の大きさと内容でもって居並ぶ貴族達はもちろん、聖王国を束ねる王すらも凍こおりつかせた。

　一体何を言い出すのだと言わんばかりの表情で、思わず詰つめ寄りかけた貴族のうちの何人かを視線だけで黙だまらせて、勇ゆう輝きは謁見の広間の中央から玉座に座すわる王を睨にらみ付つけた。

「人族の大陸にある各国に王より働きかけを。そして勇者たる僕ぼくに聖王国の兵士５万を借り受けたい」

　５万は大軍である。

　聖王国が保有している兵士の総数の、およそ四分の一に及ぶ数だ。

　おいそれとは動かせない数であるが、勇者はなんでもないことのようにそれだけの数を要求した。

「ま、待たれよ、勇者殿」

　勇者の言葉の内容になのか、それとも睨みつけられたことから来る恐きよう怖ふからなのか、身体を震ふるわせつつ聖王国の王は勇者の言葉を止めようとする。

　だが勇輝はそんな王の行動も思おも惑わくも無視して、言い放った。

「王よ、神より勇者の資格を与えられた、僕の言葉に疑いを持ちますか？」

　持つ、と言ってしまえばそれはそのまま神への叛はん逆ぎやくの意志があると教会関係者から認にん定ていされてもおかしくない。

　それは一国の主であっても、即そく破は滅めつへの道に続いてしまう。

　だからこそ王は勇者の言葉を即座に否定した。

「そんなことはない、だが勇者よ。トライデン公国は長きに渡わたり、人族の大陸において魔族の侵しん攻こうを止める盾たてとしての役目を果たしてきた国。魔族との戦いに常に功を挙げて来た国だ。それが魔族に与する等などと……」

「それを疑うと言うのではないのですか？」

　にべもなく言う勇者の言葉に、王は返す言葉がない。

　だが、ここで引いてしまえば聖王国は周辺諸国を率いて、トライデン公国に宣戦布告する以外の道が無くなってしまう。

　魔王の脅きよう威いが確定していないとは言え、この時期に人族同士で戦争をしている場合ではないことは明らかであり、王としては引くことができない。

　重ねて言葉を発しようとした王の目の前で、勇輝がゆっくりと腰につるしていた聖せい剣けんに手をかけ、それを引き抜いた。

　王の御ご前ぜんで剣を抜く。

　それは紛まぎれも無く不敬な行動であり、その場に詰めている衛兵達にその場で取り押さえられてしかるべき行動だ。

　だが、誰も動こうとはしない。

　そこには二つの意図が存在していた。

　一つは既すでに勇者の言葉を肯こう定ていしてしまっている者達。

　最初から勇者に根回しされていた者もいれば、今この場において勇者の権けん威いに背そむくと言う行動が起こせない者達もいる。

　もう一つは、動いたとしても勇者の行動を止めることなどできないのだと理解している者達。

　魔王と呼ばれる想像を絶する力を備えた存在に対たい抗こうする為ために呼ばれる勇者の力は、人族の持つ力を遥はるかに凌駕している。

　その勇者相手に事を構えることなど、無む駄だ以外の何物でもない、と思っている者達だ。

「ここで僕に逆らって、僕に殺されるのがいいのか。それとも勇者の名の下に、魔族に与する者達を討うつのがいいのか。答えてもらいましょうか、王よ」

　抜いた剣の切っ先をつきつけて、王に選択を迫せまる勇者。

　王は部屋の左右を見回すが、誰だれ一人ひとりとして王を救おうとする者はいない。

　仮にいたとしても、おそらくは勇者によって一刀のもとに切り捨てられてしまうことだろう。

　そのことを嫌と言うほど理解させられてしまった王は、やがて青褪め汗あせばんだ顔で頷うなずいて見せた。

「わ、わかった……勇者の名の下に、人族に害をなすトライデン公国を討とう」

　もしかすれば、古きより続く聖王国の歴史は、自分の代で終わりを告げるのかもしれない。

　そんな想おもいを抱きつつ、それでも命は惜おしかったのか王はがっくりとうな垂れる。

　うな垂れたまま顔を上げようともしない王を見つつ、勇者は酷ひどく満足そうな笑えみを浮かべた。







「ねぇ、あれあのままにしておいていいの？」

　尋たずねたのは若い男だ。

　紫むらさき色いろの髪かみを膝ひざの裏辺りまで長く伸のばし、身につけているのはすとんとした純白の貫かん頭とう衣い。

　少し尖とがった耳に、細く整った顔立ち。

　髪の毛と同じく紫色の瞳ひとみはどこかいたずら好きそうな光を宿している。

　青年だと言われればそんな気もするが、少年だと言われても納なつ得とくできそうな雰囲気。

「……あまりよくはありませんが……」

　答えたのは緑色の長い髪を自然に流し、純白の貫頭衣を身に纏まとった一人の女性。

　胸の前で腕うで組ぐみをし、難しい顔をして目の前の何も無い空間に映し出されている映像を見ている。

　そこに映し出されているのは聖王国謁見の間での一幕だ。

　勇者が剣を抜き、王を脅きよう迫はくし始めた辺りから、女性の眉み間けんのしわの深さがだんだんと深くなっていっている。

「今回、人族はババを引いたな」

　緑色の髪の毛の女性とは対照的に、にやにやと笑みを浮かべているのは短めの金きん髪ぱつをオールバックにし、やはりこちらも純白の貫頭衣を身に纏った細身の男性だ。

　その耳は短たん剣けんの刃やいばのように長く尖っている。

「うるさいですよ。こちらに構っている暇ひまがあるなら、さっさと勇者の選定を終わらせたらいいじゃないですか」

「そうは言うが、今回はこちらはそちらと違って中々粒つぶぞろいでな。選ぶのも難しい」

「……なんか大災害とか起きて半数くらい滅ほろべ……」

　彼かれらくらいになると、吐はいた呪のろいの言葉がそのまま呪じゆ詛そになる。

　発生した呪詛は、そのまま言葉を向けられた金髪の男性へと襲おそい掛かかった。

　しかし金髪の男性は、緑の髪の女性が吐いたその呪詛を、ハエでも追い払はらうかのように片手でぺしっと叩たたいて消し飛ばしてしまう。

　それを見ていた緑色の髪の女性がちっと小さく舌打ちをした。

「しかし本当にあのまま進ませていいのか、人族の？　下手をすればそれこそ魔族が動く前に勝手に滅ぶんじゃないのか？」

「その心配はあります……」

「だったら」

「ですが……あのトライデンの冒険者。おそらくは主様の差し金ですよね？」

　緑の髪の女性の一言で、その場の雰囲気が固まる。

　金髪の男性は顔を強こわ張ばらせ、紫の髪の男性はにやにや笑いを顔から消して不ふ機き嫌げんそうな表情になる。

「その可能性は高いねぇ」

「あれだけの戦力を持っているんだ。ただの人族では無いだろうな」

「つまり、私達のゲームに主様が干かん渉しようしてきた、と言うことですよね」

「事実だとすれば……面めん倒どうなことだな」

　金髪の男性がそう言うが、緑の髪の女性はひとつ頷いてから言葉を続ける。

「あの世界の人族達は勇者、と言う存在に非常に重きを置いています。そしてその勇者が、主様の息がかかっているであろうあの男がいる国を敵視した。これは博ばく打ちではあるのですが、主様からの干渉をここで断たち切る手段にもなるはずなんです」

「つまりどういうことなのかな？」

　紫の髪の男性に問われて、緑の髪の女性は答える。

「主様の干渉ごと、勇者の力と人族の軍を以もつてトライデン公国を地図上から消す」

　実現すれば万単位で人命が失われるだろう事を、何の気負いもなく彼かの女じよは口にした。

「乱暴すぎる。失敗したらポイントの取り返しは利かないぞ？」

　呆あきれる金髪の男性に、緑色の髪の女性は挑いどみかかるように言った。

「だから博打なんですよ。それに失敗しても、今度は魔族の侵攻を勇者すら退けた主様の息のかかったアレがなんとかするようになるでしょう」

「なるほどね。アレが人族の大陸に住み続けている限りは、そうならざるをえないか」

「えぇ。そして逆に勇者が勝てば、今度は全戦力を対魔族戦に向けることが可能になるはずです」

　つまりは博打に勝てれば大もうけ、負けた所で大敗はしない、と言いたいらしい。

「それにちょっと今回の勇者はハズレの度合いが酷すぎる気もするんです」

　溜ため息いきをつきつつ緑の髪の女性はそう白状した。

　やっぱりそう思っていたのかと、二人の男性は頷きあう。

「ですから、負けても再び教会のそこそこ偉えらいのに夢を見せて、再度の勇者召しよう喚かんを行わせることも多分可能です」

　緑の髪の女性の計算では、聖王国対トライデン公国の大戦が勃ぼつ発ぱつし、双そう方ほうがかなり疲ひ弊へいした状態で戦が終わったとしても、再度の勇者召喚を行うくらいの余よ裕ゆうは残されているはずであった。

　必要なのは術者と術に使用される魔ま力りよく。

　それと少々のリソースの消費だけで済むのだ。

「今回、勇者と神の名の下に征せい伐ばつ戦せんを行うのにか？」

　勇者が負ければ、その名前の権威と勇者を選定した女め神がみの威い信しんは地に落ちることだろう。

　ただいたずらに混乱を招くような者を勇者に仕立て上げた女神の神しん託たくに耳を貸すものなど、その時点で果たして存在しているのだろうかと疑問に思う金髪の男性。

　その男性に、彼女は厳おごそかな口調で。

「あの勇者は、心無き者の毒に冒おかされ既に正気を失っており、私の声すら届かず妄もう執しゆうに衝つき動うごかされるがままにその名を騙かたったのです」

「なるほど、それっぽいな」

　感心したように言う金髪の男性。

　それを聞いた緑色の髪の女性は気を悪くしたように言った。

「それっぽいんじゃなくて、それそのものなんですが」

「そんなあくどい事を考える存在が、弱き者を救い、正義を愛し勇者を導く女神様だと？　悪い冗じよう談だん過ぎて人族達たちに同情を禁じえないな」

「まったくだねぇ。魔王よりずっと魔王っぽいんじゃない？」

　いひひ、と笑い声を上げる紫色の髪の男性。

「誰が魔王ですか。私はれっきとした女神様です。……それでですね魔族の神よ。できればことが終わるまでは、ちょっと手加減してほしいかなーって……」

「いいよぉ。決着がつくまではそっちへの侵攻の手を緩ゆるめればいいんだね？　今攻せめ込めばあっさりゲームから弾はじき出せそうなんだけど、それじゃツマラナイもんねぇ」

「駒こまの選せん択たくもゲームのうちだと思うんだが、まぁ仕方ない。そうすると我らエルフの国や、混成種族、龍りゆう人じん族への侵攻が激しくなるのか？」

「それなんだけどねぇ」

　紫色の髪の男性は、笑え顔がおから一転して少し困ったような表情になる。

「ちょっとこちらも色々あってねぇ。今戦力を補ほ充じゆうしてる所なんだよね。だからしばらくは様子見かなぁ」

「おや、何があったのかね？」

　尋ねる金髪の男性に、むっとした表情を浮うかべる紫色の髪の男性。

「言うわけないだろぉ？」

「それもそうか。内情を知ればゲームはつまらなくなるな」

　あっさりと引いて見せた金髪の男性は、それで話はお終しまいだとばかりに二人に背中を向けた。

「それでは勇者の選定作業に戻もどるとするよ。二人ともさっさと問題を解決してゲームを進めてくれたまえ」

「余計なお世話です」

「言われずとも、すぐ再開してみせるさぁ」

　二人の返事を聞いてから、ぱたぱたと手を振って金髪の男性は姿を消した。

　おそらくは自分の空間に戻って、宣言した通りに無数にいるエルフの中から、勇者にしたら面おも白しろそうな人物の選定を開始するつもりなのだろう。

　この場合、才能や経歴などは二の次である。

　ただただ、面白さだけが優先されるのだ。

　第一、管理者が選定をする以上、才能等後付けでどうとでもなるのだから。

「じゃあ僕も戻ろうかな。色々としなくちゃいけないことがあるからね」

「お気をつけて。約束は守ってくださいね」

「分かってるよぉ。キミも終わったら早さつ急きゆうに連れん絡らくしてね。時間稼かせぎとかしちゃだめだからね？」

「しませんよ！」

　しっしと手を振る緑色の髪の女性に、紫色の髪の男性は笑いながら手を振り、その姿がかき消すように消えた。

　しばらく男性の消えた空間を睨みつけていた女神は、やがて大きく息を吐くといまだ映像を流し続けている空間に視線を戻して呟いた。

「後々を考えると……多少無理でもこの馬鹿に勝たせた方が何かとやりやすいのですが……」

　ただ、体ていよく勇者を操作する為には、おそらく主様の息がかかっているアレが仕し掛かけた毒物を勇者の身体から抜いてやらなくてはならないだろうと女神は苦々しい思いで考える。

　そうしなくては、アレごとトライデン公国を消しよう滅めつさせ、多少機き嫌げんが直ったとしてもすぐにまたふて腐くされて引きこもられてしまう可能性が高い。

「私が直接施し術じゆつすれば、抜くことはできると思うんですが……あんまり近寄りたくないんですよねぇあの勇者」

　女神である自分相手に謝礼に一発などとのたまった事は、女神の記き憶おくに深々と刻まれていた。

　それだけに、中ちゆう途と半はん端ぱに機能だけは残し行こう為いに至れないようにする効果の毒と言うのが女神は気に入らない。

　しっかり機能ごと壊こわしてくれていれば、もしかして勇者も諦あきらめたのかもしれない。

　だがしかし、機能だけはきっちり残っている現状で、もし自分が直接勇者のもとに赴おもむいて施術をした場合、毒が抜けた途と端たんに溜たまりに溜まりきった代しろ物ものをまた自分に向けてくるかもしれない。

　前回はまだ霊れい魂こんの状態であった為に、思わず攻こう撃げきしても大したことにはならなかったが、今回は勇者はしっかりと受肉している状態なので、女神の一撃を喰くらえばあっさりと死ぬ。

　自分の陣じん営えいの駒を自分でダメにしてしまったのでは笑い話にもならない。

　だからこそ女神は、なんとか自分が勇者の近くにいかなくてもいいような解げ毒どく方法を見つける必要があった。

「聖人か聖女になれそうな神官を見みつ繕くろって……ぶっ壊れるの前提で私が力を注げば……ぎりぎりでなんとか……」

　ぶつぶつととんでもない事を自然な感じで呟つぶやく人族の女神。

　だがその姿と言動は、もしその傍はたで見るものがあれば、到とう底てい女神の姿だとは思えないはずであった。







第三章　宣戦布告されたらしい







　聖王国がトライデン公国を魔族に与するものとして、宣戦布告を行った。

　この一報は速すみやかに人族の大陸中を駆け巡めぐった。

　聖王国側は一方的に宣戦をすると、周囲の諸国に共に手を携たずさえてトライデン公国を討つべく檄げきを飛ばし、これに呼応した各国の軍がぞくぞくと聖王国とトライデン公国の国境線へと集結していった。

　総司令官は勇者ユウキ。

　勇者と神の名の下に参戦を求められれば、断れる国は少ない。

　いくつかの国は勇者の名を出されても、自分達はあくまでも魔族だとはっきり分かっているものとしか戦わず、同どう胞ほうと交える剣は無いと聖王国からの要よう請せいをつっぱねたが、大半の国はこれに従った。

　人族の大陸に存在する国家の数は全部で19ヶ国あるのだが、このうち聖王国とトライデン公国を抜いた17の国の内、15の国が聖王国側に参戦。

　聖王国からの５万の兵に、各国連合軍５万を合わせて総勢10万の軍勢が対トライデン公国戦に投入されることになった。

　これに対してトライデン公国側は、一方的な聖王国からの宣戦に対し使者を送って抗こう議ぎしたのだが、聖王国側はトライデン公国からの使者を拘こう束そく。

　そのまま処しよ刑けいしてしまうと言う行動に出る。

　この行動については勇者ユウキの言葉が重きをおいたとの噂うわさが流れたが、真しん偽ぎの程ほどを知る術すべはない。

　これにより、トライデン公国側も話し合いの余地が、既に自分達には残されていないことを理解し、国軍を召しよう集しゆう。

　首都であるトライデンにて３万の軍勢を以もつて防衛に当たることとなった。

「なぁ？　なんでいきなり首都防衛戦の話になってるんだ？」

　緊きん急きゆうの話がある。

　そうメイリアから伝えられて蓮れん弥やが呼ばれたのは、軍ぐん施し設せつにあるメイリアの執しつ務む室しつだ。

　他ほかにはシオンとローナが呼ばれており、同席者については蓮弥の判断に任せるとの注ちゆう釈しやくがついていたので、ついでだからとエミルとクロワールも連れてきている。

　フラウは、一いつ緒しよにいくかと蓮弥は誘ってはみたのだが、興味が無いとあっさり断られた。

　妖よう精せいであるフラウにとっては、基本的に軍施設内部に関しては特に興味を引かれるものがないらしい。

「マスターが留守の間に貸して欲ほしいものがあるの」

　出かける準備をしていた蓮弥に、フラウが珍めずらしくお願いをしてきた。

　なんだろうかと首を傾かしげた蓮弥。

「いつも世話になってるから、大たい概がいのものは用意するが……なんだ？」

「リアリスさんを放り込んでたあの鎧よろいが欲しいの」

　すっかり忘れかけていた蓮弥であるが、リアリスを入れてワイバーン等を討とう伐ばつさせたあの鎧は、そのままインベントリに放り込んだままになっていた。

　基き礎そは鋼で、ほんのちょっとだけミスリルを使っているそれを、インベントリから取り出すと、重い音を立てて家の床の上に横たわった形で鎧が現れる。

　リアリスを中に入れてからこちら、ほぼ忘れ去られていた代物であるので掃そう除じ等などは全くしていない。

　乾かわいた血がこびりついたままになっているそれを見て、蓮弥が顔をしかめた。

「これ……酷いな」

「いいの。このまま欲しいの」

「欲しいならやるが……何に使うつもりだ？」

「内ない緒しよなの。掃除はフラウがしておくの。マスターはお呼ばれに急ぐの」

　笑顔で見送られて、他のメンバーと急いでやってきた軍施設であるが、名前を言って通された場所がメイリアの執務室であり、円えん卓たくに座らされるやいなやそこで唐とう突とつに説明されたのが冒ぼう頭とうの状じよう況きよう説明だ。

　続く言葉はメイリアの説明が終わり、一応手を挙げて発言許可を求めてから蓮弥が尋ねたものである。

「聖王国とトライデン公国の国境線からこちらには、防衛戦を行えるような都市がないのです。いくつか砦とりでは存在しますが、とても10万の兵と渡り合うだけの兵力を駐ちゆう留りゆうさせられるような規模がありません」

　救いなのは、軍を率いている勇者の軍人としての経験が浅いせいなのか軍の集結速度がそれほど早くなく、トライデン公国側は国境付近から首都までの都市や村の民たみを避ひ難なんさせる時間が取れたと言うことだ。

　それらの国民は首都よりも西側、つまりはククリカのような街に避難するべく、既に移動を開始している。

　その避ひ難なん民みんの護衛に国軍の兵士が割さかれてしまっているのに加えて、瘴しよう気きの森側の防衛に当たらせている兵士達も、その任務を解除することができない。

　首都トライデンに駐留する兵士３万は、現状首都防衛に回せるぎりぎりの数なのだとメイリアが言う。

「まぁ、仮に全軍をもって首都防衛に当たれたとしても、トライデン公国の国軍の総数がなんとか10万に届くか届かないかといった程度なんですけどね」

　数の上ならば同数と言うことになるが、相手側には勇者がいる。

　たった一人だけのその存在が、戦力の差を考えた時に絶望的な優位性となって現れてくる。

「過去の記録を見るに、勇者一人で最低でも兵士１万人分、上を見たらキリがない戦せん闘とう能力を持っているはずなんです。しかも戦力の集中効果とでも言うのでしょうか……それだけの力を一人の存在が保持していると言うことが、さらに戦力差に拍はく車しやをかけます」

「それが分かっていて、首都防衛を数に劣おとる軍でやろうと言うのか？」

「他に……他に手がありません」

　円卓の上においた手を握にぎり締しめ、視線を下げてメイリアが言う。

　その言葉に含ふくまれている感情は、おそらくは悔くやしさではないかと蓮弥は感じ取る。

　最良の手段ではないと分かっていると言うのに、その手段以外を取ることができない現状。

　メイリアにも分かってはいるのだ。

　本来ならばもっと多くの兵を首都に集めて、防衛に徹てつしなくてはならないと言うことくらいは。

　ただそれを行う為には、今国境線付近から避難を開始している民につけている護衛達を引き上げさせ、さらに瘴気の森側につけている兵士達をも引き上げさせる必要がある。

　瘴気の森側は、何も起こらないかもしれない。

　だが、もし戦争中に何か起こってしまえば魔ま物もの、或あるいは魔族による被ひ害がいは膨ぼう大だいなものになることだろう。

　さらに避ひ難なん民みん達たちにつけている護衛がいなくなれば、それは野盗等の格好の餌え食じきとなる。

　トライデン公国内はそれなりの治安が保たれてはいるが、完全にそういった者達を排はい除じよできているわけでもなかった。

　つまり、首都の防衛を完全にしようとすれば、相当数の国民を見捨てることになる。

　だからと言ってそれらの国民を見捨てない為に、首都が攻め滅ぼされたのでは意味が無い。

　あちらを立てればこちらが立たずと言った状況の中で、大公が下した決定が首都における３万の兵士での防衛戦だったのだ。

「聖王国直下の本隊の数はおよそ５万程度。残りは諸国から参加した軍で総数10万。数はかなりのものですが、所しよ詮せん寄せ集めですから連係に難があるでしょう。それと首都トライデンは周囲を完全に壁かべで囲んだ城じよう塞さい都市でもあります。古来より城を攻める場合は守備側の３倍以上の兵が必要となると言われていますから、ぎりぎりなんとかできるのではないかと母様は判断したものと思われます」

「勇者の存在一つで、瓦が解かいする考えだと思うんだが……」

「えぇ……ですから完全に包囲される前にどれだけ相手側の兵力を減らせるか、も重要ですね」

　ただで自国の内部を進ませるような事はしません、とメイリアが言った。

　大兵力は駐留できないものの、それなりの規模の砦はいくつか予想される連合軍の侵攻ルートに存在しており、少数の兵士が罠わなを張っているらしい。

「死兵か……」

「……」

　返答は無かったが、メイリアは蓮弥と視線を合わせようとはしなかった。

　その行為こそが答えである、とも言えた。
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「それで。そんな国家の一大事の話を一いつ介かいの冒ぼう険けん者しやにして、何をして欲しいと言うんだ？」

　事情は分かっても、蓮弥が出るような話ではない。

　そもそも、冒険者にするような話でもない。

　蓮弥のような冒険者からしてみれば、国家の支配者が大公であろうが国王であろうが、あまり関係の無い話だからだ。

　その国が嫌いやになれば、別の国に移住してしまえばいい。

　冒険者ギルドのある国であれば、身元の保証はすぐできるし、犯罪歴さえなければ入国を拒きよ否ひされることもない。

「まず一つは、シオン姉様とローナを引き取らせて下さい。本人の意思は確かく認にん済みです」

「すまないレンヤ。私等がいてもたいした助けにはならないと思うんだが、やはり妹が困っているのを見て見ぬふりはできない」

　立派なことを口にしているように聞こえるのだが、一応自分と言うものを理解はしているのだなと思う蓮弥。

　ただ、本人はあまり役に立てないと思っているようなのだが、兵士の一人としてでならばかなり戦力になるのではないかとも蓮弥は思っている。

「私も、一応は貴族の末席に連なるものですので……」

　ローナが申し訳無さそうに言う。

「本人の意思の確認が取れているのならば、俺おれの方はどうでもいいんじゃないか？」

「パーティリーダーとして、その言葉はどうかと思いますが」

「あぁ、そう言えばそうだっけ。じゃあ、問題ない。これでいいか？」

　すっかり忘れていた蓮弥であるが、シオンとローナの身み柄がらは蓮弥のパーティに所属していることになっており、メイリアはリーダーの許可を取るという筋を通さなくてはと思ったわけだ。

　比ひ較かく的てきどうでもいいと思う蓮弥なのだが、その辺は大事と言えば大事なのだろうと思う。

「俺への用事はそれでお終いか？」

「いえ、まだあります。クロワールさんのことです」

「エルフの国に帰れ、と言うのであれば、お断りします」

　メイリアがどんな用事なのかを言う前に、澄すました顔でクロワールが先手を取った。

　どうやらメイリアはそれをクロワールに伝えたかったらしく、渋しぶい顔でクロワールを見ている。

「皇こう帝てい陛下の血筋にある貴女あなたを、危険な目に遭あわせるわけにはいかないのですが」

「そこは私が、判断します。お構いなく」

「ですが……」

　尚なお言い募つのろうとするメイリアに、何かをはたと思いついたようにクロワールが言った。

「あ、レンヤさんくれるならエルフの国に帰ってもいいです」

　にっこり笑って言ってのけたクロワールの言葉に、何な故ぜかシオンの顔が強張る。

　その変化に内心冷や汗などかきつつ、メイリアは言葉を選ぶように途と切ぎれ途切れに答えた。

「えーと……レンヤさんは私の物ではないので、差し上げるわけには……でもお願いしたらクロワールさんと一緒にエルフの国に行ってくれます？」

　言い終わると同時に、シオンとローナからの刺さす様な視線がメイリアを貫つらぬき、それに威い圧あつされたように身を縮ませるメイリア。

　そんな様子を見ながら、蓮弥は即そく答とうした。

「お断りする」

「むぅ……その返答速度がちょっと、哀かなしいです。やはり皇帝陛下が問題、ですか」

「うん」

　さらに即答されて、クロワールは頭の中でだけであったが、割と本気であの皇帝陛下の排除方法を模も索さくし始める。

　なんとかしたい存在なのではあるが、なんとかするには位が高すぎる。

　しかし、存在するだけで蓮弥に拒否されてもクロワール自身が何故か納得してしまうだけに、このままにしておくわけにもいかない。

　ぶつぶつと小声で呟きつつ考えに没ぼつ頭とうし始めたクロワールを放置して、蓮弥はメイリアに尋ねる。

「用件は以上か？」

「いえ、まだあります。レンヤさんはお願いした兵士の訓練の最中に、かなり良く効く薬を使われたと聞き及およんでおりますが、その薬の在庫はまだありますか？」

　急に話題が違ちがう方向へ行った様な気がして、蓮弥はエミルを見る。

　蓮弥の視線を感じて、自分に返答してほしいのだなと察したエミルは、少し考えてから答えた。

「そんなに大量には無いねぇ。材料があればそこそこ作れるけど……訓練でかなり消費したからねぇ」

「材料は手配します。数をそろえてほしいんです」

「軍事物資としてか？　しかしなぜまたそんな急に？　軍で保有している分があるだろう？」

　浮かんでくる疑問をそのまま口にする蓮弥に、メイリアはなんと答えたものか考え、視線をローナへ向ける。

「正直にお話しした方が、協力を得られやすいと思います」

「ローナ？」

　メイリアから視線をローナへと移す。

　ローナはメイリアに発言の許可を求めた後、蓮弥の方を向いて話し出した。

「実は、聖王国がトライデン公国に宣戦してからこちら、法術の効き目が落ちているのです」

「これは大問題になります。確認はしていないのですが、おそらくは首都でも同じことが起きているのではないかと」

　ローナの後に続いてメイリアが言った。

　治ち癒ゆの法術の使い手は、数が少ないがどこの軍にも数人以上は在ざい籍せきしているのが普ふ通つうだとメイリアが言う。

　その法術がトライデン公国においては今までよりも効き目が弱くなっているらしいのだ。

「原因は、おそらく神の加護を持っている勇者が敵に回ったせいです」

　なるほど、と蓮弥は思う。

　魔ま術じゆつと違い、高位の存在の力を借りて行使する法術は、神から力を借り受けられなくなれば使えなくなるのが道理の術であった。

　そしてその力を借りてくるべき神は、勇者の側にあり、現状トライデン公国はその敵にあたる。

　敵に力を貸してくれと言われて、貸すバカはいないと言うことのようだった。

「ただでさえこちらの兵士の数が少ない上に、治癒がまともに行えなければ戦いになりません」

「そこで私に薬を大量に作ってほしい、と言うわけなんだねぇ」

「お願いできないでしょうか？　無論、材料は全すべて提供致いたします」

　頭を下げて頼たのみ込むメイリアを見ようともせず、エミルは蓮弥の方ばかりを見ている。

　エミルの正体を知る者からすれば、現状はエミルにとってどうでもいいことばかりだ。

　一人だけ安全な場所から、こいつらバカなんじゃないかーと大笑いしつつ傍ぼう観かんしていてもエミルからしてみればなんら問題が無い。

「エミル、俺からも頼む」

　蓮弥はそう思いつつも、エミルに声をかけて頭を下げた。

　おそらくこの一言が欲しいんだろうな、と思いつつ。

「俺に一つ借りさせてくれ」

「うーん、そうだねぇ。貸す程のことじゃないけど、リーダーが頼むなら仕方ないねぇ」

　どこかもったいぶった言い方ではあるが、蓮弥が頭を下げるとすぐにエミルはメイリアの依頼を了りよう承しようした。

「材料は紙に書いて渡わたすから、レンヤの家に運んでくれるかねぇ？」

「わかりました。それとレンヤさん」

「なんだ？」

　呼ばれて返事をする蓮弥であるが、呼んだ本人であるメイリアは蓮弥を見つつ、言おうか言うまいか迷っているような表情で、口をもごもごとさせるばかり。

「用件がまだあるなら早く言ってくれ」

「……レンヤさん。レンヤさんにも……ご協力をお願いしたいのです」

　散々迷った挙句に、ようやくメイリアはその言葉を口にした。

　口にしたのはいいのだが、何故かメイリアは蓮弥と目を合わせようとはせずに俯うつむいた状態のままである。

　人に頼みごとをするのに、こちらを見ないと言うのは少々失礼だろうと思う蓮弥であるが、何か理由があるのではないかと思い、尋ねてみると。

「いえ、だって……お断りになります、よね？」

「なんで？」

「勝ち目の少ない戦ですし、無理が多いのも承知してます。レンヤさんから見れば、とても馬ば鹿か馬ば鹿かしく映るのではないかと」

「まぁそうだな。少なくとも兵士を集中できないのは辛つらいな」

　戦力の分散と言うのはいつの時代も褒ほめられた行為ではない。

　攻める場所、守る場所がはっきりと分かっているのであれば、そこに可能な限り集中させると言うのが基本的な運用であり、あれも守りたいこれも守りたいと兵をあっちこっちに分散しているトライデン公国のやり方は、賢かしこいとは到とう底てい言えなかった。

　それはメイリアも分かっているのか、蓮弥の言葉にさらに深く俯いてしまう。

　そんなメイリアを見つつ、蓮弥は続けた。

「だが、最良ばかりを追い求めていても現実的じゃないのも確かだ。それに見捨てきれないと言うのも事実なのだろうしな。それに……」

　蓮弥の声にちょっとだけ、反省の色が混じった。

「この事態の引き金引いたの俺だろうしなぁ……」

　蓮弥が勇者の下に行ったシオンを助け出そうとしなければ、この状況にはなっていなかっただろうと蓮弥は言う。

　それはシオンを見捨てて勇者の食い物にされることを傍観すると言うことなのだが、あの時点でそんな選択はできなかったと言っても、蓮弥の行動が現状を導いた原因であることには間ま違ちがいがない。

　唯ゆい一いつ助かっているのは、聖王国側が結局は犯人を特定できていないと言う事実だ。

　これのおかげでトライデン公国側は言いがかりだと言い続けることができ、聖王国側は言いがかりだと分かっている状態で攻めこまなくてはいけないという状態に置かれている。

「それは……それは違います。シオン姉様を助けようとするならば、いずれこうなっていたのでしょう」

「もしレンヤの行動が原因だと言うなら、私のせいだ。私がもっと上手に立ち回れれば……」

「んー……あー、やめやめ。終わったことを今いま更さらどう言っても変えようがない」

　二人がフォローするように蓮弥に言うが、蓮弥はしばらく唸うなり声ごえを上げた後、がしがしと頭をかきながらきっぱりと言い切った。

「助けが要いるなら言ってくれ。今なら色々と事情を踏ふまえた上で格安で引き受ける」

「あ、お金取るんですね」

　引き金云うん々ぬんの話はどこにいったんだろうと突っ込むクロワールに、蓮弥は胸を張って答えた。

「それはそれ、これはこれだ。タダ働きだけはお断りする」

　何かタダ働きと言う言葉に嫌な思い出でもあるんだろうかと思いつつ、メイリアは請うけ負った。

「受けていただけるなら報ほう酬しゆうはお支し払はらいします。お願いできますか？」

「お引き受けしよう。報酬額はそちらにお任せする。……俺の分だけな？」

「じゃあ私はレンヤさんと、一緒に行動します、ね？」

　ちゃっかり宣言するクロワール。

　エルフの国に大人しく帰ってくれないかなーと言う思いをたっぷりこめたトライデン公国側の視線をものともせずに、クロワールは胸を張って言った。

「私の分の報酬も出してください。あ、私の分は普通に算定してください、ね？」

「帰ってくれたら、規定の報酬の５倍出しますけど？」

「３００倍もらってもお断りです。お金には困っていません、し」

　えっへんと威い張ばるクロワール。

　なんとか大人しく帰ってもらう方法はないものかとお互たがいの顔を見合わせるメイリアとシオンとローナ。

「面白くなってきたねぇ。レンヤの戦場デビューか、これはついていかなきゃだねぇ」

「エミル……ま、いいけどさ……」

　帰ったらフラウになんて説明しようかと、頭の中で草案を練りつつ蓮弥は深く溜息をつくのであった。










〈あー、あー？　もしもし聞こえてるか？　聞こえてるなら返事をしろ〉

〈はい、毎度ありがとーございますっ！　来々軒ですっ！　御ご注ちゆう文もんはなんでしょうかーっ？〉

〈豚とん骨こつラーメン大盛りで五つ。大至急な。30分以内に持って来い〉

〈毎度ありーって……そこに乗るの？　……お久しぶり、元気してる？〉

〈元気は元気だが……お前のトコのバカのおかげで気の休まらない状況だ。説明が必要か？〉

〈今ちょっと覗のぞく……あー、なんか楽しそーな生活送ってるねー。大盛り、中盛り、並、絶ぜつ壁ぺきに幼女って選より取どり見み取どりじゃない？　異世界渡りしてよかったでしょー？〉

〈…………〉

〈あ、うそ、ごめん。黙だまり込むのやめて、怖こわいから。あと殺気送るのもやめて。下手な天使が受け取ったら滅ほろびるような濃のう密みつなの送られても困るー〉

〈状況が分かったなら、何に困っているのかも分かるよな？〉

〈うん。そっちはまぁ、なんとか今のシステムにバイパス通して頑がん張ばってみるけど。ちょっと難しいかなー。対処考えてみる〉

〈頼む。またなにかあれば連絡するかもしれないが……あまりせずに暮らしたい……〉

〈がんばれーって……あ、ほんとマジ勘かん弁べんしてください。なんか触さわっただけで呪のろわれそうな真っ黒な思念をこっちに送るのやめてって……私でもこれけっこーきついっ!?〉

　声が途切れた。

　たぶん、死んではいないだろうと判断した蓮弥は、意識を現実に戻す。

　途端に耳に聞こえてきたのは、翼つばさが風を切る音だ。

　魔術の壁である程度抑おさえられた風圧が、前まえ髪がみを揺ゆらしている。

〈ぼーっとしていたな？〉

　思念をかけられて、蓮弥は自分が今腰こし掛かけているものへと目をやる。

　時刻は夜で、空に出ている月は細くて小さい。

　ほとんど灯あかりの役目を果たしていない月光の下では、あまりはっきりと色も見て取れないのだが、きちんとした光の下でそれを見ることができたのならば、それは鮮あざやかな緑色の鱗うろこで全身を覆われたドラゴンだった。

　大きさは、リアリスの所のドラ君よりも二回りほど大きい。

　エメラルドドラゴンと言う種族らしいのだが、蓮弥はあまり良く知らない。

　とりあえずはそれを見たクロワールが、目を白黒させていたので、エルフの中では有名な種なのだろうくらいにしか考えていなかった。

　ちょっと遠出がしたいから、一頭貸してくれとリアリスの所のドラ君にお願いした所、ドラ君から紹しよう介かいされた竜りゆうであり、本来はドラ君達の住すみ処かにはいない種族だとドラ君が説明した。

　ならばどこに住んでいるのかと聞くと、北の大陸に生息しているドラゴンの一種であるという。

　どういうルートで蓮弥の事を知ったのかは全く不明であったのだが、人族の大陸に住んでいるドラゴンのうちの一頭が蓮弥の情報を北の大陸へと流し、興味を持ったいくつかの個体がドラ君経由で蓮弥とコンタクトを取りに来た。

　その一いつ環かんとして、一時的に蓮弥の騎竜となることを了承してくれたのがこのエメラルドドラゴンだったようだ。

　一時的、と言う所を何故かドラ君のみならず、クロワールまで強調してきたのだが、何故なのかは蓮弥は知らない。

「ちょっと考え事をね」

〈良くない傾けい向こうだな。既すでに目的地だぞ〉

　言われた蓮弥はドラゴンの背から地上を見下ろす。

　どのくらいの高さを飛んでいるのかはさっぱりだが、眼下はただ真っ暗な地面を映し出しており、その所々にぽつぽつと灯りだろうと思われるものが見えはするのだが、何がどうなっているのかは全く分からない状態だ。

　既に連合軍は国境線を越こえて、トライデン公国側に入り込んでいるようで、どのくらいのものなのか実際に見てみたいと思った蓮弥だったのだが、攻撃を受けないように夜の時間帯を選び、さらにかなりの高さを飛んでいるせいで肝かん心じんの軍隊の様子が全く見えない。

「この下が？　聖王国の連合軍？」

〈見えないのか？　人間とは不便だな〉

　ドラゴンの視力では、暗くら闇やみの中でかなりの高度を飛んでいる状態でも眼下の軍勢が見えるらしかった。

　無論、人間でしかない蓮弥の視力ではそんなものが見えるはずもない。

　これはどうしようもないなと蓮弥は早々に諦めた。

「見えないものは仕方ない。高度に気をつけろよ？　見つかったら攻撃してくるかもしれないからな」

〈勇者の存在か。あれは厄やつ介かいだな。我々の中で中位種と言われる者達たちくらいならば楽々狩かられてしまう〉

　この話をリアリスの所へ持っていった時に、リアリスはドラ君にお願いをして近くに住んでいるドラゴン達を総動員し、聖王国の連合軍を焼き払はらうと言う作戦を提案してきた。

　文字通り、焼き払え！　を現実でやってしまおうと言うのだが、蓮弥はこれを止やめさせた。

　周囲は大量に人が死ぬこの行為に、流石さすがの蓮弥もためらいを覚えたのではないかと思った。

　しかし蓮弥からしてみれば、兵士が死ぬことはどうでもよかった。

　死にたくないのであれば、兵士になどならなければいいのである。

　徴ちよう兵へい制度があるならば、無い国に亡命するなりその制度をなくす様な行動をするなりすればいい。

　ただ、あまり大量に人が死ぬと言うことは、もしかするとその中にリソースを持ってこの世界に帰ってこなくなるくらいに育った魂たましいがあるかもしれない。

　折せつ角かく自分が足りないリソース分を補ほ充じゆうしに来たと言うのに、転生の輪から逃にげてリソースを減らすような魂を自分が生産してしまったのでは意味がない。

　それさえ無ければ、10万の兵士をがっつり全ぜん滅めつさせた方が話は早い。

　そして蓮弥にはそれを可能とする手段がいくつかある。

「高さ気をつけろよ。あの勇者、遠えん距きよ離り攻こう撃げきも持ってたからな」

〈任せろ〉

　ドラゴンによる殲せん滅めつを却きや下つかしたのにはもう一つ理由がある。

　おそらく勇者はあっさりとドラゴンを倒たおすだけの力を持っているだろうと蓮弥は思ったのだ。

　なんだかんだとあまり良い所の無い勇者ではあるが、聖都で軽く手合わせした感じでは、こと戦闘能力に限って言うのであれば、相当なものがあると言うのが蓮弥の所見だ。

　自分と戦ってどうなるのかは、やってみないとわからないと思う蓮弥だが、おそらくドラ君くらいのドラゴンであればさっくり狩りつくせるくらいの戦闘能力があるのではないかと思っている。

　むしろ、そのくらいの戦闘能力が無いのであれば、どうやって魔ま王おうとやらと戦うのか、その方法が知りたいとも思う。

　そして、ドラゴンと言うものは人間に比べると強い力と身体からだを兼かね備えている。

　つまりはドラゴンがここである程度まとまって殺された場合、その魂がリソースを持ってこの世界から逃げる可能性まで心配しなくてはいけなくなってくるのだ。

　ただ、そこまで心配をするとなると今度はこの世界に召しよう喚かんされ、この世界の住人となった勇者本人の魂まで心配する必要が出てくる。

　勇者を討うつ、と言うことは変へん更こうのしようがない。

　前回はそれほどのことでもないだろうと蓮弥は考えて、見境無く女性に手が出せないようにするくらいで終わらせたのであるが、そこから事は戦争にまで発展してしまっている。

　あの時、きっちりと息の根を止めておけばこうはならなかったはずだった。

　自分の判断ミスだろう、と蓮弥は思っている。

　だからこそ今回はしっかりと始末をつける必要があったのだが、始末された勇者の魂がリソースを持って別の世界に逃げたりすると、それはそれで困ったことになる。

　さて、そこはどうしようかと悩なやむ蓮弥であった。

　人の斬きり方かたは分かっても、魂たましい等などと言うあやふやなものの斬り方など分かるわけもない。

　取とり敢あえずは斬ることだけ考えて、そちらのことはその時になってから考えればいいかと蓮弥は頭を切り替かえる。

　最悪、リソースを持って逃げられたとしても、仕方ないで済ませてしまえばいい。

「それじゃちょいと急いでもらえるかね？」

〈次の目的地だな。心得た〉

　エメラルドドラゴンが一つ、翼を羽ばたかせる。

　その動作だけで、飛んでいる巨きよ体たいがさらなる加速を生んだ。

　鞍くらもつけずに直じかにドラゴンの背中に腰掛けている蓮弥であったが、背中の鱗の一枚に手をかけて、その加速に耐たえる。

〈そんなことをせずとも、振ふり落としたりはしないんだが〉

「気持ち的になぁ。何もしないとなんか落ち着かないというか」

　加速の急さに比べて、蓮弥の身体が受ける衝しよう撃げきは極きわめて小さい。

　ドラゴンが乗り手に配はい慮りよし、その身体を保護しているからなのだが、急激な加速の感覚だけは感じてしまうので、なんとなく何かに掴つかまっていないと、蓮弥としても収まりが悪いらしい。

　エメラルドドラゴンの飛行速度は、ドラ君達のそれとは比ひ較かくにならないほど速かった。

　種族的にも、ドラ君達よりも一つ上の種族になるらしいエメラルドドラゴンが、それなりに本気で飛行すると相当な距きよ離りのあるはずの目的地その２までも僅わずかな時間で到とう達たつしてしまう。

〈レンヤ、見えてきた〉

　エメラルドドラゴンの思念に、蓮弥は前方の闇やみへと目を凝こらす。

　そこは高い壁で囲われた大きな都市であり、都市の中央部には高い尖せん塔とうをいくつも備えた城の姿が見える。

　こちらはある程度の高さを保って飛んでいても、都市自体があちこちに灯りを灯ともしている為ために、蓮弥の目でもなんとかおぼろげにではあるがその存在を見て取ることができた。

〈どうする？　降りるか？　私が近づけば大おお騒さわぎになると思うが〉

「構わん、突っ込んでくれ。どうせ戦時中だ」

　気を遣ってある程度離はなれた所で降ろそうかと提案したドラゴンであったが、蓮弥はそのまま都市の内部へ突っ込むように指示をした。

　通常ならば絶対にしない蓮弥の行動であるが、現在聖王国は戦争の相手国であり、配慮をする必要が全く無い。

　どうせなら景気良く突っ込んでしまえと言うわけだ。

〈なんなら一発、ブレスでも撃うち込むか？〉

「お前のブレスってなんなんだ？」

〈種族の固有ブレスならポイズンブレスだが？〉

「……却下。もう毒はいい」

〈では、ノーマルのなら撃ってもいいか？〉

　蓮弥は少し考える。

　なんだか伝わってくる思念に、撃たせてーお願いだから撃たせてーと言う、願望のような感じが見え隠かくれしているような気がするのだが、気のせいだろうかと。

　考えてみれば、ドラゴンが人里に来ることなどあまり無い上に、さらにそのドラゴンが容よう赦しやなく人の街にブレスを撃ち込むようなことはほとんど無い。

　もしそんなことが頻ひん繁ぱんに発生するようであれば、人族の大陸において人の生息範はん囲いと言うものはずっと狭せまい範囲に限られていたことだろう。

　そうすると、ドラゴンが人里で遠えん慮りよもなしにブレスを吐はく経験と言うものは、ドラゴンからしても滅めつ多たにできない貴重なものなのかもしれない。

　そう考えた蓮弥は、エメラルドドラゴンに攻こう撃げきの許可を出すことにした。

「尖塔のいくつかと、壁を貫かん通つうする感じでいけるか？　住宅とかには当たらないように」

〈任せろ〉

　短い答え。

　ドラゴンが飛行しながら口を開き、その口から夜の闇の中でもはっきりとわかる緑色の光が漏もれ出す。

「対閃せん光こう防ぼう御ぎよとか必要かね？」

〈なんだそれは〉

　蓮弥の軽口にドラゴンの思念が答えた瞬しゆん間かんに、ドラゴンの口から色いろ鮮あざやかなグリーンのレーザー光が迸ほとばしった。

　それは蓮弥の注文の通り、城の幾いくつかの尖塔を巻き込んで崩ほう壊かいさせた後に、さらに住宅街の上を走って都市を取り囲んでいる壁の一部に激げき突とつ。

　派手に爆ばく発はつすることもなく、壁の一部を消し飛ばしていった。

「ドラゴンって凄すごいんだな」

〈何を今更。そしてお前に凄いと言われると嫌いや味みに聞こえる……〉

　しみじみ呟つぶやいた蓮弥に、不満そうに言うドラゴン。

　その巨体は蓮弥を乗せたまま、城の中庭らしき開けた場所へと下降していった。

　驚おどろき慌あわてたのは聖都側である。

　急にかなりの高度から飛来したのがドラゴンだと分かった時点で半ばパニックに陥おちいっていたが、さらにそのドラゴンがブレスでもって城の一部と都市の壁の一部を消し飛ばしてしまった。

　さらにそのドラゴンがそのまま飛び去ることもなく、城の中庭に着地しようとしている。

　勇者がいればまだなんとかなったのであろうが、勇者は遠く離れた場所に軍を率いて遠えん征せいの真っ最中だ。

　そして城に残る兵士達では、飛来したドラゴンの種類がなんであれ、太た刀ち打うちできるはずもない。

　結局彼かれらは、その巨体に似合わずふわりと軽かろやかな着地を決めてみせたドラゴンを遠巻きにする以外、取れる手段がなく、その背中に立ち上がる人ひと影かげを、ただ見守る以外なかった。

「聖王国、国王に用がある。ここへ連れて来い！」

　ドラゴンの背に立ち、周囲を取り囲む兵士達を見下ろしながら、蓮弥が声を上げた。

　背中にいるのが人間だと分かった兵士達が武器を構える。

　その様子をつまらなそうに見ていた蓮弥は、乗っているドラゴンの背をぽんぽんと軽く叩たたく。

　それに呼応するように、ドラゴンが低く唸り声を上げて武器を構えた兵士達を威い嚇かくした。

　それだけで兵士達は腰こしが砕くだけ、武器を手放しその場にへたりこんでしまう。

「再度言うぞ。国王に用がある。ここへさっさと連れて来い。抵てい抗こうするのは勝手だが、先ほどのブレスを今度は遠慮無しに街の真ん中にむけて撃ち込むから、やるなら覚かく悟ごしてかかってこいよ？」

　自分の台詞せりふがなんだか悪役そのものなことに軽く疲ひ労ろう感を覚えつつ、時間帯が夜なのだから国王が来るまで結構時間がかかりそうな予感がする蓮弥。

　陛下をお呼びしろーと言う声があちらこちらから響ひびいてくるのを聞きながら、無む駄だな使命感から攻撃してくる兵士がいないことを祈いのりつつ、さっさと国王来ないかなーとドラゴンの背中で人待ち状態になる蓮弥だった。







　景気良くブレスを一発ぶちかまして、聖都の城のど真ん中に降り立ったまでは良かった、と蓮弥は思う。

　問題はその後である。

　国王を出せと凄んでは見たものの、一向にその国王とやらが出てくる気配が無い。

　しかも蓮弥は聖王国の国王の顔を知らない。

　これでは自分で探しに行くこともできない。

　ただただ時間が過ぎ去っていき、ひたすら聖王国の兵士達の震ふるえる剣けん先さきや槍やりの穂ほ先さきやら、怯おびえた視線やらを向けられ続けると言う苦行に、蓮弥もだんだんと飽あき始めてくる。

　足元のエメラルドドラゴンに至っては、さっさと地面に丸くうずくまり、目を細めて事の次し第だいをどこか楽しそうに見るだけになっていた。

　威圧感という点ではその時点においてすでに皆かい無むになっていたが、それでも一番最初に見せられたブレスの威い力りよくが目や頭から離れてくれないのか、襲おそい掛かかってこようとする勇気のある兵士はいない。

「き、貴様一体何者だっ!?」

　ある程度骨のある兵士は、蓮弥の正体を確かめようとして離れたところから声をかける。

　蓮弥はそれに対して、面めん倒どう臭くさそうに答えた。

「王が来たら話すよ」

「貴様のような怪あやしい奴やつに、王が直接お会いになることなどない！」

「それは困ったね」

　あまり困っていないような蓮弥の言葉。

　それを感じ取ってなのかドラゴンが、くぁと大きくあくびをする。

　随ずい分ぶんと可愛かわいらしいあくびをするのだなと思った蓮弥だったが、周囲からしてみればドラゴンが大きく口を開いただけで恐きよう怖ふの的だ。

　我先にと慌てて逃げ出そうとして、こんがらがってしまっている一団などが見える。

「俺としては別に、出てこなくてもいいんだがね」

　そう言いながら蓮弥はドラゴンの身体をぽんぽんとたたき、その注意を引いてから都市の外がい縁えん部である壁かべの何なん箇か所しよかを指差す。

　それだけでドラゴンは何をどうしたらいいのか理解したらしい。

　頭をもたげたドラゴンの口から、再度緑色の光が漏れ出す。

「まさかっ、や、やめろっ！」

　誰だれかの叫さけびに応じるように、緑の閃せん光こうが夜空を切り裂さく。

　着ちやく弾だんしたブレスが巻き起こす光の柱が、外がい壁へきをまるで砂糖菓が子しのように脆もろく崩くずれさせていった。

　外壁を形作っていた石材が崩れていく轟ごう音おんの中で、蓮弥はなんでもないことを告げるような口調で言った。

「国王が出てくるまで、地道にこの街を削けずっていくからそのつもりで。最悪、出てこなくとも丸まる裸はだかにしておけば攻せめやすいしな」

　街が大きいので外壁も長い。

　これはまた崩し甲が斐いがあるなと思う蓮弥と、何故か目をキラキラとさせたドラゴンの視線が合う。

　その反応は予想外だったのか、蓮弥がわずかに身を引くが、引いた分だけドラゴンの頭が蓮弥を追いかける。

　この反応から察するに、どうやらこのドラゴンはもっとブレスを吐いて物を壊こわしたいらしい。

　ドラゴンと言うものは、潜せん在ざい的てきに破は壊かい願望でもあるんだろうかと蓮弥は首を傾かしげる。

　思念で会話した限りでは、ドラゴンと言うのはもうちょっと理性的な感じがしていたのだが、どうにもこの破壊すると言う行動に関してのみは、欲望がストレートに発揮されるようであった。

「出てくるなら早い方がいいぞ。どうもこいつ、外壁を壊したくて壊したくて仕方ないらしいからな。いつまでおあずけできるかわかったものじゃない」

「ワシに何の用か」

　蓮弥とドラゴンとを遠巻きにしている人壁を割って姿を現したのは、どうも慌てて正装を着込んだらしい聖王国の国王であった。

　あまりに慌てたせいなのか、服のあちこちがしわくちゃになってしまっている。

　蓮弥は初めて、聖王国の国王の姿をまじまじと見たのだが、あまり威い厳げんの有る人物には見えない。

　背せ丈たけは蓮弥に比べると頭二つほど低いし、身体つきも戦いに赴おもむくようながっしりとしたものではなく、ひょろっとしているように蓮弥には見えた。

　そして何より問題は。

〈なぁエメドラ。この王様の名前知ってる？〉

〈エメドラとは私のことか……いや知らぬ。人族の国家の主など私達にとってはどうでもいい存在でしかない〉

〈どうでもいいか……覚えていても仕方無さそうな情報だし〉

「黙っていては分からぬ。ワシに用なのかと尋たずねている」

「聖王国、国王で間違いないか？」

　ドラゴンの背から降りようともせずに、逆に尋ね返す蓮弥。

　それはもちろん一国の王を相手にする時の態度では無かったが、蓮弥の頭の中では目の前で偉えらそうにしているおっさんは敵であり、斬らずに済ませている段階で、必要以上の敬意は払っていると思っている。

　本来ならば、戦時中で敵の親玉なのだから、無言で切り捨てても良いはずなのだ。

　そこを斬らずに済ませて、話をしようとしているのだから褒められこそすれけなされる謂いわれはない。

「いかにも、ワシが聖王国第24代国王……」

「あぁ、名乗りはどうでもいい。お前の名前なんぞ覚えておくだけ無駄だしな」

　名乗りを上げようとした国王の、言葉を遮さえぎって蓮弥が言う。

　国王はいきなり名乗りを止められて不快そうではあったが、蓮弥からしてみれば話す相手が国王だとだけ分かれば良いのであって、名乗りまで求めていない。

「では聖王国国王に問う。此こ度たびのトライデン公国への出しゆつ陣じん、誠まことに彼かの国が魔ま族ぞくに与くみしたものと思ってのことか？」

「さ、左様。これは勇者と神の名の下に、告げられた真実である」

「ほぅ？」

　蓮弥が左手を腰に吊つるしている刀に添そえる。

　わずかに親指で鍔つばを押おし、鯉こい口ぐちを切れば、わずかにのぞいた刀身が、少ない灯りを照り返して光った。

　その光に貫つらぬかれたように、王が数歩後ずさる。

「その真実とやら、貴様も信じているのだな？」

「む……無論である」

　これは斬る以外ないな、と蓮弥は思った。

　お前は敵なのだろうかと言う問いかけに敵であると答えているのだ。

　議論の余地なく、ここで斬り捨てて黙らせる以外の選せん択たく肢しが無い。

　そんな思いが表情に出ていたのか、蓮弥と目を合わせた国王が短く悲鳴を上げてその場に座すわり込んでしまう。

　そんな王を助け起こして逃がそうとする兵士達も、蓮弥が国王に向けている殺気の余波だけで、足が震えて思うように動けなくなる。

　そしてさらに、蓮弥が乗っている足元のドラゴンの身体も震えだしていた。

「っておい。なんでお前が怯えてる」

〈いや、これは……聞いてはいたのだが……無関係のはずなのに震えが来るとは〉

「し、しかしであるっ！」

　半ば悲鳴のような王の言葉に、足元のドラゴンを見ていた蓮弥がじろりと王を睨にらんだ。

　腰は砕け、足は思うように動かすことが出来ず、這はいずって蓮弥から離れようにも腕うでもきちんと言うことを聞いてくれない状じよう況きよう下で、国王は必死に頭を回転させて、言うべき言葉を探す。

　それを探しきらなくては、おそらく自分はこの時この場において、明日の朝日を拝むことなく血ち溜だまりに沈しずめられることになるだろうと察したからだ。

「トライデン公国は古くより、人族の大陸における魔族や魔ま物ものに対する防ぼう波は堤ていの役目を負ってきた国。それが易やす々やすと魔族に与するなど、考えにくいことではあるっ！」

「それで？」

「それ以上は……言えぬ！　言えばこの身は勇者に逆らい、神の言葉を信じなかった不信心者として教会からも追放されかねん。聖王国全ての民たみの上に立つ者として、それは出来ぬ話なのだ！」

　なんだかぱっと聞いただけならばカッコイイ事を言っているように聞こえなくも無いが、実際は勇者と教会に逆らうのが怖いので、その言う通りにする以外ないんですと言う、どうにも情けない類の告白だ。

　それでもまぁ為い政せい者しやと言うものは、大なり小なりそんなものだろうと理解できなくもない話ではある。

「では、もしもの話をしようか？」

「なに？」

　僅かに抜ぬきかけた刃やいばを鞘さやへと戻もどし、穏おだやかに話しかける蓮弥。

　刃が鞘へ納まると同時に、撒まき散ちらしていた殺気も雲うん散さん霧む消しようしていた。

「もしも。今トライデン公国に侵しん攻こうしている勇者が、この世界からいなくなったのであれば。前言を翻ひるがえすと言うことはありえるのか？」

「それは……」

　国王は返事に困ったように言葉に詰つまった。

　ドラゴンの上から見下ろす蓮弥を見上げ、周囲に視線を走らせて、落ち着きなくみじろぎしつつ、なんと答えたらいいものかと思案しているように見える。

　国王からしてみれば、本当はすぐにでも頷うなずきたい所なのだろう。

　しかしそれは勇者を見捨ててしまうことであり、現状まだ勇者が健在である状態で口に出来るような言葉ではない。

　それに尋ねた蓮弥が確実に勇者を仕留められるのだろうかという疑問もあるのだろう。

　この期ごに及およんでまだ、保身を一番に考えている所は非常に見苦しいと言えるが、人としては正しい思考回路を持っていると言えなくも無い。

「提案だ。勇者と、勇者と一いつ緒しよに侵攻しに行った10万の兵について諦あきらめろ」

「なんだ、と……！」

　蓮弥の言葉には王のみならず周囲の兵士達もざわつきだした。

　そのざわつきには構わずに、蓮弥は続ける。

「その様子では、引き戻せと言っても無理だろう？」

「う……むぅ」

「引き戻せる兵があるのならば、そこは見み逃のがすからさっさと引き戻せ。奴らがトライデン公国の首都に到とう着ちやくした時点から先は、何人死のうが知ったことじゃないからな」

　できれば大半の兵にそのまま引いてほしい蓮弥ではあるが、それをそのまま口にすれば舐なめられる虞おそれがある。

　最悪、首都に到着した後の戦せん闘とうから逃げた兵士も逃げるがままにしておくつもりではあったが、それも口にすることはできない。

　口にしてしまえば首都まで進んでいる間のどこかで決めればいいか、と思われてしまうからだ。

　兵士達が侵攻状態を保持し続ければし続ける程に、トライデン公国が受ける被ひ害がいは増えていく一方なのだ。

　可能な限りさっさと領内から出て行って欲ほしいのだが、既に被害らしきものも発生しているはずだ。

　トライデン公国側とて、攻められた被害者感情と言うものがある。

　そう言った物の為に、ある程度はイケニエになってもらう以外ないだろうなとは蓮弥も思っている。

　もちろん、イケニエ筆頭はこんなバカ騒さわぎを先導した、あの勇者様なのではあるが。

「勇者だけはきっちりと、帰って来られないようにする。それが終わり次第、貴様の名前でトライデン公国に関する通達は無効とし、全すべてはあの妄もう執しゆうに取り憑つかれた勇者が発ほつ端たんである。しかしその勇者の悪行を止め切れなかったことは聖王国にも責があるとして、今回参加の各国への賠ばい償しようを行う、と宣言しろ」

「賠償……」

　国王の顔が青あお褪ざめていくのが、薄うす暗くらがりの中でもはっきりと蓮弥には分かった。

　連合軍10万のうち、聖王国以外の国が出している兵力は半数の５万だ。

　このうちどのくらい引き戻せて、どのくらいが首都まで来てしまい、そしてどのくらいがそこで死ぬのかは蓮弥といえども予想することはできなかったが、中ちゆう途と半はん端ぱな数になることだけは無いだろうと思っている。

　そんな数の兵士に対する賠償と言うものは、どれだけの金額に及ぶことになるというのか。

　聖王国の屋台骨が傾かたむく事はないとしても、相当な痛手であることは間ま違ちがいないだろうと蓮弥は踏んでいる。

　その痛手が元で聖王国が弱体化してくれるならばそれはそれで良しとし、そうでないとしてもその賠償のせいで落ちる国力を元の水準に戻すまでくらいは大人しくしているだろう。そう考えての提案であった。

「嫌いやならそう言ってくれ。何もこちらとて手加減をしたいわけじゃないんだ。10万の兵士も、お前達も、根こそぎ斬って聖王国自体を更さら地ちにしてしまえばいい。あとはゆっくりと他ほかの国への補償の相談をするさ」

　聖王国が保有している資産全てを補償に回せば、どうとでもなるだろうからなと蓮弥が笑うと、国王のみならず周囲にいる兵士達までが面おも白しろいように青褪めた。

「さて、どうするかね？　拒きよ否ひした場合はまずこの場から始めるが」

　尋ねる蓮弥と、その足元で威嚇するようにその場に居合わせた者達を睥へい睨げいするドラゴン。

　国王以下、その場に居合わせた者達は他に選せん択たくの余地も無いとばかりに、首を縦に振って蓮弥の意志に沿うことを了りよう承しようするのだった。







第四章　首都に行くらしい







　リディア＝ファム＝ファタール、36歳。

　トライデン公国の現在の大公であり、かつ二児の母。

　夫を５年程前の瘴しよう気きの森における魔ま物もの討とう伐ばつ行で亡くしており、現在は未亡人。

　再婚の予定なし。

　これが蓮れん弥やがメイリアから聞いている、シオンとメイリアの母であり、トライデン公国における最高権力者であるファタール大公の情報であった。

　実に少ない情報と言える。

　もちろん、メイリアは実の娘むすめなのだから、聞けばそれこそ好きな食べ物から嫌いな食べ物、趣しゆ味み嗜し好こうから下着の色まで事細かに聞き出すことも可能だったのであろうが、そもそも蓮弥自身に興味が無い。

　出来うる限り関わり合いになりたくない類の人物だったのだが、そうも言っていられないのが戦争というものであり、蓮弥がこの戦争に口を出そうとすればどうしても大公に一言断りをいれることが必要になってくる。

　適当に知らん振りをして関わろうかと言う案もあることにはあったのだが、それだと今度はこの戦争の落としどころがはっきりしないままになってしまう。

　一応とは言え、聖王国側から勇者さえなんとかすれば今回の件に関しては勇者の暴走ということで始末をつけるという言質をとったのだから、それに沿った形で事を進める必要がある。

　一旦ククリカの街へ飛んで帰った蓮弥は、そこでクロワールとエミルを拾って首都トライデンへ行こうとしたのだが、フラウに少し時間を割いて欲しいと頼まれて自宅へと戻った。

　そこで蓮弥を待ち受けていたのは、少し前にフラウに頼まれて譲り渡わたした鎧よろい一式だ。

　蓮弥が家に帰るなり玄関先で鉢合わせしたのだが、通常こう言った鎧と言うものはパーツに分けて保管しておくか、簡単な台のようなものに着せるようにして置いておくものなのだが、蓮弥が鉢合わせしたそれは、なにかの台にかけられている様子も無く、きちんと人の形で自立している。

「マスター、フラウは戦争に参加できないの。でもフラウもマスターのお役に立ちたいの。だからこれを連れていってほしいの」

　蓮弥を見上げながら言うフラウの隣となりで、鎧がきしむ音すら立てずに滑らかに頭を下げた。

　中に何か入っているのだろうかと興味を引かれた蓮弥は、頭を上げてまた直立不動になった鎧の胴の部分の留め金に手を掛ける。

　元々は中にリアリスを詰めるために作った鎧である。

　着脱については考えられておらず、ただ単にフタを外せば中身が見えてそこにリアリスを放ほうり込んでおくことだけを考えた造りになっているので、外すのはとても簡単だった。

　フラウが止める様子がないことを確かく認にんしてから留め金を外せば、胴鎧は扉のように開く。

　中を見ることができるようになった胴鎧を、蓮弥がそっと覗くと。

　まるでクロワールのスカートの中身のように、ただただ黒い空間だけが広がっているのだった。

　しばらくじーっとその空間を見つめていた蓮弥は、やがてそっと胴鎧を閉じて、また元の通り留め金をかけなおす。

「……フラウ、さん。これは？」

「マスターの為に、がんばって作ったの」

「いや、これ作ったって……何から？」

「マスターからもらった鎧からなの」

「中身は……？」

「内ない緒しよなの」

　少しはにかむようにそう言ったフラウであるが、言葉自体と仕草は可愛いと言えても実際その言葉が指し示しているものを先に見てしまった現状としては、ただ可愛いと評価することができない。

　半笑い状態で、なんともいえない顔をしている蓮弥にフラウはその鎧がいかに有用であるかを力説し始めた。

「不眠不休で延々動ける上に、ちょっとやそっとのダメージでは破壊されないの！　それに敵を倒せば倒すほど強くなっていくの！」

「成長するのかこれ……？」

「成長じゃなくて……えーと……取り込んで大きくなるの？」

　製作者が疑問混じりに説明したら駄だ目めだろうと思う反面、なんとなく察したその鎧兵士の機能は蓮弥にもしかしたら面白いかも、と思わせる代しろ物ものだったらしい。

「行動は自律型か？　俺おれの言うことは聞くのかこれ？」

「命令は私とマスターのだけ聞くの。通常は自律型なの。命令優先に設定してあるの！」

　妖よう精せいであるはずのフラウが、何な故ぜこんなものを作れるのだろうという疑問は残る。

　残るのだが、それについて尋ねることはなんだか開けてはいけない扉の鍵を開ける行こう為いに等しい気がする蓮弥だ。

　取りあえず使えて、危険が自分の方にこないのであればそれでいいだろうと自分自身を納なつ得とくさせる。

「マスター、戦争に絶対は無いの。それにマスターが大だい丈じよう夫ぶでもシオン姉様とかローナ姉様とかに何かあったら困るの。……気をつけていって欲しいの」

「そうだな。気をつけよう。ありがとな」

　少し潤んだ瞳ひとみで蓮弥を見上げるフラウの頭を撫なでながら、蓮弥は頷いた。

　どれだけ強大な力があっても、偶ぐう然ぜん通った一いち撃げきで人と言うものは簡単に死んでしまう。

　驕おごり高たかぶるつもりは毛頭ない蓮弥ではあったが、知らず知らずのうちにと言うこともある。

　気をつけねば、と思いつつ蓮弥は安心させるようにフラウに笑いかけて見せた。

　ちなみに、その様子を羨うらやましそうに見つめるクロワールと、面白そうに見守るエミルの二人がきっちり居たことに、蓮弥はその時点では気づいておらず、後でエミルにからかわれて思いっきり赤面する羽目になった。

　それくらい、鎧の出現に驚かされ、心配するフラウに気をとられていたらしい。

　とにかく茶化してくるエミルと、妬ねたましそうな表情のクロワールの首根っこを掴み、エメラルドドラゴンの背中へ放り投げると自分もその背中に跨またがる。

　鎧はどうしたものかと思ったのだが、蓮弥に何か言われる前にドラゴンの脚にしがみつくと、そのまま動かなくなった。

「飛べるかこれ……？」

〈問題ない……ただ、脚の鎧はちょっと……さっさと離れて欲しい〉

　ドラゴンからしてもあまり良い感かん触しよくではない存在であるらしい。

　やっぱりあの中身に詰まっている真っ黒なものの正体をきちんと聞いておくべきだっただろうかと思う蓮弥であったが、そんな蓮弥の考えを待つ時間も惜しいかのように、ドラゴンが羽ばたいてククリカから一路首都であるトライデンを目指して飛翔する。

　首都トライデンに到着した蓮弥達たちはここで先行していたシオンやローナ、メイリアと合流。

　すでにトライデンでは迫せまってきている連合軍に対たい抗こうする為の防衛施し設せつの建築等が始められており、街のあちこちに塹ざん壕ごうや簡単な矢倉が掘ほられたり建てられたりしており、都市を囲む外壁の外にはいくつもの罠わなが仕掛けられ始めている。

　都市の住民達は警護の兵士をつけられて疎開を開始しており、街に残っているのはどうしても必要な役割を持つ市民や、疎開を拒否した者達だけであった。

　平時であれば賑にぎわっていたであろう通りを駆け抜けて、蓮弥達はメイリアを先頭に大公がいる居城へと向かう。

　先頭にいるのが大公の娘であるメイリアとシオンであるだけあって、兵士達が彼らを呼び止めるようなことは全く無かった。

　大公の居城においても、開門を命じるだけで門が開き、警備の兵士達はシオンとメイリアの顔を見るだけで会釈して道を譲る。

「すごいねぇレンヤ。顔パスだよ」

「むしろあの二人を先頭にして、止められる方がおかしいだろ」

　どんどん城の奥おくの方へと進んでいく二人を追いかける蓮弥達。

　その二人はとある一つの部屋の扉の前で立ち止まると、メイリアの方がやや遠慮がちにノックした。

「メイリアです。入室してもよろしいでしょうか？」

「どうぞ～」

　部屋の中から聞こえてきたのは、どこか間延びしたような女性の声だった。

　扉越しであり、ややくぐもって聞こえはするが、かなり若々しい声だと蓮弥は思う。

　許可が下りたのを確認してからメイリアが扉を開け、中へと入る。

　それを追って中に入ったシオンに続いて、蓮弥が部屋の中へと入ると、そこには信じられない光景が待っていた。

「え……これはっ……」

　部屋の中は殺風景だ。

　石造りの壁はむき出しであるし、調度の類はほとんどない。

　窓は一つ開いているだけで、そこから日の光が差し込んでおり、部屋の中央には長方形のテーブルが一つ置かれているだけ。

　その上座に当たる場所には一人の女性が腰こし掛かけていた。

　髪かみの毛と瞳の色は、娘むすめ達たちと同じく黒一色。

　一筋も乱れていないその長い黒髪を、ただ自然に背中へと流しているその女性は、シオンやメイリアと比べるとまなざしが穏やかだ。

　むしろ、穏やかと形容するよりもどこかトロンとしていると言った方が正確かもしれない。

　身につけているものは、一応臨戦態勢である為ためなのか銀の胸当てに手てつ甲こう。

　その下はシオンと同じような一見袴はかまに見えるものと道着っぽい上着だ。

　シオンの装備とほとんど同じ、と考えれば間違いなかったのだが、大きく違ちがうのは。

「まさか……ローナを上回る人物が存在しようとは……」

　蓮弥の美意識からすると、ローナのサイズが綺麗であると判断できるぎりぎりのものだと思っていた。

　それ以上になってしまうと、現実離れしていると言うか気持ちが悪いというか、化け物にしか見えないと言うか、とにかく守備範囲を大きく逸脱することだけは間違いないと思っている。

　大きければ良いと言うものではないのだ。

　しかしながら、今上座に腰掛けて不思議そうな表情をしている黒髪の女性は、ローナのサイズを一回り以上超えてしまっているものを備えていた。

　本来ならば大きすぎると思ってしまうはずのそれなのに、何故だか蓮弥はそれを大きすぎると認識できずにいるのだ。

　大きいとは確かに思う。

　だが、大きすぎるとは思えない。

　恐おそるべき絶ぜつ妙みようなバランスの上に奇き跡せき的てきに成立した、常識外れのボリュームと言えた。







[image: ]







「あ、あのー……レンヤ？　私の母親のどこをガン見しているのか、説明を求めたいんだが……」

「いやシオン、見たら分かるだろう。男ならばあれに目が釘くぎ付づけに……いや最近は貧属性とか、無属性とかもいるから、決まってあれに興味を示すわけでもないのか」

「おそろしい……おそろしいです、シオンさんのお母様……絶対エルフの国には、来ないで下さい」

　恐れおののくクロワール。

　そう言えば、あの改革派の連中は元気だろうかとふと思い出してしまう蓮弥。

　彼らからしてみれば、今蓮弥の目の前にある光景は至宝と言っても過言ではなかっただろう。

「メイリアちゃん、何のお話なのかしら～？」

「え、えっと……その……なんと申しましょうか」

　矛ほこ先さきを向けられて、だらだらと汗あせを流しながら視線を逸そらしつつ、なんと答えたものかメイリアは必死で考えるが、答えが出るわけもない。

　大公は、んーっと顎に人差し指を当て、視線を逸らし続けているメイリアを見ながらしばし考えた後に、ぽんと一つ手を叩いた。

「あ、分かった～。お胸のお話なのね～。大きいでしょ～。ローナちゃんよりずっと大きいのよ～」

　とても無邪気に笑いながら、銀の胸当ての上から大公が自分の胸をぱんぱんと叩くと、その振動で本体が揺ゆれる。

　今にもその銀の胸当てが弾はじけ飛びそうな勢いだ。

「か、母様……」

「なんかこう……イメージが違うな」

　ストレートに言われてうろたえるメイリアを見ながら、蓮弥が感想を述べる。

　どうにも蓮弥にはシオンとメイリアと言う二人から、目の前の大公の姿は想像できない。

「いつもこう、と言うわけではないんだ」

　ぼそぼそとシオンが蓮弥に耳打ちをする。

「大公モードの時と、通常モードの時の落差が大きいだけなんだ」

「これが通常モード？」

「いやこれは……母様モードかな……お会いするのも久しぶりだし」

　今は臨戦待機中で良かった、とシオンは言う。

　そのおかげで大公も軽くではあるが武装している。

「あの胸当てが無かったら、と思うとぞっとするんだ」

「……なんで？」

「うちの母様にはその……抱だきつき癖があってな」

　とても言いづらそうにするシオン。

　そういえば、シオンにもそんなクセがあったっけなと蓮弥は思い出す。

「あの……ボリュームでぎゅっとされてみろ。心地は天国かもしれないが……確実に窒ちつ息そくする」

「あぁ……親子そろって抱きつき癖があるんだな……メイリアもあるのか？」

　蓮弥からの唐とう突とつな話の振ふりに、答えはびくりと身体を震わせたメイリアではなく、上座にまだ座っている大公の口からもたらされた。

「メイちゃんはね～、抱きつき癖と親指をしゃぶる癖があるのよね～」

「母様!?」

　思いがけぬ大公からの暴露に、メイリアが慌てる。

　だがまさか大公の口を物理的に塞ふさぐわけにもいかず、どうしたものかと歯は噛がみしている間にも大公の暴露話は続いていった。

「あんまり親指をしゃぶるものだから、無くなっちゃうぞ～って脅したらメイちゃんたらま～大泣きしちゃってね～」

「やーめーてー母様!?　一体何年前の話を!?　蒸し返すのやめてーっ!?」

「しばらくそっとしとくか。ネタがつきたらやめるだろ」

　顔を赤らめて必死に抗こう議ぎするメイリアに、にこにこと笑いながら取り合おうとせずに大公は暴露を続ける。

　あれは完全にメイリアの反応を面白がっているなと判断した蓮弥は、とりあえず大公がメイリアをいじるのに飽きるまで、待つ以外なさそうだなと椅い子すに座るのであった。







「それでま～本題に移るわけなんだけれども～」

　しばらく放置していた大公の注意が自分に向いたことを蓮弥は感じ取った。

　目をそちらへ向ければ、テーブルの上に突っ伏して何故だかだくだくと涙なみだを流しているメイリアの姿と、どこかつやつやとした雰ふん囲い気きを放つ大公の姿が見て取れる。

　その脇わきには、真っ青になったシオンが体を震わせながら直立不動の姿勢で固まっていた。

　もちろん、同じ部屋にいたのだから蓮弥の耳にも大公の暴露話は届いてはいたのだが、なんだか聞いてはいけない類たぐいの話のように思えてならず、大公の気が済むまでは大公の言葉を意識して聞かないようにしていたのだ。

　理解しようとしなければ、人の話等意識の上を滑っていく雑音でしかなく、蓮弥は大公の話をほぼ完全に言葉としては受け止めていなかった。

　ただ、どうしても言葉の端々は何かの拍子に意味のある言葉として耳に飛び込んでくることもあるわけで、メイリアの聞かれたくない秘密の１割くらいは耳にしてしまった気がしている。

「どう言うお話を持ってきてくれたのかな？」

　するりと差し込まれた言葉は、短たん剣けんの刃にも似て蓮弥の心臓につめたい感触を与えた。

　思わず自分の胸をさすりつつ、成なる程ほどこれが大公モードなのかと納得する。

　声音や声質が変わったわけではなかった。

　それでも気がつかなければ気がつかないままに、息の根を止められかねない鋭さと冷たさを兼ね備えた声。

　表情は変えずに、内心汗を垂らしながら、蓮弥は聖王国での国王とのやりとりを大公へ説明する。

　大公は、笑えみを含ふくんだ顔のまま、いまだに突っ伏したままのメイリアの背中をぽんぽんと叩きつつ、蓮弥の話を聞いていたが、蓮弥の説明が終わると、まじまじと蓮弥の顔を見ながら言い放った。

「キミ、馬ば鹿かでしょ？」

「母様!?」

　いまだ復帰しないメイリアの代わりに、シオンが大公に疑問を呈した。

　馬鹿と面と向かって言われた蓮弥は反応を示さず、他のメンバーは状況を見守っている。

「頭の出来が悪いって意味じゃないのよ～。普ふ通つう考えてもそんなこと実行しないでしょ～？　だから～馬鹿なんじゃないかって思ったのよ～」

「そこは否定しきれない部分だが……こう言うのは首根っこを先に押さえた方が話が早い」

　まともに戦争につきあってしまえば、どこまでも被害が拡大していってしまう。

　おそらく交こう渉しように持ち込むまで時間は相当かかるはずであるし、そのかかった時間に比例してトライデン公国の国民は被害を受け、疲ひ労ろうを蓄積していってしまう。

　そして聖王国側は、支し払はらいきれない負債を抱える羽目になるのだ。

　蓮弥の見立てでは、この戦争に限っては勝とうが負けようが誰もほとんど得をしないのである。

　トライデン公国側が勝った場合、聖王国からもらい受けるものが無い。

　無いと言うよりは、聖王国が負けた場合には参加している諸国への賠償やら報ほう酬しゆうやらでトライデン公国に支払いをする余よ裕ゆうが無くなっているはずだった。

　聖王国側が勝利した場合は、確かにトライデン公国を丸ごと手に入れることになるのだが、やはり参加した諸国への報酬の支払いが大きい上に、トライデン公国に代わって瘴気の森の脅きよう威いに対する盾たての役割を果たさなくてはいけなくなってしまう。

　それにかかるコストは、得られる物よりもずっと多いはずだった。

「それは確かにそうね～」

「この戦い。あの色ボケを始末すれば、被害が少なく時間もかからずに終わるはずなんだ」

「それをキミがやると？」

「あぁ、俺がやる。俺にしかできないだろ。トライデンの国軍には防ぼう御ぎよ主体でひたすら被害を抑えていて欲しい」

「そうだね～」

　間延びした声で頷きながら、蓮弥を見る大公の目は間違いなく蓮弥を値ね踏ぶみしていた。

　そう簡単には、話に乗れない立場であるし、それに伴う責任も付ふ随ずいしている。

　あまり好ましい視線ではなかったが、蓮弥は黙だまって見られるに任せることにした。

「ごめんね～、でも勝ち目の無い賭けには乗れない立場でさ～」

「乗れない場合、策はあるのか？」

　蓮弥は自分を策士だと思ったことは無い。

　どちらかと言えば、抜けやら落ち度が多い所を力技でなんとかしているのだという自覚があった。

　それだけに、大公と言う立場にある目の前の女性が自分以上の案を持っていると言う可能性についても考こう慮りよしていた。

　大公の案の方がずっと良い案なのだとすれば、聖王国のことなど考えから除外してそちらに乗るべきだ、とも思っているのだが、残念なことに大公は首を左右に振った。

「キミの提案以上に、被害を少なく戦いを短くできる案の持ち合わせはないな～」

「で、あれば？」

　大公の返答を促うながしつつ、蓮弥は密ひそかに舌を巻いた。

　蓮弥の提示した案以上の物はない、と大公は確かに言った。

　つまりは蓮弥の提示した案よりも被害が大きく時間がかかると言う条件であれば策があったらしい、ということに気がついたからである。

「キミの案に乗る。我々トライデン公国軍は防御態勢を主とし、冒ぼう険けん者しやレンヤが敵首しゆ魁かいである勇者を討ち果たすまで可能な限り被害を抑えて耐たえるようにする」

「ありがとう。……期待には沿えると思う。敵軍をまとめている勇者が斃たおれれば、敵軍も深追いまではしないと思う」

「それは……どうかな～？」

　蓮弥の言葉に今度は否定的な言葉を返す大公。

　なんとか復帰したメイリアが身体からだを起こしながら尋たずねた。

「母……大公陛下。それは一体？　敵軍は勇者の威光でもって無理にまとめられた軍です。勇者を失えば統率が取れなくなるのは道理ではありませんか？」

「そうだね～、けどそうじゃないんじゃないかな～」

　大公の言葉の意味が分からずに、言葉に詰まるメイリア。

　そのメイリアに教え諭すように、大公は続けた。

「そんなことはさ～、勇者自身も分かってるんじゃないかな～。だったらさ～、それに対する策を持っていると思うのが普通だよね～」

　そうだよね、と視線で問われて蓮弥は頷くしかなかった。

　そんなことはない、と答えることができない以上は大公の言葉を肯こう定ていするしかない。

　蓮弥が頷いたのを確認してから、大公は少しだけテーブルに身を乗り出す。

　ものすごい質量のものがテーブルの上でつぶれて形を変える様に、場違いだとは十分分かっていても、その場にいた全員が思わずそこに注目してしまう。

　唯ゆい一いつ、蓮弥だけが瞬しゆん時じに目をそらした。

　それが大公陛下の、その場に居合わせた者の耳目を集める手段だと悟さとったからだ。

「トライデン公国軍は、第一案として、冒険者レンヤが勇者を打だ倒とうするまでの時間稼かせぎ、並びにその支し援えんを行います。ですが、時間がかかりすぎる場合、もしくは勇者の打倒が無理、困難であると判断した場合は第二案に移ることとします」

「第二案？　そんなものがあるのかねぇ？」

　疑い深そうにエミルが尋ねる。

　現在分かっているだけでも、連合軍と公国軍の戦力比は３対１以上になっている。

　これは公国軍側が完全に篭ろう城じようしたとしても、力押おしでなんとかなり得るだけの戦力差と言えた。

　さらにそこに加えて、連合軍側には勇者と言う単体で非常識な戦闘能力を持つ存在がある。

　蓮弥のように、勇者に単体でぶつけてその行動を阻害できる駒こまが存在しない場合は、その存在一つだけでも厄やつ介かいだと言うのに、先の戦力比をそこへ加えれば、まるで勝ち目の無い話であると断定しても良いくらいだった。

　そんな前提条件で、蓮弥を抜きにした対策がある、とはエミルには到とう底てい思えなかったのだ。

　これはエミルが蓮弥と戦闘した経験からくる思いでもある。

「えぇ。ありますよ～」

　疑いたっぷりの視線をエミルに向けられても、大公の答えは乱れることがなかった。

　その態度は、はったりだとするならば相当な肝きもの持ち主であると言えたし、はったりでないのだとすれば本当に蓮弥の提案の代案になりえる策を持っていると言うことになる。

「その案、お聞きしても宜よろしいのでしょうか？」

　エミル程疑うわけではないにしても、クロワールも代案の存在が信じられないらしく、遠えん慮りよがちに大公に尋ねてみるが、この問いかけはすぐに大公によって拒否された。

「情報はどこから漏もれるか分からないしね～。その時が来るまで内緒～」

「俺の案からそちらの案に切り替かえるタイミングは？」

　視線を大公からそらしたまま、蓮弥が聞いた。

「そんなに時間はあげられないかな～。代案には起動するまでの時間と～、その間、敵軍を受け止めるだけの兵力が必要になるからね～」

「母様……」

　シオンの顔が驚おどろきの表情を形作った。

　メイリアの顔も、強こわ張ばり色を失っている。

　どうやらこの二人は、今の台詞せりふで大公が何か覚悟を決めていることを理解したらしい。

　その覚悟の内容については、聞いても教えてはくれないのだろうなと蓮弥は溜ため息いき混じりに考える。

「だから～、できる限り急いでお願いしたいかな～」

「分かった。今回は……加減無しでやる」

　今までに無い程に、真しん剣けんな声で言い切った蓮弥であったのだが、今まで加減とかしてたのか！　と言う無言のツッコミを大公以外の全員から受けてたじろぐ。

　今までを実際に目にはしていない大公だけが、なんだか不思議そうに蓮弥を見たり、そのほかのメンバーを見たりしていたが、やがて視線を蓮弥で止めて。

「そうそう。実はお尋ねしたいことがあったの～。こんな機会じゃないと聞けそうに無いから聞いてもいいかな～」

「なんだ？　答えられることなら、答えなくもないが」

　そんなに今まで自重せずにやってきただろうかと首を捻ひねりつつ自分の行動を省みていた蓮弥は、大公の言葉にあまり深く考えずに答えた。

「孫の顔って、何い時つ頃ごろ見られるかしら～？」

「は？」

　なにかとても今の雰囲気にそぐわない言葉を聞いた気がして、蓮弥が問い返す。

　大公はニコニコ笑え顔がおを浮うかべつつ、じっと蓮弥を見つめながら再度尋ねた。

「だから～孫の顔をね～」

「なんで孫？」

　どこからそんな話になったのか、皆かい目もく見当のつかない蓮弥であるが、大公は構わずに話を進めていく。

「レンヤさん的に～本命はシオンちゃんなの？」

「おい、会話しろ」

「レンヤさんの周囲には、可愛いコが一杯だから、目移りするわよね～。うちのシオンちゃんなんてお薦めだけど、メイリアちゃんも良いお嫁さんになると思うのよ～」

「それは娘の売り込みなのか？」

　呆あきれる蓮弥であるが、売り込まれた側のシオンはまんざらでもないようであったし、メイリアは再度テーブルに突っ伏してしまっている。

「でも無む理り強じいは良くないわね～。なにせローナちゃんはおっきいし～、そこのエルフさんは希少価値だし？」

「迂う遠えんに貧乳と言われた……」

　がっくりとクロワールが項うな垂だれる。

　しかし反論はできない。

　多少のふくらみなど、無いものと主張してしまえる大質量が目の前にあるのだから。

「そこのサイドテールの子は……並ね～」

「何か文句でもあるのかねぇ？」

　引きつった笑顔で返しつつ、何故かエミルの視線は蓮弥に向いている。

　蓮弥は俺の方に振るな、と視線だけで答える。

「手当たり次し第だい手を出したら駄目ですからね～。ところで36歳未亡人についてどう思う～？」

　軽くしなを作りながら、流し目などしつつ尋ねられて、蓮弥は声を荒らげた。

「知るかっ！」

「張りとボリュームなら、ローナちゃんにも負けないんだけど～」

　むにっと胸を持ち上げて見せる大公。

　慌あわてて蓮弥は明後日あさつての方向へ視線を飛ばし、大公に指をつきつけた。

「張り合おうとするな。旦那に操をたてとけ」

「え～……」

　不満そうな大公陛下ではあったが、蓮弥は取り合う気は無かった。

　なんだかこれ以上、取り合っていると危険なツボにはまりそうな気がしたからだ。

「私、レンヤをお父さんとは呼びたくないんだが」

「シオン姉様に同意」

　シオンとメイリアが、心底嫌いやそうな顔でぼそぼそと呟つぶやいている。

「お前らは姉妹揃そろって何を心配してる!?　今は戦争に集中しろ！」

　一応、負ければ首都陥落、大公は処しよ刑けいされて国は滅亡するだろう現状を、こいつらは本当に理解しているのだろうかと首を捻る蓮弥であった。







　曇天の下、地面を覆い尽くすかのように陣じんを展開している聖王国＝諸国連合軍10万の兵士。

　対たい峙じするのはトライデン公国軍３万であり、こちらは外がい壁へきに囲まれた首都トライデンに篭こもり、防戦の構えだ。

　状じよう況きようからして、この一戦に負けた時点でトライデン公国はいきなりほぼ滅亡と言う状態に追い込まれてしまうのだが、これには一応のわけがあった。

　そもそも、トライデン公国自体が人族の大陸側から攻せめられると言うことを想定していないのがその理由だ。

　人族の大陸における対魔ま族ぞく戦の盾として存在しているトライデン公国と言う存在は、人族の諸国からしてみれば、攻める意味も価値もない国だった。

　特に豊かなわけでもない。

　強いて言うならば、魔物の数だけは大陸随一と言えたが。

　何か特別な産業があるわけでもない。

　こちらも強いて言うならば、魔石の産出量だけは大陸一と言えた。

　位置的に常に魔物の脅威に晒され、魔族との戦争になればどの国よりも早く被ひ害がいを受け、一番最後まで被害を受け続ける、いわば貧乏くじを引き続けるような国だった。

　建国した何代か前のファタールさんが大陸中から、あいつ馬鹿なんじゃね？　と言われるような立ち位置にいる国をわざわざ攻めよう等と考える国はいない。

　そんな国を、今まさに攻めようとしている連合軍は、言うなれば大陸中に馬鹿を晒さらしていると言う言い方もできる。

　もっとも参加している兵士やら、軍を出した各国の首脳部を責めるのは少々むごいかもしれない。

　なにせそれを望んだのは、人族の最高にして最大の戦力である勇者その人だからだ。

　事ここに至って、ようやく諸国は気がついていた。

　今回の勇者って、すごい馬鹿なんだ、と。

　気づいた時には既すでに手て遅おくれであり、勇者にいれこんでしまっていた各国は引き返しの利かない所まで踏ふみ込んでしまっていた。

　後はいかにして自国に及およぶ被害を少なくするのかと言うことだけを追求することになるのだが、この辺りの事情に関してはトライデン公国側も、あらかじめ掴つかんでいる情報であった。

　それだけに、聖王国以外の参加各国については、あまり強く追及したくないといった思おも惑わくがある。

　なんとなく気持ちは理解できるのよ～と言ったのはファタール大公陛下だ。

　勇者と言う御お神み輿こしが来て、戦争と言うお祭りの中に放り込まれてしまって、冷静にものを考えることもできずにのぼせあがってしまったのだろうと。

　このへんのくだりは蓮弥からしてみれば、嫌に物分りが良すぎるんじゃないかと思う所なのだが、こればかりはトライデン公国の最高権力者の意向がそうなのだから、蓮弥などが口を挟むべきことでもない。

　そういった様々な面めん倒どうな事柄については、専門の人に全すべて任せるのが良いだろうと蓮弥は思っている。

　自分はあくまでもただの剣士であり、政治家ではない。

　政治と言う、蓮弥からしてみれば奇き妙みよう奇き天て烈れつ摩ま訶か不思議な世界を理解してどうにかしようとすること自体、無む駄だな努力だとしか思えないのだ。

　それでも、確実に分かっていることがある。

　この戦争において、一秒でも早く勇者を倒すこと。

　それだけが現状自分にできる最善だろうと、蓮弥は都市を取り囲む外壁の上に陣じん取どり、地面を埋うめ尽つくしている連合軍へと視線を向けている。

　その隣には。

　背中にたなびく真紅のマントを翻ひるがえし、胸の前で腕うでを組み、傲ごう然ぜんと眼下を見下ろしつつ立っている鎧よろいの姿があった。

　お前どこからそのマントを調達してきたんだと問い詰つめたい蓮弥であったが、さして重要な事柄でもないように思えたので放置している。

　両足を肩かたの幅はばに開き、堂々と立つ鎧の姿は何故だかすごく主人公っぽい気配を醸かもし出していて、理不尽にもその周囲にいる人物が強制的に脇役化してしまうような威い厳げんを振り撒まきまくっていた。

「なぁおい。そこの主人公っぽい鎧さんよ」

　鎧に声をかけるというのもどうなんだろうと思いつつ、周囲に他ほかの兵士の姿もないので蓮弥は鎧に話しかけた。

　周囲に兵士の姿が無いのは、鎧の雰囲気の不気味さに皆近づくことを嫌がったからだ。

　この不気味すぎる鎧は一体なんなのですかと兵士に問われて、蓮弥は苦し紛まぎれにこう答えた。

「アイアンゴーレムだ」

　アイアンゴーレムが聞いたら全力で抗議するであろう言葉を、蓮弥はきっぱりと真顔で言い切った。

　少なくともアイアンゴーレムは、中身にあんなどす黒い何かが詰まっていたりすることはないし、少なくとも自前のマントをどこからともなく用意してくるような真ま似ねをすることもない。

　だが、これは一体何なのですかと問われて、他に答えの用意もない蓮弥だ。

　一応、鋼が基本素材であるし、生き物でもないはずなのでおおよそ嘘うそを言っているわけでもない。

　それでも真実とは遠くかけ離はなれているであろう蓮弥の返答に、兵士達は引き攣つった笑いを浮かべ、それ以来近づこうとはしなかった。

「なんと呼べばいいんだか分からないそこの鎧さんよ」

　呼ばれた鎧は、組んだ腕を崩すことなく、鷹おう揚ように上から蓮弥を見下ろす。

　蓮弥がその鎧の傍かたわらに、しゃがみこんだ姿勢でいるために自然とそうなったのだが、その仕草がむかつくほどサマになっていて、蓮弥は拳こぶしで鎧のすねの辺りを叩たたいた。

　もちろん、鎧が痛がるはずもない。

　ごんごん、と鈍い音を立てさせながら、蓮弥は答えるはずもないだろうなと思いつつ、尋ねてみた。

「そこで敵軍を見下ろして、勇者の位置なんか分かったりしないかね？」

　尋ねながらも叩くのを止めようとしない蓮弥を、しばらく見下ろしていた鎧は、やがてまた顔を敵軍の方向へと向けると、ゆっくりと組んでいた腕を解いてびしっとその敵軍の一点を指差した。

　まさか反応すると思っていなかった蓮弥が、その光景を呆ぼう然ぜんと見守る中、鎧の指し示した一点が目を射るような閃せん光こうを放った。

　その閃光の正体も分からぬままに、蓮弥が無詠唱で魔ま術じゆつを解き放つ。

「〈轟ごう雷らい〉!!」

　天空より地面へと突き刺ささる一条の雷が、連合軍から放たれた閃光と交わった瞬しゆん間かん。

　轟音と共に連合軍と都市の外壁の表面に、辺りを揺るがすほどの衝しよう撃げきが叩きつけられた。

　散らされた閃光が外壁の表面を浅く傷つけ、雷の余波が連合軍の兵士達の間を走り抜ぬけて何人かを昏こん倒とうさせる。

「おやおや……まじでいやがったぞあの腐れが……」

　立ち上がりながら腰こしの刀を抜き放ち、歯を軋きしらせる様に呟く蓮弥。

　その足元である外壁の下では、防御担当の兵士達が青い顔をして走り回っていた。

「なんなんだ今の攻こう撃げきは……」

「結界で強化してある外壁を、余波だけで切り裂きやがったぞ」

「これが……これが勇者の力……」

　味方にあって心強い者は、敵に回ればこれ以上ない脅威となる。

　トライデン公国の兵士達は改めて勇者の力のすさまじさに驚いていた。

　しかし、それと同時に別な思いを抱いてもいる。

　そのすさまじい勇者の力に匹ひつ敵てきする一いち撃げきを見せた味方である蓮弥の姿を見た者達だ。

「信じられねぇ。あの男……勇者の攻撃を防ぎやがったぞ」

「勇者と互角って……魔ま王おうか、あれ」

「これが……これが魔王の力……」

　いつもならば、外壁の強化に力を貸したり、魔王呼ばわりしている兵士達に突っ込みをいれる蓮弥なのであるが、今回に限っては加減なしを公言している。

　つっこみたい気持ちを抑えて、術式並列起動を開始。

　使う魔術は先ほどと同じく〈轟雷〉。

　勇者がいるであろう辺りを中心として、八条の雷撃を集中させて叩き込む。

　風系の魔術の最上位に位置するこの魔術を同時に八発も叩き込める術者は、人族の大陸に魔術師は数知れずといえども、ほぼ皆かい無むのはずだった。

　その使える者がほぼ皆無のはずの攻撃が、先ほど壁かべを襲ったのと同じ閃光の一撃と、それに付随したなんらかの防御結界に散らされるのを見て、蓮弥はわずかな違和感を覚える。

　閃光は勇者の攻撃だとしても、それに付随した防御結界はおそらくは連合軍の中にいる魔術師達たちが力を合わせて起動したものだろう。

　ただ、蓮弥の魔術と言うものは幼女神様からのチート技能に加えて、ずっと行い続けている魔力強化の訓練による膨ぼう大だいな魔力を注ぎこんだものだ。

　その辺の魔術師が１００や２００集まった所で、防ぎきれるような代しろ物ものではないことくらいは蓮弥も理解している。

　それがあっさりと、しかも勇者の攻撃に相殺されたものを除けば七発分も防御されてしまった。

　実は俺おれって大したことがないんじゃないだろうかと、魔術を放った自分の手をじっと見る蓮弥に、エメラルドドラゴンからの思念が届く。

〈妙だぞレンヤ。今の防御はおかしい〉

「やっぱり何か仕し掛かけてるか？」

〈おそらく。お前の攻撃に属性をあわせ、数百の魔術師が全く同じタイミングで一斉に力を合わせて防いだ。人族にそんな能力があるとは聞いたことが無い〉

　エメラルドドラゴンには上空から戦況を見守らせる為に、トライデンの街の上を旋回してくれるように蓮弥がお願いをしていた。

　そのドラゴンの目からは、そんなにタイミングを揃えて同じ魔術を使いこなす魔術師の一団は異様に見えたようだ。

「また妙な能力でも使ってるのか？　全く勇者と言うのは忌々しい……」

　自分の持っている技能は棚上げして、勇者の技能を忌々しいと形容してしまう蓮弥である。

　勇者が蓮弥のことを聞いたら、ほとんど同じ感想を抱くであろうことは予想するに難くない。

〈気をつけろ。おそらく勇者が使っているのは〈隷属〉系の技能だ〉

　ドラゴン曰いわく、隷属の技能には作成と契けい約やくの二つがあるのだと言う。

　能力としては作成は契約の上位互換技能であり、契約が様々な制約や契約数の上限があるのに対して、作成は面倒な制約が無く、作成数上限が多いか、無いらしい。

　勇者のチートっぷりから察するに、技能としては上位に位置する隷属作成の方だろうと蓮弥は見当をつける。

　しかも作成上限の無いチートバージョンだろうと。

　先日の会議の席で、大公が言っていた台詞が蓮弥の脳裏に蘇よみがえる。

「そんなことはさ～、勇者自身も分かってるんじゃないかな～。だったらさ～、それに対する策を持っていると思うのが普通だよね～」

　これがそれか、と蓮弥は苦虫を噛み潰したような表情で舌打ちをした。

　勇者は自分が斃れれば、雲うん散さん霧む消しようするであろう連合軍をどうしたらいいか考え、連合軍を構成する兵士全てを隷属化することで、自分の意思の下に統一させてしまったのだ。

　勇者一人を倒せば、終わる事に変わりはないのだが、その勇者が倒されるのを阻止しようと10万の軍勢が一つの意思の下に動くのだ。

　いわば、人と言う細胞で作り上げた巨きよ人じんを相手にしているようなものである。

　しかも急所である勇者が、構成する細胞の中で一番強いと来ている。

「トライデン公国の兵士達たち！　防御は任せた！　レンヤ＝クヌギはこれより敵軍に斬り込む！」

　できれば連合軍の兵士はなるべく殺したくはない。

　その想おもいは変わることはなかったが、そうも言っていられない状況になってしまっている。

　どのくらい殺せば、勇者に辿たどり着くのか。

　考えたくないその考えを振り払うかのように、蓮弥は外壁の上から飛び降りた。

　その後を追って、鎧がまだ腕うで組ぐみをした状態のまま外壁の上から飛び降りる。

　蓮弥達のいなくなった外壁の上に、わらわらとトライデン公国軍の兵士達が姿を現した。

　分厚い盾に身を隠し、大量の矢を携たずさえた彼かれらは外壁の上から弓矢による防護射撃を行う弓兵達だ。

　蓮弥は風の魔術と膝ひざのクッションを駆使して、10ｍ近い高さの壁から音も無く着地したが、鎧の方はそうはいかない。

　両りよう腕うでを胸の前で組み、両足を肩かた幅はばに開いた格好のままで地面へと降り立ってしまう。

　相当な衝撃と共に着地と言うよりは激げき突とつする勢いで地面に降り立ったが、元々の頑がん丈じようさのおかげなのかその衝撃が堪こたえた様子は全くない。

　ただ、物音だけはかなり大きな音を立て、その音を合図にしたかのように連合軍がトライデンの都市目め掛がけて進軍を開始し、迎むかえ撃うつトライデン公国軍が篭る都市から無数の矢と魔術が放たれた。

　ここに、勇者率いる連合軍と、トライデン公国軍との戦せん闘とうの幕が切って落とされたのである。







第五章　戦争突入らしい







　剣林弾雨、と言う言葉がある。

　厳密に言うと四字熟語ではなく、二字熟語を対にして作った四文字の表現方法による言葉らしいのだが、その言葉は今まさに自分が置かれている状況を言い表しているのだろうなと蓮れん弥やは走りながら思った。

　前には無数の兵が武器を持って待ち構えており、前からも後ろからも雨あめ霰あられと矢が降り注ぐ。

　前から来る矢は敵軍の矢であるが、後ろから来るのは防護射撃中の友軍のものだ。

　一人、と言うか正確には一人と一体と言う形で敵軍に突っ込んでいる以上は、蓮弥自身が味方の軍の攻こう撃げき範はん囲いに飛び込んでしまっている状態なので、文句の一つも言える身分では無かったが、前からも後ろからも攻撃される状況と言うものは、言うまでもないが好ましい状況とは言えない。

　風を読む。

　一言で言えば、実に使い古された陳腐な表現かもしれないが、蓮弥は今まさにそれを行っている。

　耳に届くわずかな風切り音の大小から、自分に当たるであろう矢の軌道だけを感じ取って切り払う。

　もしくは肌に触ふれる風の感覚で、見えているものやら見えていないものやらを紙一重で回避していくのだ。

　やれと言われれば、この世界におけるどんな達人とてしり込みするような作業を、蓮弥は顔色一つ変えることなく、淡たん々たんと行いながら突とつ進しんする。

　背後を走る鎧の存在が、蓮弥にわずかではあるが余裕を与えていた。

　ワイバーン等にぶつけても凹へこむことすらなかった肉厚の装そう甲こうは、弓矢の威い力りよく程度で貫つらぬけるはずもない。

　その身体の陰かげとなる部分は、蓮弥にとっての安全地帯となるからだ。

　それでもその安全地帯は、それほどの広さがあるわけでもない。

　戦闘とは、互いの空間の削り合いである、という考え方がある。

　だとすれば、現状自分に許されている空間は非常に少ないと蓮弥は苦々しく思った。

　被弾も覚かく悟ごせねばなるまいと、気を引き締め直した所で背後を走っている鎧が、蓮弥の肩をトンと一つ叩いた。

　それが何かに対する注意喚起である、と理解した蓮弥の視界の先に、あの閃光が輝く。

　まさかと思う反面、アレならばやりかねないだろうなと思いつつ、体内の魔力を練り上げて自分の前方へ盾を形成する。

　途と端たんに、敵軍の中から一条の閃光がほとばしり、蓮弥が作ったばかりの盾へ突き刺さった。

「色々と、信じられない奴やつめ……」

　勇者の意思の下に操られている兵士達は、一応は回避しようとしたらしかった。

　それでも、無数にいる兵士の全てが攻撃の前に回避を終えたわけではない。

　その状態のまま、勇者は光の一撃を蓮弥へ向けて放ったのである。

　射線は確保されていたのか、巻き込まれた兵士の数はそれほどでもないように蓮弥には見えたが、それでも勇者が味方の兵士ごと蓮弥を攻撃したきたと言う事実に変わりは無い。

　その一撃は、巻き込まれた兵士達を切り裂き、蓮弥が作り上げた魔力の盾と相殺されて消えた。

　その手ごたえから蓮弥は、勇者が以前戦った時かなり手加減をしていたのか、もしくはあれから相当能力的に成長したらしいことを感じ取る。

　お返しにと蓮弥が放った〈風刃〉の魔術は、数人を切り裂き、無数の鎧と盾に阻まれて消えてしまう。

　どうやら、貫かん通つう力と言う点においては風系の魔術は勇者の使う光の攻撃に大きく劣ってしまうらしい。

　そんなことを考えていた蓮弥は、人の波に行く手を遮さえぎられて小さく舌打ちをする。

　相手はそれこそ味方の被害も考えずに、貫通力の高い攻撃を蓮弥目掛けて撃ち込むことが出来る。

　蓮弥の位置が分かるのは、隷属している兵士達から情報を吸い上げているせいなのだろうと蓮弥は予想している。

　攻撃自体は光のように見えるが本当に光なのかどうかは食らってみても分からない。

　だが、その攻撃速度は間ま違ちがいなく光に準ずるようなもので、攻撃自体を見てから回避はほぼ不可能。

　撃たれる瞬間のなんとなくの気配か、攻こう撃げき力のある光より先に発射元らしい場所が一いつ瞬しゆん光るのを見て防御する以外にないのだが、勇者の姿が視し認にんできていないので、これもなかなか蓮弥にとっても難しいことだ。

　さらに勇者の攻撃を回避すると言う選せん択たく肢しが取れない。

　計算してなのか偶ぐう然ぜんなのかは判断できない部分ではあったが、勇者の攻撃は勇者とトライデンの都市との射線上に蓮弥を捉とらえた形で行われていた。

　これは蓮弥が回避行動を取った途端に、今度はトライデンの都市を囲っている外壁へ勇者の攻撃が届くことを意味していた。

　連合軍が、外壁に囲まれている都市を攻撃するというのに攻城兵器らしきものを持っていなかったのを蓮弥は少しだけ気にしていたのだが、勇者の攻撃力を以もつてすればそんなものを使わなくても外壁を破は壊かいすることはわけがないのだろう。

　つまり蓮弥は、一方的に攻撃し続けてくる勇者の攻撃を、ひたすら受け止めざるをえないという状況だ。

　トライデン公国軍は、数では大きく連合軍に負けている。

　外壁が無くなれば、そこから一気に崩くずれるだろうことは予想に難かたくない。

　そんなことを考えつつも、ほとんど反射的に蓮弥の右手は刀を振ふっている。

　突き出された槍やりや剣をまとめて薙なぎ払はらい、近くにいた兵士を袈け裟さ懸がけに斬り倒す。

　噴ふき出す血ち飛沫しぶきすらかわして、別の兵士の胸へ一撃突きを入れ、引き抜く動作からそのまま別の兵士を脳天から唐竹に割り斬きる。

　瞬時に二人倒しても、その開いた穴を他の兵士が埋めてしまう。

　埋めに来た兵士も、すぐさま斬り伏せて蓮弥が叫さけんだ。

「邪じや魔まだ！」

　無詠唱で落ちる〈轟雷〉の魔術。

　直ちよく撃げきと余波で数十人の敵兵を一瞬のうちに黒コゲにする威い力りよくであったが、その穴もまたすぐに兵士が補ほ充じゆうされて埋められてしまう。

　幾いく分ぶんは前進しているが、どうしてもその歩みは遅々として捗はかどらない。

　補充された兵士を斬り倒す蓮弥の心の中に、わずかにだが焦あせりが生まれる。

　どうしても厄介なのは、見えないところから撃ち込まれる勇者の一撃だ。

　それのおかげで、蓮弥は兵士達の頭の上を飛び越こえていくことや、大規模な魔術を使用することができずにいる。

　地面の上で自分の足を使って動いている蓮弥は、その状態であれば勇者の一撃をどのタイミングで察知しても防ぼう御ぎよする自信があったが、風の魔術で空を飛んだり、あるいは大規模な魔術を起動させる瞬間だったりは、そちらに意識を持っていかれるせいなのか幾分反応が遅れてしまう。

　その幾分のタイムラグで、蓮弥は勇者の一撃を回避し損ねる虞おそれがあることを悟っていた。

　空を旋回しているエメラルドドラゴンの手を借りると言う案も考えてはみた蓮弥であるが、これは早々に却きやつ下かしていた。

　確かにエメラルドドラゴンの力を借りれば、相当な被害を敵軍に与あたえることができるだろうが、今度はエメラルドドラゴン自体が勇者の攻撃対象となってしまう。

　そうなれば勇者はエメラルドドラゴンをどうにかして殺してしまうことだろう。

　多少はてこずるのかもしれないが、魔王と戦うために召しよう喚かんされた勇者がエメラルドドラゴンに引けを取るとは、蓮弥には到底思えなかった。

〈風刃〉の魔術が、蓮弥に近づこうとしていた兵士達の体中を切り裂さく。

　巻き上がる血と悲鳴の隙すき間まに身体を割り込ませるようにして前進する蓮弥の周囲で、悲鳴を上げていた兵士達の首が飛んだり、身体が斜めにずれて二つに分かれたりと様々な様相を呈しつつ斃れていくのだが、斃れて空いた分の穴を、すぐに次の人の波が埋める。

　それをまた刀で切り裂いて、蓮弥はふと斬り倒した兵士の身体が足元にあまり転がっていないことに気がついた。

　思考しつつではあるが、相当な数の兵士を斬り倒し、焼き焦がしているはずなのに、転がっているべきはずのものが無い。

　次々と襲おそい掛かってくる攻撃を、捌さばき、弾はじき飛とばして斬りつけつつ、ちらりと背後を振り返ってみれば、あの鎧が自分の胴鎧の留め金を外し、さらけ出した内部へとせっせと蓮弥が倒した兵士の身体からだを掴んでは押し込み、押し込んでは掴みしているのが見えた。

　息の絶えた兵士の身体は、鎧の内部にあるなにか黒々としたものに触れた途端にその黒々としたものから伸のびた無数の腕のようなものに絡め取られて飲み込まれていく。

　息があろうがなかろうが、黒こげであろうが生焼けであろうが、鎧はおかまいなしに掴んではぐいぐいと自分の内部へと押しこむ。

　さらに、この不気味な行動を繰り返している鎧に攻撃をしかけてきた兵士を、そのまま捕まえてはじたばたともがくのも構わずにこれも自分の中へと押し込む。

　絶叫を上げて逃れようとする兵士の身体を、やはり真っ黒な無数の腕が掴み、まるで小枝を圧へし折おるような音を立てながら鎧の内部へと引きずり込んでいく様子は、とてもではないがこれをゴーレムの機能の一つなどと言い張れない程ほどに不気味な作業であった。

　思わず蓮弥は、自分が戦闘中であることも忘れて尋たずねてしまう。

「お前……何してんの？」

　尋ねながらも右手の刀を操るのは止まらず、隙あらば斬りつけたり、蹴倒して踏ふみ潰つぶしたりしている蓮弥である。

　その蓮弥の問いかけに、鎧はふと兵士達の身体を捕まえる作業の手を止めて、目が無いので視線がどこにいっているのか蓮弥にはさっぱり分からなかったが、顔は一応蓮弥の方向を見ている状態で、しばらく動くのを止め、やがて何か一つの結論に達したのか、すぐに兵士達を自分の内部へと押おし込む作業を再開した。

　考えてみればこの鎧、身振り手振りはこなしはするが、しゃべるという機能を今の所使った形跡が無い。

　だから尋ねた所で答えが返ってくるわけもなかったのだが、それでも蓮弥は鎧の行動の異常さに、問いたださざるをえなかったのだ。

　鎧は、蓮弥からの問いかけになんとか答えようと思ったのだろうが、現状蓮弥に鎧の意思をきちんと伝える方法が無いので、しばらく考えた上で諦あきらめたようだった。

　そんな無駄なことに時間を費やすよりも、今は兵士をせっせと押し込むほうが重要だ、と言う結論に達したらしい。

　本来、これだけ不気味な行動をする鎧などを目にすれば、敵軍の兵士達とて幾分警戒したり、近寄ることを嫌がったりしそうなものなのだが、勇者の意思の下に隷属させられている兵士達には、勇者の命令に逆らうと言った行動を取ることができない。

　結果、わらわらと蓮弥の周囲に群がってはおざなりな攻撃を繰り返し、蓮弥の反撃でさっくりと屠ほふられて鎧に回収されると言うサイクルが延々と繰り返されると言う光景が戦場の中心にできつつあった。
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「これ……本当にキリがないぞっ!?」

　蓮弥の刀が一閃するごとに、確実に一人以上の兵士が倒たおれる。

　だが相手は総勢で10万を数える兵士達だ。

　数人や数十人倒したからといっても、焼け石に水と言う表現の域を出ることが無い。

　さらに兵士達は全てが蓮弥に向かってきているわけではなく、既に軍勢の両りよう翼よくは蓮弥がいるところを通り越してトライデンの外壁に到とう達たつしてしまっている。

　そこではトライデン公国軍の兵士達が必死に防衛戦を開始している所だ。

　いくら蓮弥が人外の戦力を誇ほこり、それを振るったからといっても10万の大軍を一人で足止めできるわけもない。

　せめて勇者本人との戦闘に持ち込めれば、と言う思いが少しずつ蓮弥を焦らせる。

「道を……」

　蓮弥の周囲に、無数に浮かぶ赤い光。

　その一つ一つにかなりの魔力を注いで、蓮弥は叫ぶ。

「開けろっ!!」

　本来は初級の火系統の魔術でしかない〈小火弾〉が過か剰じような魔力の供給を受けて、猛烈な熱量を伴ともなって飛び出していく。

　分厚い鎧ならば、直撃を受けても防御しきれる程度のはずの魔術が、鎧だろうが盾たてだろうが当たった場所にその猛烈な熱量を伝えて金属ならば赤熱させ、可燃物ならば一気に燃え上がらせて兵士達を焼く。

　たちまち人の身体が焦げる嫌な匂においが周囲に立ち込めるが、それを切り裂くようにしてまた、勇者の光の一撃が蓮弥を襲う。

　魔術放出後の隙を狙ねらった一撃ではあったが、そこを狙ってくるだろうと言う予測と、攻撃前に発生する光を視界に捉とらえていた蓮弥は危なげなくこれをまた魔力の盾で相殺させた。

「この野郎がっ！」

〈操作〉の魔術を拡大起動。

　目標は蓮弥の背後で一生懸命敵兵を集めている鎧。

　鎧は蓮弥の魔術の目標になったことをすぐに察したのか、兵士達の死体を集める作業の手を止めて、胴鎧の前を開けたまま両腕を大きく広げた。

　その行動から、自分の思惑を察しているのだと理解した蓮弥は、見えない魔術の腕で鎧の身体を掴み取ると、以前リアリスで龍りゆうを倒した時のように、その重たい身体を前方の兵士達の群れ目掛けて投げつけた。

　大きく手を広げた状態のままで、兵士達の群れへと投げつけられた鎧はかなりの勢いのまま複数の兵士を巻き込み、その身体を押し潰す。

　押し潰された兵士達は悲鳴を上げる暇ひますらなく絶命し、開いたままの胴鎧から伸びた腕に掴まれて鎧の内部へと引きずり込まれた。

　それだけではなく、巻き込まれなかった周囲にいる兵士達へも腕は伸ばされ、捕まった兵士から順番に鎧の中へと引きずり込まれる。

　慌てた周囲の兵士が鎧を斬りつけたり、突き刺そうとしたりしているが、分厚い装甲とミスリルの効果に阻まれて、逆に動きが止まった所を捕まって鎧の中へ叩き込まれていく。

　なんだか鎧の中から伸ばされる腕の数や長さが少しずつ増えているような気がする蓮弥ではあったが、今はそれを気にしているような場合ではない。

〈操作〉の魔術で鎧を保持したまま、一旦鎧を自分の近くへと引き戻もどし、再度勢いをつけて鎧を放ほうり投げる。

　途と中ちゆう一発、勇者の攻撃が飛んできたが、鎧から伸びる腕の数本が消しよう滅めつしただけで、攻撃本体は鎧の表面ではじけて消えた。

　どうやら鎧は、ミスリルコーティングの恩恵と内部に入れられている正体不明の何かのおかげで、勇者の攻撃を防ぎきれるだけの防御力を所有しているらしい。

　これはもしかすると、かなり効率のいい突破方法を手に入れたのかもしれない。

　一人一人斬り倒していくよりも、鎧でもってまとめて潰して飲み込ませる方が早そうな上に、鎧自身が倒した兵士達を取り込んで成長していくと言う一石二鳥具合に、これだと思った蓮弥はまた鎧を引き戻し、今度は自分の周囲で数回振り回して勢いをつけつつ周囲にいた兵士達を叩き伏せ、また行く手を遮ろうと集まってきた兵士達に投げつけるのであった。







　都市の外壁の頂上から、ひょいと赤いドラゴンが頭を出す。

　その口がぱかっと開かれると真紅の炎ほのおがほとばしり、火の玉と化して吐き出された。

　その玉の行方を確かく認にんすることもなく、赤いドラゴンはまた外壁の下へと頭を隠す。

　外壁の上に立ち、次々と投げ込まれる鉤かぎ爪づめ付のロープを切り飛ばしながら、シオンは玉の行方を視線で追うと、火の玉は吐き出された勢いのまま、外壁の下に群がる敵軍の一部に着ちやく弾だんして激しい炎を巻き上げた。

　直撃を食らった数人の兵士が声も無く炎の中で倒れ伏し、熱の余波がその周囲にいた兵士の身体を焼いて絶叫と共に転げまわらせる。

　頭を隠したドラゴンは少し位置を移動すると、またひょいと頭だけを外壁の上へ出し、さらにもう一発ブレスを吐はき出してからまた隠れる。

「なんか……せこい」

　切り飛ばしきれなかったロープを登ってくる兵士を、外壁の上に到とう着ちやくする前に長ちよう剣けんで切りつけ、ひるんだ所を蹴けり飛とばして真下へ叩き落す。

　悲鳴を上げながら落ちる兵士は、下で待機していた兵士達の上に落ちて数人を巻き添えにするが、彼らはひるんだ様子も無くまた、ロープにしがみつき、外壁を登ろうとしていた。

「せこいと言われましても……虎の子の騎き竜りゆうですし。それに一応レンヤさんの指示でもあるんですよ」

　手桶に入った油を、壁の上から真下の兵士達の頭の上に振りかけていたリアリスが不服そうに言う。

　ぐらぐらと煮に立たっている油はバケツリレー方式で供給されており、壁の上に陣じん取どっている兵士達が次から次へと敵軍の頭の上に降らせているものだ。

　酷ひどくもったいない気がしてしょうがないシオンではあるが、水よりも温度の高くなる油は人体へのダメージ効率という点において水より遥はるかに優ゆう秀しゆうで、しかもかけた後はぬるぬると手足を滑らせると言った追加効果が望めるので、仕方ない仕方ないと自分に言い聞かせている。

　リアリスは、トライデン公国における虎の子の戦力として、ククリカの街から緊きん急きゆうで召しよう集しゆうされていた。

　勿もち論ろん、騎竜のドラ君も一いつ緒しよにである。

　最初リアリスは華々しく敵軍の上を飛行しつつ、ブレスで敵軍を焼き尽くすものと思っており、実際トライデン公国側もそう言った運用を考えていたのだが、蓮弥にさっくり止められていた。

「虎の子の戦力を勇者の目の前に晒さらすとか、馬ば鹿かかお前ら？　最優先で叩き落されるぞ」

　この一言でドラ君の運用方法は、外がい壁へきに身体を隠しながら頭だけ覗のぞかせて敵軍へ散発的なブレス攻撃を行う砲台役へと変わったのだ。

　この場合、竜騎兵であるリアリスがドラ君の背中に乗っている意味は全く無いので、リアリスは壁で防戦中の兵士達の手伝いに回っている。

　竜騎兵だと相手にわかれば、そこに相手の攻撃が集中してしまうので、今のリアリスは国軍兵士と同じ装備を身につけていた。

　ちなみにアズはククリカの街の防衛部隊に配属されているので、一緒には来ていない。

　蓮弥が訓練したキースの部隊もククリカ残留組である。

　彼らがいればもっと楽なのにな、とシオンは思ってしまうが、敵軍の一部でも他の都市の攻撃に回ればその都市が地獄に変わるだけなので、守備に必要な兵士を残さないわけにはいかない。

　ドラ君がまた一発ブレスを吐き出した。

　高温の炎は直撃すれば人の身体など瞬く間に炭の塊かたまりにしてしまう。

　身につけていた装備も焼け上がり、金属のものは真っ赤になるか溶け出して炭に混じる。

　敵軍から弓矢による攻撃が飛んでこないのは、既すでに相当な数の敵兵が外壁に取り付いているせいだ。

　味方に当たる可能性がある攻撃をわざわざ選せん択たくするわけがないのは当然だったのだが、次から次へと上がってくる敵兵の無尽蔵さにシオンは顔をしかめる。

「これは不ま味ずいかもしれない」

「何な故ぜですか？　かなり良い感じに撃退していると思うんですが」

　尋ねたリアリスがまた手桶から油を流す。

　じゅうじゅうと音を立てて肌を焼かれた兵士がまた一人落ちた。

「下を見ればわかる」

　別の縄なわ梯子ばしごから上がってきた兵士を、壁の下へ突き飛ばしながらシオンが言う。

　言われたリアリスは、そっと壁の下を覗きこみ、シオンが言わんとしていることを即そく座ざに理解した。

　そこには次々と突き落とされ、動けなくなったり絶命したりした兵士の身体が積み重なり始めていたのである。

「屍しかばねの土台ですか……」

「いくら壁が高くても、数百も積み上げれば乗り越えてこられる足場になってしまう。普ふ通つうならそうなる前に損害の多さから軍が兵を引くものだと思うんだが」

　また一人上がってきた敵兵を、味方の兵士が突き殺す。

　時間経過と共に、壁の上に上がってくる敵兵の数が増え始めているのは死体の足場のせいで縄梯子を上がる距きよ離りがだんだんと短くなってきているせいらしい。

「焼きますか？」

　リアリスが尋ねる。

　壁の上から次々と油を浴びせかけているので、着火すればそれなりに燃えるだろうと言う考えらしい。

　シオンはしばしその方法について考えた後で首を左右に振った。

「焼いた煙けむりと匂いで、壁の上に留とどまるのが難しくなるかもしれない。それに……」

　視線を敵軍の中ほどへと向ければ、人の波がやたらと激しく動いている部分が見える。

　たまに敵兵らしい人ひと影かげが高々と打ち上げられたり、空から轟ごう音おんと共に雷が落ちたりしている場所だ。

　そのさらに先からは、何度か閃光が発生していたのだが、それらはその中ほどの部分まで到達するたびに何かに激突したように弾はじかれて散らされ、消えていっている。

　おそらくはその辺に蓮弥がいるのだろうとシオンは思っていた。

　そしてその先から来る閃光は、勇者の攻撃なのだろうとも。

「勇者の攻撃をレンヤがあそこで防いでいるようだが、あれが一発でも抜けてくれば外壁などひとたまりも無く撃ち抜かれるだろうし」

「公国軍の魔術兵の強化入りでもですか」

「たぶん。最初の一撃をレンヤが防御した時に、余波だけで壁が抉えぐられた。直撃すればその威力は比ひ較かくにならないだろう」

「それと火をつけない理由とのつながりが分からないんですが？」

「壁の外に、敵兵を積めば積むほど、それが緩衝材になるんじゃないかと思っている」

　シオンの答えにリアリスが息を呑のんだ。

　答えたシオン自身も、自分の答えの内容と答えた声の冷たさにわずかに驚おどろく。

　壁の強度に加えて魔術による強化。

　それと死体の壁でもって勇者の攻撃を耐えきれないかとシオンは考えたのだ。

　あまり褒ほめられた方法でないことは、考えたシオン本人も良く分かっているが、他ほかに壁を強化する方法があるわけでもない。

「壁を抜かれるくらいなら、乗り越える兵士の数が増えた方がまだマシだ」

「……なるほど、それなら下手に焼くよりもそのままにしておいた方がいいかもしれないですね」

　息を呑んだのは一瞬で、シオンの言葉の意味を理解したリアリスは頷うなずく。

　そうこうしている間にも、味方の弓兵が放った一撃を喉のどへ受けて落ちていく敵兵の姿がある。

　また一人分、土台が高くなっていく。

「でもそれだと、時間経過と共に味方の負担が増えていく一方ですね」

「ありがたいのはかなりの数の敵兵が、レンヤの敵陣突破を防ぐ為ために集中していることなのだが……そのせいでレンヤが足止めされてしまっているのが痛い」

　上空を飛ぶエメラルドドラゴンからの念話により、定期的に蓮弥の様子はシオン達に伝えられている。

　それによれば、かなりの位置まで蓮弥は敵陣に食い込んではいたが、そこから先へ進むのに敵兵による肉の壁と、単発ではあるが勇者からの攻こう撃げきによって進撃速度が格段に落ち込んでいるらしかった。

　視線を再び、蓮弥がいるであろう場所へと向ければ今度は人よりもやや大きめの人影が高々と浮かび上がり、相当な勢いでもって敵兵の群れへと叩たたきつけられる所だった。

　同時に何か真っ黒な、細い腕うでのようなものが四方八方へ伸びていき、敵兵の群れの中から何人か引っこ抜ぬいて引き寄せていっている。

　あの腕の正体は何なのか。

　あまり知りたくないなと思うシオンではあるが、今はその不気味な何かにすら縋すがりたい気持ちだった。

「レンヤ……」

　急いで欲ほしいとも、がんばって欲しいとも、シオンは口にできない。

　敵軍の大将を単独で屠りに行く等と言う普通に考えれば自殺行こう為いに等しいことを担当してもらっている以上は、そこから先のことを口にするのはあまりに強欲すぎるとシオンは思う。

　今はただ、彼を信じて防御に徹するしかないのだと。

　それでもシオンの頭の片隅には、母である大公が持っていると言う代案のことがこびりついて離れない。

　蓮弥が勇者を倒すのが遅おくれれば、大公はその代案を実行へ移すと言っている。

　もしそうなれば、何かとても悪いことがおきる気がして仕方がないのだ。

「私にも……貴方あなたの傍かたわらで戦うだけの力があれば……」

　無いものを望んでみても仕方がない。

　それでもそんなことを考えて口くち惜おしさを覚えてしまうのはどうしようもないことだった。

　そのやるせなさを登ってくる敵兵達へと八つ当たり気味にシオンは向けることにする。

　一方、蓮弥は蓮弥でこちらも時間経過と共に酷い有様になりつつあった。

　最初のうちは血飛沫などを避よける余よ裕ゆうもあったのだが、あまりにも遅々として進まぬ歩みに業ごうを煮やした蓮弥は、もはやなりふり構ってなどいられるかとばかりに立ちふさがる敵兵達を斬り伏せ始めている。

　人の波にわずかにでも空白ができれば、そこへ無む理り矢や理り割り込んで行き、空白が出来なければ鎧よろいを叩きつけてから、さらにその鎧を自分の身体で敵陣の奥おくへと押し込みつつ無理にでも前進し続ける。

　避けようともしない血飛沫のみならず、かする程度の攻撃ならばどうやらフラウ特製の服が防いでくれるらしいことに気付いた蓮弥は、回避行動をまともに当たりそうな攻撃だけに絞って意識を前進することだけに集中していく。

　頭を割り、首を飛ばし、四肢を斬って胴を薙ぐ。

　噴き上がる血なのかそれとも別の何かなのか分からないものの隙間を縫うようにして蓮弥は進む。

　それを押し留めようとして突き出される無数の刃やいばを刀の一いつ閃せんで切り払い、お返しにと叩き込まれるのは無数の〈小火弾〉。

　一発一発に〈小火弾〉とは名ばかりの大量の魔ま力りよくが注ぎ込まれたそれは、出現するだけで周囲の空気の温度を急上じよう昇しようさせ、着弾すればそのまま生きる松明たいまつが数十本出現することになった。

　その松明の炎を揺ゆらして大気を切り裂く〈風刃〉でまた数十人が倒れ、トドメとばかりにその上から複数の〈轟雷〉が降り注ぐ。

　ばたばたと倒れていく炭と化した死体を、踏ふみ潰すようにして敵兵達が空いたスペースに殺到しようとするが、突如として巻き起こった強風が渦を巻き、その身体をわずかな抵抗すら許さずに攫さらって宙へと舞い上げる。

　蓮弥が以前ダウンバーストを引き起こすために使った魔ま術じゆつの通常バージョンである〈竜巻〉の魔術だ。

　不用意に蓮弥との間合いを詰つめようとした兵士達が次々にこれに捕まり、天高く打ち上げられていく。

　一度打ち上げられた兵士達の身体は、すぐに竜巻の効果範はん囲いを出てしまい、そうなればあとは重力に捕まって地面へと叩きつけられるだけだ。

　打ち所が良くても行動不能に陥り、悪ければそのまま即そく死しする。

　そうやって作り上げた空間へ、蓮弥は身を滑り込ませて前進した。

　またそれを押し戻そうとする人の波へ、蓮弥の後方から勢いをしっかりとつけた鎧が飛んで来る。

　カウンター気味に人波へと突っ込んだ鎧から無数の黒い腕が伸び、鎧に飛び込まれた衝しよう撃げきをまともに受けた兵士やら、そうでない少し離はなれた所にいる兵士やらを鷲わしづかみにして開きっぱなしの胴鎧へと引きずり込む。

　途端に湧き上がる悲鳴と絶叫。

　ぼりぼりと肉も骨も金属もまとめて噛かみ砕いていく鎧の内部にある黒いもの。

　慌あわてて鎧から距離を取ろうとする敵兵達たちに向けて、今度は鎧が兜かぶとの面めん頬ぽうを上げるとそこから細く尖とがった何かが無数に打ち出されて敵兵へと突き刺ささる。

　それは粉々に砕くだかれた骨や、同じく砕かれて破は片へんとなった鎧の残骸だ。

　喰くらったばかりのそれらを凶器と化して、吹き矢のように撃ち出したのである。

　それは敵兵の鎧を貫くほどの威力は持ち合わせてはいなかったが、鎧に覆おおわれていない部分にはめちゃくちゃに突き刺さっていく。

　たまらずに転げまわる敵兵達を、踏み込んできた蓮弥の刃が斬りつけ、踏み潰して絶命させた。

「後……どのくらいあるんだよ……」

　戦闘が開始されてから、どのくらいの数を斬ったのか、蓮弥はもう分からなくなっていた。

　蓮弥の技術をもってしても、これだけ短時間に大量に斬りつければ刃には血のりが付着しはじめる。

　それを鋭するどく一振りして飛ばし、油断なく視線で敵兵を牽制しつつぼやくようにひとりごちれば、蓮弥の背後を守りながら地面に転がっている兵士の死体を淡々と回収していた鎧が蓮弥の肩かたをちょいちょいと突つついてから蓮弥の前方、人波の向こうを指差す。

　並ぶ兵士達の間に見えるわずかな隙間。

　その向こうにほんのちょっとだけ見える人影。

「おや……」

　見えた部分は僅わずかであったが蓮弥の視界に捉えられたそれは、以前聖都を訪れた時に見たような記き憶おくのあるものだった。

　思わずと言った感じで、蓮弥の唇くちびるが歪ゆがむ。

「そんな距離まで来ていたか……逃にげるんじゃないぞ、勇者ぁあああっ!!!」

　絶叫しつつ起動するのは並列起動技能による〈轟雷〉と〈雷撃〉の二つの魔術。

　天から落雷の如く降り注ぐ複数の〈轟雷〉と本来は術者が指定した方向に真まっ直すぐに飛ぶ〈雷撃〉を蓮弥を中心とした全方向にばら撒まけば、辺り一帯は耳をつんざくような音を立てる無数の雷に埋うめ尽つくされる。

　視界の端でちゃっかり敵兵を盾にして、鎧がその無差別な雷の攻撃をやりすごすのを見ながら、かなりの広こう範はん囲いに及およぶ兵士達を薙ぎ倒した蓮弥は、その空白となった空間の中で唯ゆい一いつ立ち尽くしている人影に、にっこりと笑え顔がおを向けた。

「やぁ勇者くぅん……やぁっと……見ぃつけた」

　底冷えのするような声で言う蓮弥の耳に、勇者が確かに小さく舌打ちをするのが聞こえた。










「おい鎧ぃ！」

　呼ばれた鎧が何故だかびくっと全身を震わせる。

　蓮弥の全方位攻撃で焼け焦げてしまった兵士達の死体をいそいそと自分の中に詰め込む作業を中断して、蓮弥の方を向く鎧に、蓮弥は人差し指をつきつけて言った。

「周辺の兵士をなんとかしろ！　一騎打ちの邪魔をさせるな！」

　命じられた鎧はその場でびっと敬礼してみせると、開きっぱなしの胴鎧の中から真っ白な腕がずるりと出てくる。

　まるで何かの出入り口のように、鎧の銅部分から出てきたのは全身が真っ白で硬そうな身体の人形だ。

　よく見れば、その身体は細かく粉砕された骨のようなものの集合体で、先ほど鎧が攻撃に使うために吐き出していた骨片や鉄片が寄り集まったものだと分かる。

　身体のあちこちに、うっすらと黒い霧のようなものをこびりつかせたそれは、身長こそ鎧よりもやや低いくらいであったが、がっしりとした体つきをしており、手にはただの長方形の鉄板に柄をつけた羽子板のような武器を握にぎり締しめていた。

　そちらもよくみれば、板金鎧や折れた長ちよう剣けん等などを平らに叩き潰して形成しただけのものだというのが分かる。

　胴鎧の部分から這はい出してきたそれは、頭から地面へ一度落ちるとゆっくりと立ち上がり、近寄ってこようとしていた敵兵達に手にした武器を振りかざして猛もう然ぜんと襲い掛かかる。

　這い出してきた数は一体ではない。

　次々と鎧の縁ふちに手をかけて、身体を引きずり出してくる人形達の姿は、酷く不気味だ。

　しかもその人形達が、出てきた途端に無骨で雑な造りの武器を手に襲い掛かってくるのだから、敵兵側としてはたまったものではない。

　その手に握られている鉄板のような武器は、武器で受ければ武器が折れ、盾で受ければ盾がひしゃげ、身体に当たれば軽々と敵兵の身体を吹き飛ばしていく。

　たちまち巻き起こる悲鳴と罵声を背に、蓮弥は刀を片手に勇者へと斬りかかる。

　邪魔するものさえいなければ、ある程度の間合いなど蓮弥にとっては無いに等しい。

　単騎でまっすぐに突っ込んでくる蓮弥めがけて、勇者は手にした聖剣を振るう。

　まだ剣が届くような距離では無かったが、一いつ瞬しゆん閃せん光こうが起きると蓮弥目掛けて光の一いち撃げきがほとばしる。

　その一撃は蓮弥を貫つらぬこうとして放たれたのだが、蓮弥にとっては予想の内だった。

　既に編み上げていた魔術の構成が無詠唱で起動され、天から雷の柱が降り注ぐ。

　大軍の真まっ只ただ中なかでそんな攻撃の激げき突とつがあれば、撒き散らされる余波は甚大な被ひ害がいを引き起こす。

　散らされて滅茶苦茶な方向へ飛び散る光の一撃は、無数の兵士を貫いて絶命させ、散らされた稲妻は、生者も死者もまとめて焦げ付かせる。

　余波の威力の冷めやらぬ中を、刀を振りかぶった蓮弥が走る。

「勇者ぁああああ!!!」

　光り輝く鎧に身を包み、同じく淡い光を帯びた聖剣を構えて迎え撃とうとする勇者ユウキの姿を見た瞬間に、蓮弥の頭のどこかで箍たがの外れるような音がした。

「そこを動くなぁああっ！」

　振り下ろされる一撃を受け止めようとしたユウキの顔が引ひき攣つった。

　慌てて何事か呟つぶやいたユウキの姿が掻かき消きえる。

　ほとんど同時にユウキがそれまでいた空間を縦に断ち切った蓮弥の一撃は、音も無くその一撃の延長線上にいた兵士達を根こそぎ縦に断ち切ってしまう。

　剣撃を飛ばす、と言う概がい念ねんは蓮弥の頭の中には無い。

　だが、激情のままに振り下ろされた一撃は確かに魔力を纏まとい、その一撃を飛ばしてみせたのだった。

　ただでさえ魔力の高い蓮弥の、さらに殺気をたっぷりと込めた鋭すぎる一撃は、一体どこまで飛んでいったものか分からないほどであったが、間ま違ちがいなく連合軍の最さい後こう尾びまでを切り裂いてしまっている。

　まともな思考能力の持ち主がその場に居れば、顎が外れるほどに口を開いてしまうであろう一撃の結果を、蓮弥は見ようともせずに背後を振り返る。

　勇者の短距離転移は確かに厄やつ介かいな技能ではあったが、見失う程の距離を飛べるものではない。

　蓮弥の振り返った先には、今まさに両手で聖剣を振りかぶるユウキの姿があった。

　勇者の力を全開にして、渾身の力を込めて振り下ろされる一撃は勇者の名に恥じぬ速度と威力を秘めたものであったが、箍の外れてしまった蓮弥はそれを受け止めようとするそぶりすら見せずに笑う。

　その笑う蓮弥の頭を叩き割ろうと振り下ろされた一撃は、蓮弥の頭に刃やいばを届かせること無くかなり手前の位置で見えない壁かべにぶつかったかのように止められる。

　ユウキの顔を驚愕が彩った。

「い、一体何がっ!?」

　止まった剣に再度力を込めてなんとか押しきろうとする勇者であるが、止められた刃はなにもないその場所からほとんど進む気配が無い。

「おーやおや勇者くん……止めてくれるとは優しいね？」

　小刻みに震ふるえる白刃の下に頭を晒さらしたまま、目を細めて蓮弥が笑う。

　そのにんまりとした笑顔に、ユウキは顔を引き攣らせつつも腕を引き戻し、改めて一撃を放つのだが、やはりそれもまた蓮弥の身体に届く前に止まってしまう。

　魔力を見ることのできるものがあれば、その光景に自分の目を疑ったことだろう。

　本来は魔術と言う技能を経ることで現象を引き起こすはずの魔力が、その濃のう密みつさ故に蓮弥の防ごうと言う意思に反応して防御用の結界魔術と同じような効果を引き起こしているのだ。

　魔術による結界であるならば、おそらく聖剣の一撃は魔術の構成を切り裂いて蓮弥の身体に届いていたことだろう。

　しかし今蓮弥が行っているのは、構成等されていないただの魔力の層で聖剣を受け止めると言う芸当であり、壊すべき構成が存在しない以上は分厚く濃密な魔力そのものを斬きらない限りは攻撃が蓮弥に届くことはない。

　言うまでもないが人間業ではない。

「優しさついでに、さっさと死んでくれると助かるんだよ勇者くん。手加減なしでヤってくるって言ったもんだから、時間をかけていられないもんでな」

「化け物がっ!!」

　聖剣による攻撃を諦めて、後方へと飛とび退すさる勇者。

　だがその身体が飛び退っている途中で、それよりも早く踏み込んで間合いを詰めた蓮弥の身体が勇者の懐へ潜もぐり込む。

「残念ながら遊んでもいられないんだ」

　ささやくような声と掬すくい上あげるような刃の一撃。

　必死に身をよじってかわそうとするユウキ。

　跳ね上げられた刃は音も無く振ふりぬかれ、二人の間合いが広がり、ユウキの足が地面についた瞬間。

　その左腕が付け根から、何かの冗じよう談だんのようにあっさりと切り離されて地面へと落ちた。

「ぎっ！」

「……斬り損ねた」

「ぎゃああああああああああああああ!?」

　不満げに漏もらす蓮弥の目の前で、一拍遅れて血を噴出した傷口を押さえて、噴出する血の勢いに負けるように倒れた勇者が地面の上でのた打ち回る。

　残っている右の手で傷口を押さえてみても勢い良く噴き出す血流は、押さえきれるものではない。

　指の隙すき間まから地面へと漏れ出していく血がみるみるうちに周囲を赤く染めていく。

「腕っ!?　僕ぼくの腕がぁあっ!?」

「逆袈け裟さ懸けに斬り飛ばすつもりだったのに……テンション下がるわ……鈍なまったかな？」

「うわああああああああああ！　腕ぇええええ！」

「まぁいいか。さっさと終わらせて帰らないと、大公さんが何するかわからんし」

　首を傾かしげつつ不満げに唸うなっていた蓮弥であるが、あまり時間に余裕がないことを思い出したのか、地面の上でもがきのたうちまわっている勇者へと歩みを進める。

　蓮弥が近づいてくる気配を察したのか、腕を失った痛みにもがいていた勇者が青ざめた顔で蓮弥を見上げながら、なんとか距離を取ろうと地面を蹴る。

　噴出した自分の血でぬかるんだ地面で滑りながらも、少しずつ後ずさっていく勇者。

　その顔色が悪いのは、血が足りないせいなのか、それともこれから始末されると言うことを悟さとった恐きよう怖ふからなのかは蓮弥には分からない。

「女め神がみ様っ！　助けてください！　女神様ぁっ！」

　聖剣を手放し、輝く鎧は泥に汚れて、勇者は何もない空に向かって声を張り上げる。

「僕は勇者じゃなかったのか！　この世界の人間で一番すごいんじゃなかったのか！　こんなの詐さ欺ぎだ！」

　無論、勇者の叫さけびに対する返答は無い。

　もしかしたら勇者の呼びかけにならば管理者は応じるのではないかとほんの少しだけ期待していた蓮弥であったが、当たり前かと小さく息を吐く。

　もしここで管理者が勇者の前に少しでも顔を出したならば、今回の戦せん闘とうで初めて使った飛ばす剣撃を全力で撃うち込んでやったら少しは堪こたえるかもしれないと思っていたのだが、管理者も蓮弥達の前になんらかの形で姿を現すことが危険であると言うことは、承知しているらしかった。

「まぁ気持ちは幾いく分ぶん、分からないでもないんだが」

　わけもわからず、あなたこそ救世主ですと持ち上げられて、まるでゲームの中のような異世界に送り込まれれば、舞い上がってしまう気持ちも理解できなくはない蓮弥だ。

　しかも、元の世界では想像もできなかったような力を持っているとなれば、色々と勘かん違ちがいしてしまうのも無理はないと思う。

　蓮弥とて、その気になりさえすれば人族の大陸を武力で席せつ巻けんし、世界中の美姫を集めて自堕落に遊び惚ほうけるような生活を送れないこともない。

　そうならなかったのは何故かと問われれば、単にそんなことをすれば必ずどこかで歪みが起きて自分に災難が降りかかるだろうと言うくらいのことを理解する分別があったからだ。

「選択ミスでゲームオーバーになった、とでも思うことだな。ゲーム好きだろ？」

「嫌いやだっ！　僕は勇者だ！　魔ま王おうを倒してこの世界を救い、綺麗な姫達と……」

　これ以上はあまりに無様すぎる、と蓮弥は思う。

　隷属させられているとは言え、多数の兵士の目がある場所で、勇者が口にするにはあまりにも情けなさすぎる台詞せりふだ。

　ならば速すみやかに黙だまらせてやるのも情けの一つだろう、と蓮弥は手にしていた刀を勇者の首目掛けて一閃させる。

　その刃が勇者の首に届くか届かないかと言うタイミングで。

　勇者が何事か呟いた。

「また転移か!?」

　振りぬいた刃に手ごたえは無く、地面に横たわる勇者の身体からだも無い。

　転移に成功した所で、蓮弥の視し認にんできる範囲から逃れられる程ほどの距離を飛べるわけではない。

　ただ始末されるのが数秒延びるだけの無む駄だな行為だと言うのに、それでも勇者としては使わざるを得なかったのだろう。

　もしかすればなんらかの奇き跡せきが起きて、その数秒で命が助かるかもしれないのだ。

　それは蓮弥も分かっているらしく、勇者の姿を見失うと同時に素す早ばやく周囲に視線を走らせる。

　転移先さえ見つけてしまえば、次は飛ぶ前に仕留めることができる。

　そう考えて周囲を探る蓮弥であるが、ぐるりと視線を一周させてみてもどこにも勇者の姿が無い。

　これはもしかして、いつもの短距離転移ではなくとっておきの長距離転移があったのだろうか。

　そんな思いが蓮弥を焦らせる。

「な、なんだこれっ!?　なんなんだこれぇっ!?」

　勇者の悲鳴。

　声のした方へ、刀を構えつつ振り向けば。

　どこか物凄すごく困った雰ふん囲い気きを漂わせて、頭と言うよりは兜の天辺を鋼の篭こ手てでぽりぽりと掻いている鎧の姿と。

　その開ききった胴鎧から覗のぞく漆黒の何かに、下半身がずっぽりとはまり込んでしまっている勇者の姿があった。

「え？」

　蓮弥も勇者も知らない。

　勇者が使った短距離転移の技能自体は発動に成功していたのだが、転移先の座標の確定に失敗したのだと言うことを。

　蓮弥も勇者も知らない。

　それが勇者が召しよう喚かんされてくる前に出会った管理者とのやり取りの最中に付けられてしまった〈管理者の呪のろい〉が引き起こした現象なのだと言うことを。

　唯一、それらの事情を知る人族の管理者だけが、どことも知れぬ場所から一部始終を見届けており、頭を抱えて仰のけ反ぞっていた。

「い……痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛いぃいいいいい!?」

　すっぽりと黒い塊の中に入り込んでしまっている部分から、噛み千切ると言うか噛み砕くと言うか、なんともいえない音が聞こえてくると同時に、勇者が悲鳴をあげ上半身を暴れさせつつ、鎧の縁に手をかけて身体をそこから引っ張り出そうともがく。
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　だが、がっちりとはまり込んでいる下半身はどれだけもがこうが引っ張ろうが微動だにしない。

　そればかりか、少しずつではあるが露出している上半身も飲み込まれ始めていた。

　暴れる勇者の身体の表面を、黒い塊から出現した無数の腕が這う。

　何でできているのか、結局さっぱり分からなかった勇者の輝く鎧が力任せに毟むしり取とられて真っ先に飲み込まれ、残った上半身のあちこちを伸のびてきた手が掴つかんだ。

「ぎゃあああああああああっ!!」

　勇者の身体を掴んだ無数の手。

　その指が表皮を抉り、肉を裂き、骨を圧へし折おる。

　暴れれば暴れるほど傷口は広がっていくのだが、勇者はもがくのをやめようとはしない。

「離せ！　離せ離せ離せ離せ離せ離せ離せぇえええええ!!」

　勇者の両目を、目隠しをするように黒い手が覆い隠す。

　叫ぶ口へも黒い手が殺到し、上顎と下顎へ無数の指がかかる。

　喉にも指が突き刺されていき、鎖骨に掛かった手の部分からだくだくと赤い血が噴ふき出していた。

「ひゃ……ひゃふへぇへ……」

　次の瞬間に何が起こるのか。

　なんとなく悟った蓮弥は顔を背ける。

　その蓮弥の耳に、木の枝を圧し折るような音と、濡れた雑巾を引きちぎるような音が同時に聞こえた。







幕間その２　どことも知れぬ場所らしい







　何もない、どことも知れない場所で。

　緑の髪かみに貫頭衣を身にまとった女性が、頭を抱かかえたままブリッジをすると言う珍ちん妙みような格好のまま固まっていた。

　しばらくそのままの姿勢で固まっていた彼かの女じよは、やがてぱったりと背中を地面へ落とすとそこからウィンドミルからヘッドスタンド、さらにヘッドスピンからアローバックと言う珍妙さが加速した一連の動きを披露してからようやくよっこらしょと立ち上がる。

　その表情は酷ひどく苦々しげであるが、着ている物が貫頭衣であるが故に、先程の一連の動作の真っ最中に色々と露出してはいけないものが露出していた光景の後では、真ま面じ目めな表情も台無しだ。

「私としたことが……大失敗です」

　まさか勇者を召喚したあの時に、偶ぐう然ぜんつけてしまった呪いがここに来て災いとなるとは、人族管理者にとって考えもしないことだった。

　ただ、それが無かったとしても、おそらくは勇者側が蓮れん弥やにボロ負けしていただろうことは、ほぼ確定事項だっただろうと管理者は思う。

　なんとも人格的にも能力的にも、酷いはずれクジを引いてしまったものだと、しばらく唸っていた管理者であったが、やがて吹っ切るように一つ溜ため息いきをつくと、俯うつむいていた顔を上げる。

「失敗は次に生かせばいいでしょう。まだ負けたわけではないのですし」

　ぐっと拳こぶしを握り締め、決意も新たに次の手を考えようとする管理者。

　その思考を、中断させる声があった。

「次があると思っているのですか？」

　唐とう突とつにかけられた声に、ぎょっとした表情で管理者は声のした方向を向く。

　彼女がいるその空間は彼女だけのものであり、彼女以外の存在が彼女の許しも無しにそこに入り込んでくるはずはなかった。

　しかし、声は空耳等ではなくはっきりと管理者の耳に届いている。

　そんな馬ば鹿かなと思う管理者の視線の先にいたのは、武装した一人の少女だ。

　黒髪をツインテールにし、顔に浮うかべているのはにやにやとした笑い。

　両りよう腕うでには肘まである禍まが々まがしいデザインの篭手。

　ちゃんと鎧の機能を果たしているのだろうかと疑問に思うような露出の多いブレストプレートとウェストガードの隙間からは、漆黒のチューブトップとスパッツが覗いている。

「何者ですか!?」

　誰すい何かする管理者に、とても穏やかな声が返された。

「貴女あなたの断罪者ですよ。主様の命令で来ました。大天使ギリエルと申します」

　笑えみを消し、丁寧な仕草でお辞儀をしてみせるギリエルであるが、その声音は穏やかでありながら侮蔑の色が濃い。

　管理者を見つめる視線は酷く冷たく、それは自分と対等な存在を見る目ではなかった。

「貴女達たちは調子に乗りすぎました。主様はとても落胆されております。主様が人の子に頭を下げてまでこの世界の存続に心を砕かれていると言う事実を、貴女達は理解しようとしなかった」

　淡たん々たんとギリエルは言葉を紡ぐ。

「主様の言われるリソース不足の話ですか？　馬ば鹿か馬ば鹿かしい。そんな話は今まで他のどの世界においても聞いたことがありません！」

「えぇ。そうでしょうね」

　声を荒らげた管理者の言葉を、ギリエルは素す直なおに認めた。

「つまり、この世界における現象が、主様が管理されている無数の世界における初めてのケースと言うわけです」

「そんな馬鹿な！」

「私も信じられないのですけどもね」

　無骨な篭手で頭を押おさえ、深く息を吐はき出したギリエルは驚きのあまりなのか動きの止まっている管理者を、哀あわれなものでも見るかのような視線で見つめつつ説明を始める。

「リソース不足が他の世界で起きていない、と言うわけではありません。ですがそれの起こった世界の管理者は普ふ通つうは主様からの忠告を受け入れるか、或あるいは主様にお願いをしてリソースの補ほ充じゆうをしてもらうのですよ。つまりは主様からの介入を受け入れるんです。それを貴女達は頑かたくなに主様の介入を断っただけではなく、世界そのものを盾たてにしてまで主様に逆らった。……愚かなことです」

「そんな、ことは……」

　管理者達が自分達の許可無く主による介入が行われれば、世界そのものが破は壊かいされかねないという事実を盾に取り、主の介入を無視してきたのは事実だった。

　しかし逆らうつもりまでは無い、と管理者は訴えたかったのだが、ギリエルは管理者の答えを途と中ちゆうで遮る。

「ま、終わったことなので私としてはどうでもいいんですけどね」

　両腕の拳を胸の前で軽く打ち合わせて、甲高い金属音を立てたギリエルは気分を切り替かえたかのようにぱっと明るい表情を見せた。

　その切り替えの早さにたじろぐ管理者に、ギリエルはぴっと指を突きつけて宣言する。

「そんなわけですので、貴女を罪人として処罰します。この件につきましては控訴も上告も、拒きよ否ひも黙もく秘ひも弁護士を呼ぶ権利さえ認めませんので、覚かく悟ごしてください！」

　上から目線のギリエルの宣言に、管理者の感情が昂たかぶる。

　同じ主の配下と言う立場でも、世界を任されている管理者とそうでない天使とでは存在の強さに天地ほどの差があると言うのに、ギリエルはあたかも自分が管理者よりも上の立場であるかのような話し方をする。

　それが管理者には非常に気に食わなかった。

「はっ！　天使ごときが大言を吐くな！」

　管理者が腕を一振りすると、それまで身につけていた貫頭衣が一いつ瞬しゆんにして体全体を覆うドレスのような鎧へと変化する。

　材質は全く不明ながら、緑色に統一されたそれは硬質な輝きを放ち、鎧の堅牢さを見る者へ伝えているかのようであった。

「主様より世界の管理を任され、それに見合う力を授かったこの私に！　天使ごときが断罪だと？　身の程を知れ！」

「身の程を知るのは貴女ですよ」

「私の世界で！　貴様に何ができるっ！」

　薙なぎ払うかのように水平に振られる管理者の右腕。

　その動作に呼応するかのように平らであった床ゆかが大きく盛り上がり、その一部が裂けてびっしりと牙の並んだ口を開いてギリエルに襲い掛かる。

　ギリエルの細い腰こしなど、ひと噛みで食いちぎってしまいそうなその口を、ギリエルはかわそうとする素振りすら見せずにわずかに腰を落として迎むかえ撃つ。

「せーのっ！」

　管理者によって生み出された化け物の、おそらくは顎に当たるのであろう部分で爆ばく発はつ音が響く。

　ギリエルが放ったのは、しっかりと腰の捻ひねりを加えたアッパーカットだ。

　但ただし、打ち始めと打ち終わりしか管理者の目には視認できなかった。

　あまりの速度に途中経過は見えなかったのである。

　それだけの速度で振りぬかれた拳は、化け物に仰け反ると言う行動すら許さず、出現した身体全体をその一撃だけで四散させてしまった。

「馬鹿な……」

「馬鹿は貴女でしょう？　主様から遣わされた私が、貴女に劣おとる性能なわけがないでしょうに？」

「そ、そもそも。何な故ぜ主様の干かん渉しようが可能に!?」

「別に主様の干渉が可能になったわけじゃないんですけどね」

　間合いを詰めようとするギリエルへ、牽制気味に管理者が今度は無数の光の矢を放つ。

　まるで豪雨のように降り注ぐそれを、ギリエルは肘から先がかすんで見えなくなる程の速度のジャブで次々に迎撃して消しよう滅めつさせていった。

「勇者に肩かた入いれするのに、世界における力の配分を偏らせましたよね？」

　トライデン公国側の僧そう侶りよ達たちの法術が弱まったのは、人族管理者がその力をトライデン公国側に与えるのを弱めたせいだ。

　これは今回の戦争においてトライデン公国にとっての懸念材料であったのだが、完全に使えなくなるわけではなかったのと、エミルが必死に作り続けた薬のおかげで、なんとか致命的な問題にまで発展することなく終わっている。

「それが一体なんだと言うのですか」

「いえね。人族の領域に貴女の力が満たされていれば、主様も介入できなかったのですけど。都合の良いことに貴女が空白の領域を作ってくれたおかげで、ほんのちょっとだけですが主様が介入する余地ができたんですよ」

　しゃべりつつも、ダッキングから左右のコンビネーションへつなげるギリエル。

　それをぎりぎり回避する管理者であるが、ギリエルの拳がかすった鎧よろいの部分はその威い力りよくに負けてあっさりと爆はぜ割れてしまう。

　壊れた部分を瞬しゆん時じに再生しつつ距きよ離りを取る管理者を、ギリエルは無理には追わずに言葉を続けた。

「つまり、貴女は自分で主様の介入するきっかけを作ってしまったと言うわけです」

「そんな……」

　手て駒ごまの為ために行った事が、さして状じよう況きようを改善することがなかったばかりか、自分の首まで絞しめていたと気づかされて管理者は青あお褪ざめる。

　そんな管理者の反応に気を良くしたように、ギリエルの笑顔が深くなった。

「いやー助かりましたよ。私もこちらに来る時には世界への影えい響きようを考えて、かなり力を落とした状態でないと来られませんでしたから。でもこれで、全力全開状態で顕現することができるようになりました」

「くっ、まだ負けたわけではありません！」

　管理者の指先から、真紅の炎ほのおが渦を巻いて飛び出す。

　迫り来る炎の渦の中心へ、ギリエルが渾身のストレートを放つと、拳から発生した衝撃波が炎の渦を散らして無数の小さな炎へ変える。

　その散った炎の中をギリエルが走った。

「貴女を倒たおして、力の配分を戻せば済むだけのこと！」

　ギリエルの行く手を遮るように、地面から突如として細く鋭い針が多数飛び出してくる。

　その針先を回避し、拳で圧し折り捻ねじ曲まげて、ギリエルは管理者との距離を詰めた。

「貴女に私が倒せますか？」

「くっ!?」

「現状が把は握あくできるなら、そんな言葉は出てこないはずなんですけどね」

　踏ふみ込みからの右のボディーブローが管理者のみぞおちへと突き刺さる。

　人の形は取っていても、管理者もギリエルも人ではない。

　だからこそ、みぞおちへの一撃にも人が受けた時と同じように呼吸を止めるような効果はない。

　だが、その一撃がもたらすダメージは管理者の存在そのものを揺るがした。

　その部分を守っていた鎧が砕けるのを待つこともなく、さらに一歩踏み込んだギリエルの左拳が管理者の右わき腹を抉えぐる。

　相手が人ならば、確実にその呼吸を奪う二連撃に管理者の動きが止まった。

「最初に言いましたよ？　私は貴女の断罪者だって。そう名乗るからにはそれなりの力を持たされているに決まっているじゃないですか」

「あ……あが……」

　ギリエルの言葉に対する返答は無かった。

　身体を貫いた二発の衝しよう撃げきが、管理者の意識をほぼ奪うばいかけていたからだ。

　空うつろな瞳ひとみでギリエルを見る管理者の目の前で、ギリエルは両の拳を打ち合わせる。

　また響ひびき渡わたる甲高い金属音に混じって、打ち合わせた拳が火花を散らした。

「さて……許しが欲しければ、泣いて乞いなさい」

　拳を打ち合わせた状態のまま、ゆっくりと前傾姿勢を取るギリエル。

　その上体が左右のウィービングを始め、徐々にその速度が上げられていく。

　逃げなくてはと思う管理者であるが、先ほどの二発の拳撃が管理者の意思と身体を切り離してしまっていた。

「泣いて許しを乞うまでは、この拳撃の雨は止やまぬものと覚悟しなさい」

「た……たす……」

　皆みなまで言わせるものかとばかりに、最初の一撃は管理者の左頬ほおへ轟ごう音おんと共に叩き込まれる。

　その轟音が鳴り止まぬ内に、返す刀で右頬へ一撃。

　さらに倒れることすら許さぬとばかりにまた左頬へ一撃。

　そこから先はもう当たるを幸いに左右から、狙いもろくにつけない拳が管理者の全身を襲う。

　一発一発が、人をはるかに超える能力の持ち主である天使の身体能力の全すべてを使いきるかのような速度と威力で叩き込まれ、防ぼう御ぎよすらできぬままに管理者の身体は棒立ちのまま、頭部だけが右へ左へと揺ゆれる。その様は誰かがその様子を傍はたから見ていれば、まるで出力の壊れたフラワーロックのようであった。

〈ギリエル。ギーリーエールー？　そっちはどうなのかな？〉

「あ、主様ですか？　お仕事終わりましたよ。ばっちりです」

　溜ため込こんだストレスを、きれいさっぱりと発散したかのような清すが清すがしい笑顔でギリエルは主からの念話に答えた。

　攻こう撃げきを開始してから、結局人族管理者の口から「泣いて許しを乞う」言葉は聞かれることがなかった。

　言うまでは止めないと言っていたギリエルではあったのだが、流石さすがに殴なぐり疲れてしまい攻撃を中止。

　重い鎧を脱ぬぎ捨てて、今ではその下に着ていたスパッツとチューブトップだけと言うあまり人様にはお見せできないようなだらしない格好をしている。

　足元には殴なぐられすぎて、何がどうなっているのか判別がつかなくなってしまった物体がぴくりとも動かない状態で打ち捨てられていた。

　ギリエルはそれをきちんと簀す巻まきにし、たとえ多少回復した所で手も足も出ない状態にしてある。

〈ならさっさと人族領域の掌握をしてくれないかな？〉

「了りよう解かいです、主様」

〈それと管理者権限も引き継いでおいてね？　一応代行ってことでお前に任すから〉

「それはあんまり気が進まないのですが……わかりました、主様」

　人族管理者の領域に侵入し、その管理者本人を行動不能にしてしまった現在、管理者が持っていた権限を剥奪してしまうと言う作業はギリエルにとっては造作も無いことであった。

　さらにその権限を、自分に一時的に付与することでギリエルは人族の管理者にとって代わることができたのである。

　その作業が終了するとギリエルはすぐに人族領域における力の配分を通常の状態へと戻もどす。

「これでこの世界の管理権限の２割は取り戻したわけですね」

〈そこを拠点にして、他ほかの管理者の領域への侵入を試みなさい〉

「私一人でですか？　お手伝いをよこしてくださいよ主様ぁ」

〈ぬぅ……とりあえずぶちのめした人族管理者の回収と、貴女の手伝いに何人か送るから〉

　おそらく主様が一瞬渋ったのは、天使をギリエルの下へ送れば送っただけ自分の仕事を行う天使の数が減ることを懸念したのだろうとギリエルは思う。

　それでもある程度の数は送ってもらわなくては、人族管理者としての通常業務に加えて他の管理者へのちょっかいをギリエル一人で行わなければならなくなる。

　それだけは勘かん弁べんして欲ほしいと思うギリエルであった。

「でも、ここから他の管理者の領域に行くのは……望み薄でしょうけどもね」

　人族管理者の首がすげかわった事に、他の管理者達たちはすぐ気がつくだろうとギリエルは思う。

　気がつけばすぐに対策を立てることだろう。

　今足元に転がっている人族管理者のように、何か大きめの失敗をしてくれないことにはおそらく正攻法による相手領域への侵しん攻こうは無理であるように思えた。

「それでも御命令なので、やりますけどね」

　管理者の仕事など真っ平ごめんだと思うギリエルではあるが、自分がそれを担当することで少しは主様や蓮弥に楽をさせられるかもしれない。

　あくまでも可能性の話でしかなかったが、その可能性がゼロではないのであれば無視をするのはちょっと惜しい話だった。

　だからこそ面めん倒どうだなと思いつつも、人族管理者の討とう伐ばつ依頼を引き受けたギリエルである。

「さて、頑張りましょうか」

　一つ自分に気合を入れて、手伝いの天使達が来てくれるまでしっかりと、足元に転がる元人族管理者を踏みつけながら、出来るところから手をつけようと思うギリエルであった。







第六章　戦後処理らしい







　問題と言うものは一つあればそれに専念できるが、複数あるとどれから手をつけていいやら分からなくなり、右往左往した挙句にそもそも何が問題なのかも不明瞭となって行き、最後にはもうどうでもいいやと投げ捨ててしまうものだと蓮れん弥やは思っている。

　つまり、発生したらすぐに各個撃破していかないことには累積する一方であり、ある程度以上累積してしまうと、後は諦あきらめるしかなくなってしまうものだ。

「あはははは～……レンヤさ～ん。大公代わらない？」

　書類の山に半分埋もれるようにして笑っている大公陛下。

　その部屋に呼び出された蓮弥は、笑え顔がおでとんでもないことを口にし始めた大公陛下へ、とても冷たい目線を送る。

　それに気がついた大公は、何故だかぶるっと身体を震わせて頬を赤らめ、両腕で自分の身体を抱だきしめるような仕草を見せた。

「ぞくっとするな～、レンヤさんのその目～、蔑さげすまれたい～」

「馬鹿な事を口にしている暇ひまがあったら、その書類の山を少しは減らす努力をしたらどうだ？」

　場所は大公の執しつ務む室しつ。

　そこには書類が山と積まれている机が三つあり、それぞれに大公とメイリアとシオンが座すわっている。

　蓮弥と大公の会話に気がつかないかのように、必死に机に齧かじり付ついて羽ペンと印鑑を縦横無尽に使いこなしているのがメイリアであり、シオンはいつからそうしているのかは分からなかったが、椅い子すの背もたれに仰け反った姿勢のまま、白目をむいてぴくりとも動かない。

　そもそも、肉体労働主体のシオンに書類整理の仕事を手伝わせようとする行こう為い自体、無理がありすぎるのではないかと蓮弥は思うのだが、大公には大公の考えがあるのだろうと、突っ込まずにそっとしておく。

「大体、一体何がそんなに溜まったんだ？」

「戦後処理～。だって国全体で防衛戦に臨んだんだもん。国内の軍はほぼ全力出動したし～、各都市の冒ぼう険けん者しやギルドにも協力を要よう請せいしてるし～。自警団みたいなのまで数えたらどれくらいの数の組織を動かしたか、私にもわかんないくらいだし～」

「把握しとけよ、最高権力者」

「うぅ～……」

　半泣きの大公陛下ではあるが、泣かれた所で蓮弥に出来ることは無い。

　シオン程ではないにせよ、蓮弥もどちらかといえば肉体労働派であるからだ。

　机に齧り付いて書類とにらめっこをするよりは、武器を片手に走り回っているほうが性に合っている。

「それで、俺おれを呼び出した用件は？」

「まぁまぁ～、話を急がずまずは座って～」

　立たせたままで話をするのは心苦しいとでも思っていたのか、部屋の中央にはぽつんと一つだけ椅子が用意されていた。

　勧められるままに蓮弥がその椅子に着席するのを待ってから、大公は机の上の書類を脇わきにどけて蓮弥と向き合う。

「そういう雑事は、大臣っぽいのがやってくれたりしないのか？」

　聖王国との戦争が、勇者の消滅によって終結してから数日が過ぎている。
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　その戦後処理はまだまだ始まったばかりだろうことは蓮弥にも分かるが、その始まったばかりのタイミングで既すでに死に掛かけているようでは、この後無事に処理を完了できるのかどうか心配になってしまう。

「いるけど～、そっちはこれ以上だから～……」

　そちらの方からは、連日辞表の提出が止まないのだと大公は溜息混じりに言う。

　全て認可せずと突き返しているのだが、それでもなんとか辞めさせてくれと嘆願にくる貴族が後を断たないらしい。

　仕事の多忙さもさることながら、中には過去に蓮弥に色々とちょっかいをかけた貴族達もいるようで、今回の件から自分達が相手にしていたモノがとてもではないが自分達の手に負えるようなモノではないと言うことに遅おそまきながら気がついて、役職を辞してでも自分達の領地に引ひき篭こもってほとぼりが冷めるのを待ちたい、と言う考えらしいのだと大公が言う。

　そんなに怖がられても困るんだがなぁと蓮弥は頬をかく。

　確かに嫌がらせの類は、機き嫌げんを悪くする行為ではあるのだが、だからと言って今回の勇者のように片っ端から始末する気にもなれない蓮弥だ。

　もちろん、自分の身内に危害が加えられるような可能性がちょっとでもあるのであれば、排はい除じよすることをためらうような性格もしていないのだが、ちょっと位の嫌がらせならば、まぁほどほどにやってくれるのならば、付き合うくらいのことはしないでもない。

「勇者と言えば～、あの鎧はどうなったのかな～？　そもそも、あれ何？」

　こてん、と首をかしげて問いかける大公へ、蓮弥は素っ気無く短く答えた。

「それは俺が聞きたい」

　鎧の正体については、蓮弥もさっぱり理解していなかった。

　勇者との戦闘の後、命令する者がいなくなった連合軍を片っ端からそれはもうガツガツと食べ始めた鎧を蓮弥は必死に止めた。

　人道的理由、からではなく単に抵てい抗こうする意志の無くなった者へそれ以上の危害を加えることを良しとしなかっただけなのだが。

　しかし、羽は交がい締じめにして引っ張ろうとしても鎧は並の重さではなく、手足をなんとか止めた所で胴鎧から次々に伸びていく手までを全て止めることは蓮弥一人で出来るわけも無い。

　最終的には、この場で叩き斬られるか、それとも守備隊が始末した外がい壁へきの周辺にある息絶えた兵士達で我が慢まんするかを選べと、刀の先を鎧の装そう甲こうの半ばくらいまで突つき刺さして脅し、どうにかこうにか暴食を止めた蓮弥である。

　自分の命令はちゃんと聞くんじゃなかったのかと思う蓮弥なのだが、鎧が後で身み振ぶり手振りでなんとか伝えて来た所では、どうやら鎧自身も勇者を捕食した時点から歯止めの利かない暴走状態にあったらしく、蓮弥の本気の怒いかりモードと、半ば食い込んだ刀の冷たさでどうにかこうにか我に返ったらしかった。

　食ったモノが悪すぎたんだろうか、と思ってしまう蓮弥であるが、その食ったもの由来の問題も発生していた。

　連合軍兵士達にかけられた隷属が解けなかったのである。

　頭である勇者を潰つぶせばなんとかなるものと思っていた蓮弥にとっては予想外の出来事であった。

　普通、隷属させた側が消滅すればその手の制約も一いつ緒しよに消滅するものだろうと思う蓮弥の目の前で、そっと目をそらした鎧が一体。

　そのまま逃にげ出そうとした鎧を捕縛して、事情の説明を求めれば、どうやら食べた勇者の技能はそのまま鎧に引き継がれてしまったらしかった。

「前代未聞なんだよね～……」

　今、その鎧は戦場から拾ってきた勇者が持っていた聖せい剣けんを杖のように両手で保持し、外壁の上に仁王立ちしている。

　睡眠も食事も休きゆう憩けいも必要としない体であるので、蓮弥が呼んだりしない限りはずっとそこで立ち尽つくしたままであった。

　その全身は淡く光に包まれており、微動だにしないその様子はトライデン公国首都の民たみから、なんか気持ち悪いと散々な評価を受けている。

「あれって、一応分類するとアンデッドナイトだと思うのよね～」

「そうだな」

　これは一度、きちんと鑑定する必要があるだろうと蓮弥が立ち上げた鑑定技能の結果は、大公が口にした通りアンデッドナイトとなっていた。

　但し、その名前の後ろにしっかりと「？」がついていたが。

「アンデッドよね？」

「アンデッドだな」

「人族の勇者がアンデッドって……おかしいわよね～」

　勇者の技能をそのまま引き継いでしまった鎧は、勇者と言う技能までしっかりと引き継いだらしく、鑑定結果の方もきちんと「職業：勇者」となっていた。

　アンデッドなのに聖なる力を帯びてしまっても大だい丈じよう夫ぶなのだろうかと蓮弥はしきりに首をかしげたのだが、今の所あの鎧は自分自身の力で滅びるような事態には陥おちいっていなかった。

「アンデッドでも元々は人族だったのだろうから……大ハズレしているわけではないよな？」

「えっと～、ま～、そうなのかな～？」

　釈然としないような表情の大公ではあるのだが、事実目の前に現象として存在してしまっているのだから、否定することは無意味だ。

　勇者しか扱えない聖剣をしっかりと扱あつかっているのだから、誰がなんと言おうともあの鎧が勇者の力を有していると言う事実だけは変えようが無い。

「とても頑がん丈じようで、かつ目減りのしない勇者になったんだと思えばいいじゃないか」

「ま～、前のよりはマシかな～」

「大体、あの鎧のおかげで幾いく分ぶん、楽になった部分とてあるのだし」

　一番楽になったのは戦場の掃そう除じだった。

　戦争と言うものは命の取り合いなのだから、当然行えば大量の死人が出る。

　死人が出れば死体が残り、通常はこれをさっさと回収して埋うめると言う誰に頼んでも嫌いやがられる後始末が残ってしまう。

　その後始末が今回は不要だったのだ。

　みんなきれいに鎧が食べてしまったせいである。

　これについては、唯ゆい一いつ蓮弥だけが敵国とは言え遺族もいるだろうし、いいんだろうかと思ってしまったのだが、周囲の反応はとても冷淡なものだった。

　そもそもこれらの遺体は、素す早ばやく始末してしまわなければ病気が流行する原因ともなりかねない。

　そして、攻せめ込んだ側が攻められた側に兵士の遺体の返還を求めるような訴えを起こすことも、この世界においては無いらしい。

　今回の戦争において、鎧に食べられてしまった兵士達は全て「行方不明、死亡したものと考えられるので軍を除籍」と言う処理をされるのだと、メイリアが蓮弥に説明してくれた。

　ちょっと哀れだな、と思った蓮弥である。

「俺が勇者を斬っていたら、もうちょっと時間がかかったかもしれない。あの転移は非常に厄やつ介かいだったからな。それが鎧のおかげ……とも言い切れないんだが、一応鎧のおかげとあの勇者のマヌケさのおかげでさっくり終わったのだから、助かっただろう？」

「そういえば、母様の代案ってなんだったんですか？」

　書類から目を離さずにメイリアが会話に口を挟はさんだ。

　大公は、んーっと考えてからにっこり笑って言い放つ。

「都市区画全体を巻き込んだ自爆魔ま術じゆつかな～、どっかーんって」

「はい？」

「だから～、この首都トライデンの真下には～都市全体を覆う自爆の陣じんが仕込んであったりするのよね～」

　トライデン公国を建国した、御先祖様の趣しゆ味みだったらしいのよと笑う大公であるが、それを聞いたメイリアは顔色を蒼白にし、蓮弥はなんとなく嫌そうな顔で自分の足元へ目をやった。

　つまりは、大公の代案と言うのは連合軍を都市内部へと引き込み、勇者が都市に入った時点で都市全体を自爆させると言うものだったらしい。

　無論この方法を取った場合、大公はその爆発に巻き込まれて死ぬはずであった。

　それでも勇者と相討ちと言う形になり、次期大公であるメイリアを無事に後方に逃がしさえすれば、とりあえずトライデン公国が滅ほろぶことも負けることも無い、と言う算段であったのだと大公は言う。

　メイリア達を逃がす時間と、術の起動に要する時間。

　それらを稼ぐ為にトライデン公国軍を捨石にする作戦であるが故に、大公はそちらを実行する前に蓮弥の単騎特攻に賭けたらしい。

「起動方法は内ない緒しよ～、メイリアちゃんかシオンちゃんが大公になる時に教えてあげる～」

「は、はぁ……私、あの鎧さんとレンヤさんに感謝しなきゃですね……」

　メイリアの声はどこか空ろだ。

　使い方を間違えれば、首都の国民全すべてを巻き込みかねない仕掛けである。

「そっちは～使わなかったからどうでもいいとして～聖王国との交こう渉しようは～これからなんだけど～。鎧クンのおかげで、そっちは多少楽ができるかな～」

　隷属の技能が解けなかった連合軍の兵士達は、勇者の技能をそのまま受け継いだ者に隷属したままであった。

　鎧を主人とした万単位の兵士の群れ。

　トライデン公国は期せずして、ものすごい数の人手を手に入れた、と言ってしまっても良かった。

「攻め込んできた兵士達の身み包ぐるみ剥がして～、鎧クンにお願いして国境付近の砦とりでの再建工事に着手したから～」

「そんなのでいいのか？」

　大公が言っているのは今回の戦争に関する聖王国からの、いわば迷めい惑わく料として、攻め込んできた兵士達を戦災復興の労働力に宛がうと言うことだ。

　鎧経由で命令が出されれば、隷属状態であるので兵士達は否いや応おう無く従わざるをえない。

　トライデン公国側の人的被ひ害がいは、驚おどろくほどに少ない。

　ゼロではないので、国が補償しなくてはならない部分はそれなりにあったのだが、それでも10万の兵士に攻められた割には極小の被害で済んだ、と言っていいくらいの状態であった。

「維持費は向こう持ちにさせるつもり～。万単位の人手を維持するのにかかるお金を考えたら相当なものだもんね～」

　全てを労働力として使うには、生き残った兵士達の数は多すぎた。

　大半の兵士は国許に戻すつもりだと大公は言う。

　当たり前だが、残す兵士は聖王国に所属している兵士がほとんどとなり、諸国連合軍の兵士達はなるべく帰すつもりであるらしい。

「それでも２万前後の人手は残るし～、維持費あっち持ちで、材料はこっちの持ち出しになっても、今回の戦争による被害を復旧するお金を考えたら安いものだと思うのよね～。浮いたお金は国内の補償や援助にまわすんだ～」

　大公は、にんまりと人の悪い笑顔を浮かべるのであった。







「聖王国側はその条件を飲んだのか？」

　尋たずねる蓮弥に、大公はこっくりと頷うなずく。

「飲まない、なんて言えないでしょうしね～、それと今回の戦争に関する公式発表も出たんだよ～」

　ごそごそと机の引き出しを開けて、そこから一枚の紙を大公が取り出した。

　その紙を大公は、そのまま蓮弥に差出す。

「俺が見てもいいものなのか？」

「別に機密文書じゃないからね～」

　大公の許可を取ってから、蓮弥は差し出された紙を受け取って中身に目を通す。

　それは聖王国の第25代国王の名前で出された文書であった。

　さりげなく国王が代わっている所を見ると、どうやら蓮弥が交渉に行った時に国王だった人物はなんらかの方法により国王の座から下ろされたらしい。

　暗殺とかじゃなければいいけどな、と思いつつ中身を読み進める蓮弥。

「色々と、無む駄だな言葉が多い気がするが……早い話が今回の戦争は全部勇者の暴走が原因で聖王国は巻き込まれた被ひ害がい者しやである、と。しかしながら勇者を擁していた国として責任を取る必要もあるので、連合軍に参加した諸国に賠ばい償しよう金を払はらい、さらに最大の被害者であるトライデン公国に謝罪と賠償を行う、と言う理解でいいのか？」

　文章には勇者ユウキの勇者としての称号を剥奪して云うん々ぬんと色々書かれていたのだが、蓮弥からしてみれば誰だれが勇者になって誰が勇者で無くなっても気にするほどの話題ではなく、その辺りはすっぱりと読み飛ばす。

「概おおむね～」

　聖王国の王城に殴り込みをかけた時に、王に蓮弥が言った事が大体そのまま公式文書になっているらしい。

　代替わりしたので先王の言ったことなど知りません等などと言おうものならば、もう一度聖都の王城に殴り込みをかけて今度はきっちりと更さら地ちにしてくるつもりの蓮弥であったのだが、この内容ならばその必要は無いだろうと思う。

「これで一件落着か？」

「調整は残ってるけどね～大雑把にはこれで終了かな～。あとは政治家の領分ね～」

　そっちは聞いても面おも白しろくはないでしょう？　と大公に言われてしまえば蓮弥としては頷く以外に無い。

　正直な所、どこがどれだけ損をしてそれをどうやって埋め合わせをしてどんな条約が国家間で結ばれるか等といったことに関しては、蓮弥は全く興味が無い。

「そう言えば、リアリスは？」

　竜りゆう騎き兵へいの力を、ここぞとばかりに見せ付けようとしていたリアリスを、戦せん闘とう前に蓮弥は厳重に注意して止めさせていた。

　確かに相手が普ふ通つうの兵士だけであれば、ドラゴンによる攻撃は非常に有効ではあったのだが、敵軍に勇者がいた場合は単なる的に成り下がるだろうと思ったからだ。あの勇者の光による攻撃を見た感じ、自分の予想は間ま違ちがっていなかっただろうと思っている。

　強力な戦力と言うものは、それが健在の間は味方の士気を高める効果を発揮するものだが、それがあえなくやられてしまった場合は高めた分以上の士気の降下につながると言うのもまた現実であった。

「ククリカの街に戻らせました～。貴重な戦力で貴重な存在ですからね～」

　ドラ君の「外壁から頭だけ出してブレス攻撃作戦」は、そのセコさに目を瞑つむれば相当な戦果を挙げたらしかった。

　その結果は、方法は伏せられた上で大々的に国内に宣伝されることになっているのだと大公は言う。

　これにより、竜騎兵としてのリアリスの名声はまた一段と高まることになる。

「エメドラも一緒に戻ったかな？」

　こちらも戦闘には絶対に手を出すな、と蓮弥はきつく言い含めていた。

　理由はリアリスと同じであったが、さらにドラ君やらクロワールやらの態度からして、ここでこのエメラルドドラゴンが万が一戦死したりすると、蓮弥の知らない様々な方面に色々と問題が発生するのではないかと危き惧ぐしたことも含まれる。

　蓮弥からしてみれば、赤いドラ君も緑のエメドラも、同じ空飛ぶトカゲじゃないかくらいの認識だったのだが。

「あれは～、まだその辺飛んでるんじゃないかな～」

「そうか、まだいるなら帰りの足に使えないか聞いてみよう」

　ドラゴンが空飛ぶトカゲであろうがなかろうが、間違いなくこの世界において最も足の速い乗り物であることは間違いが無い。

　維持することを考えると、コスト的に高くついてしまうだろうことは理解している蓮弥なのであるが、とかく広いこの世界においてドラゴン並みの速度の乗り物を調達することは難しく、そこから考えると一頭くらい自分でも所持しておきたいな、とも思ってしまう。

　エメラルドドラゴンはなんとなくドラ君やクロワールの態度から無理だとしても、ドラ君のように岩山に生息しているくらいのドラゴンならば一頭くらい捕まえてもいいんじゃないかなぁと思う蓮弥であるが、ドラ君辺りが聞いたら真っ赤な身体が真っ青に染まりそうな話である。

「あは～……ドラゴンって一応、最強レベルの魔ま物もので、恐きよう怖ふの対象なんだけどな～」

「俺の知ったことじゃない」

「うん、そうかもね～、それでね～、今回のレンヤさんの働きに対する報ほう酬しゆうのお話なんだけどね～」

「うん？」

　メイリアに協力を求められた時に、タダ働きだけはしたくないので幾分かでも報酬を出すように言っていたのを蓮弥は思い出す。

　格安でいいからと言っていたので、たいしたものは出ないだろうと思っている蓮弥に、大公はにっこりと笑って告げた。

「爵位と領地をあげる～」

「……は？」

　聞き間違いだろうと思う蓮弥に、大公はゆっくりとした口調ではっきりと告げた。

「だから～、伯爵位と領地をあげる～。クヌギ辺境伯領を新設してあげるの～」

「いらん」

　全く予想していない大公の言葉に、メイリアの顔が引ひき攣つっている。

　なんとなく雰ふん囲い気きが変わったのを感じてなのか、白目をむいていたシオンが意識を取り戻して椅子の上で身体からだを起こした。

　大公は、蓮弥に即そく答とうで拒きよ否ひされてなんで～？　と言うような顔で蓮弥を見ている。

「それ、国に属せってことだろう？　冗じよう談だんじゃない」

「駄だ目め～？」

「駄目だ。それならタダ働きの方がまだマシだ」

「う～ん、困ったな～」

　豊かな胸の前で腕うで組ぐみをしてうんうん唸うなりだす大公。

　シオンは何が起こっているのかまだはっきりとは理解していないようで、ぽかんとした表情で大公を見ており、メイリアはぴくぴくと引き攣る頬を両手で押おさえながら大公ではなく蓮弥の方を見ている。

「何が困ると言うんだ？」

　うんうん唸ったまま次の言葉を発しようとしない大公に蓮弥が尋ねると、大公は腕組みをしたまま蓮弥を見て少し沈ちん黙もくを保つ。

　重ねて問い詰つめようかと蓮弥が考え始めた頃ころになってようやく、大公は口を開いた。

「えっとね～、ちょーっとレンヤさん、やりすぎた感があるの～」

「何？」

「今回の戦争で～、レンヤさんたら勇者さんよりもずーっと強いって証明しちゃったでしょう？」

「俺が勇者を倒した、と言う情報は広まっていないはずだが？」

　確かに蓮弥は人目の多い所で勇者を倒してしまっている。

　これが大陸中に情報として流れてしまえば、色々と問題が発生することくらいは蓮弥にも分かっていた。

　だからこそ、勇者を始末した時に周囲にいた連合軍側の兵士に関しては、隷属状態なのを良いことに鎧よろいに命令してその場で見聞きした事を漏らさないように厳命させてある。

　これに関しては少しでも漏もれれば絶対に不ま味ずいはずなので、もし口にしたらその場で自決するようにしてあった。

　これは隷属状態と言うものを蓮弥はあまり信用しておらず、なんらかの方法で口を割らせる技術があるものと考えた上での措置である。

「他国にはね～。問題はトライデン公国内部なの～」

「国内に関しては……緘かん口こう令れいをしく方法が無かったですからね……」

　メイリアが言う。

　人の口に戸は立てられぬとは良く言ったもので、内緒だからと言い含めてみても、情報と言うものはどこからか漏れ出るものであるらしい。

「これまでは、レンヤさんてばすっごく強そうだ～くらいのことだったんだけどね～」

「明確に、勇者を打だ倒とうしてしまった事でレンヤさんの持つ戦力が異常である、と理解されてしまったのですね」

「全部あの鎧がやりました、と言うのは？」

　なんとなく事態を悟さとったらしいシオンが口を挟む。

「その鎧さんの御主人様は誰なのかな～？」

「いないと言ってしまえば……」

「主人のいない鎧が、勝手に動いて勇者を打倒しちゃったら～国内パニックよね～」

　外壁に陣取って立ち尽くしている鎧が、現在なんか気持ちが悪いと言う程度の評価で済んでいるのは、その鎧が一応は誰かの制御の下にあるのだろうと見る者が思っているからであり、勇者を倒しきってしまう程の力を持った存在が誰の制御も受けていないとなれば、その事実が引き起こす混乱はかなりのものになるだろうと大公は言った。

　その話はそのまま蓮弥自身にも適用される話であり、鎧の主人としてであろうが、本人が勇者を倒す能力を持つと言う話であろうが、どちらにしてもトライデン公国の中に勇者を凌りよう駕がする存在が、誰の制御も受けていない状態で存在していると言う事実は、国民はともかくとしてもトライデン公国の組織を構成している貴族達にとっては憂慮すべき事態である、と言うことらしい。

「つまり、俺に首輪をつけろと？」

「はっきりそう言われたわけじゃないんだけどね～」

　ほんの少しだけ顔を曇らせて大公が頷く。

　面倒なことになったと蓮弥は溜ため息いきをつくが、勇者と事を構えてしまった以上は遅かれ早かれいずれバレる話だったとも思う。

　ただ、バレた後の話を予想していなかった。

　考えてみれば、どこの誰とも知れない者がこの世界の人族における最高戦力と言われている勇者を単独で撃破してしまえば、なんだあの化物はとなるのも理解できない話ではない。

　最悪、あの化物を殺せーとならなかっただけまだマシな事態なのだろうとも思う。

「他国に亡命されるのも、現状ちょーっと困るのよね～。だって勇者としての力をあの鎧さんが継承しちゃってるみたいだし～」

「鎧をなんとかしてから亡命するのは？」

「おっけーだよ～、その場合は餞せん別べつも出すし～貴族達にもどこへ亡命したかは内緒にする～。けど～」

　組んでいた腕うでを解き、机の腕に両肘をつけて掌てのひらの上に顎を置いて、大公は蓮弥を見つめる。

「多分、キミの性格からして……どこに行ってもいずれはバレる」

　断言された蓮弥は、それを否定できない。

　鎧が持つ勇者の能力を破棄して、どこかに亡命してしまったとして、隠者のように世間から隠れて生活できるかと問われれば、蓮弥はできないと答えるしかない。

　仮にできたとしても、今回のような話が身近で持ち上がれば、やはり今回と同じように力でもって解決してしまうだろうことは想像に難かたくない。

　だが、それをやってしまえば今回と同じように周囲に異常な戦力がバレて、やはり同じように蓮弥の首に手た綱づなをつけようという動きが出てくる。

「でも私なら～、その辺りをなんとかしてあげられると思うんだよね～」

　どうすればいい、と自問する蓮弥に大公が言う。

「だって私、大公なんだもん」

「いや、なんだもんって……」

　腰こしに手をあてて、ぐいっと胸を張る大公陛下。

　実に御立派なものをお持ちで、と蓮弥はいささかげんなりとした思いで強調された大公の胸元へ視線を向ける。

　当然、蓮弥の視線に気がついたシオンとメイリアの視線が冷たくなった。

「首輪はね～、周りの人がはまってると思っていればそれでいいのよね～」

「母様、それはどういう意味なので？」

　シオンの問いかけに、大公はさらにぐいっと胸を張って言い切った。

「レンヤさんを貴族にしちゃえば、とりあえずは国に属させたと言うことで、野放しじゃないんだよと貴族に主張できちゃうのです」

「はぁ、それで？」

「侯こうし爵やく以上にするのは～ちょっと難しいんだけど～、伯爵もそこそこ偉えらいので、命令できるのは大公である私だけになります」

　すごいでしょうと言いたげな大公に、なんとなく何がしたいのかを察した蓮弥が尋ねた。

「つまりは……貴女あなたが俺を放置すれば、俺は国に煩わされることもなく生活が可能であるという事か？」

「面倒は増えるけどね～、領地付の貴族になるので、ちゃんと領地経営してください」

　開墾とか植民とか、徴税納税とか色々ありますから頑がん張ばってね、と大公に言われて蓮弥は非常に嫌そうな顔になった。

「俺にそんなことできるわけがないだろう？　ただの剣けん士しだぞ、俺は」

「補佐官にメイリアちゃんを付けます」

　人差し指をぴっと立てて大公が言えば、メイリアが驚いた顔で大公の顔を見つめる。

「さらに軍務担当でシオンちゃんも付けます」

　立てた人差し指に加えて、中指も立てる大公。

　一いつ介かいの冒険者を貴族に取り立てると言う異常事態に加えて、その冒険者に自分の娘むすめを二人とも付けると大公は言う。

　異常事態の上にさらに異常な条件を加えた所で今いま更さら感ばかりが際立つが、蓮弥は大公が何をしたいのかと言うことは理解できた。

　どうやら娘二人を付けて、他ほかの貴族達たちに蓮弥との親密感をアピールすると同時に、お目付け役を付けてきちんと管理下にあるのだ、と言うことを主張したいらしい。

「その他要望があれば可能な限り応じますけれども～、どうかなぁレンヤさん？　悪いとは思うのだけれども、飲んでくれないかな～？」

　大公からしてみれば、現在トライデン公国は蓮弥と勇者になった鎧と言う強大な戦力を二つ抱えている状態だ。

　蓮弥の人となりをそれなりに知っている大公であるので、この二つの戦力を、いいように利用するつもりは全く無いとは言い切れないが下手に扱うつもりはなかった。

　だが、蓮弥が亡命を決めてしまえば、この二つの戦力を一挙に失うことになり、トライデン公国にとっての損失は大きい。

　その辺まで考こう慮りよして、大公はかなりの譲歩を蓮弥に対してするつもりでいた。

　蓮弥は考える。

　面めん倒どうだから亡命する、と言う考えは非常に魅み力りよく的てきではあったが、バレる度に転々と各地を放浪すると言うのはあまりぞっとしない話だった。

　こちらの世界に来る時に、適当に世界を回ってくれと言われた件に関しても、根無し草状態でふらふらとするよりはきちんと帰る場所があって、その上であちこちを訪問すると言ったスタイルの方が心情的にも落ち着く。

「本当に、国に良い様にこき使ったりしないと、約束できるか？」

「公文書にはできないけど～、直筆の誓約書をこっそりメイリアちゃんとシオンちゃんに持たせてあげる～。ただ、国家存亡の危機、とかになったら色々お願いするのは許可して欲ほしいかな～」

「それはまぁ……構わないが、無償奉仕はしないぞ？」

「無償奉仕してくれる貴族なんていないし～」

「ローナも付けてくれと言ったら許可してもらえるのか？」

「レンヤさんのパーティメンバーだからね～、許可する～」

「領地経営に関して国の支し援えんは？」

「金銭的には資金供与は無理～、どうしても融資と言う形になるかな～、ある程度は無利子無担保でなんとかしてあげるけど～」

　代官を立てて、冒険者稼業を続けるのもおっけーよと言う大公に、これ以上の好条件は望めないかなと思い始める蓮弥であった。







　ククリカの街から、人族と魔ま族ぞくとの領域を長く隔てる瘴しよう気きの森までは、馬車で二日ほどかかる。

　その間は、ほとんど何もない平原がずっと続いており、瘴気の森周辺にはトライデン公国の国策として継けい続ぞく的てきに設置されている開拓村が散在しているが、そのほとんどは魔物の襲撃等を受けたり野盗に襲われたりとほとんど成果をあげることなく消しよう滅めつしてはまた作り直すと言った不毛な作業を繰り返していた。

　この広大な土地は、あまり治安がよくないことに加えて土地も豊かであるとは言えず、トライデン公国の貴族達も欲しがることがなかったので、自然と国有地として大公が管理する土地となっている。

　その土地の、ククリカから馬車で丸一日程瘴気の森側に近づいた辺りに、街かい道どうを通る旅人達が自分の目と頭を疑う光景が広がっていた。

　そこに群がっていたのは十頭前後の赤いドラゴン。

　一頭出ただけでも大おお騒さわぎになるドラゴンがそれだけの数で出現し、さらに一箇所に集まっていると言う光景はトライデン公国に終しゆう焉えんの時が来たのかと、それを目撃した旅人達に思わせるのに十分すぎる光景であったが、現実は彼かれらの想像のさらに上を行く。

　適当にうろうろしているドラゴン達の足元に、黒尽ずくめの若い男が姿を現すとそれまでおのおの好き勝手に動いていたドラゴン達が急に態度を改め、綺麗に横一列に整列したのだ。

　これから一体何がここで起ころうと言うのか。

　旅の途中であることも忘れて、旅人達が足を止めて見守る中、黒尽くめの男が何事かドラゴン達に命ずると、次の瞬しゆん間かんドラゴン達の口から次々に炎ほのおの塊かたまりが　迸ほとばしり、大地へ突き刺さっていった。

　耳を劈つんざく爆ばく発はつ音と、巻き上げられる炎と土砂。

　所々、魔術によるものも混じっているらしいそれらの一斉攻こう撃げきは、誰も使うことの無かった大地にはびこっていた雑草の類たぐいを焼き尽くし、凹凸の激しかった地形を手当たり次第に吹ふき飛ばしていく。

　衝しよう撃げきが大地を揺るがし、その振動は遠く離はなれたククリカの街まで届いていたのだが、旅人達もドラゴンに命令を下した黒尽くめの男もそれを知る由はない。

　しばらく大地を炎で蹂じゆう躙りんしつくしていた彼らは、やがて黒尽くめの男が手を挙げるのを見ると、それまでの攻撃が嘘うそであったのかのようにぴたりと炎を吐はくのを止やめた。

　その時点でかなり広こう範はん囲いに渡って大地は焼かれ、巻き上げられ、黒く焼けた土を晒さらしている。

　その焼けた大地を黒尽くめの男が指差すと、綺麗に一列に並んでいたドラゴン達がまだわずかに煙けむりを上げ、熱を帯びた大地の上をその足で以もつて縦横無尽に駆け回り始めたのだ。

　一体何をしようというのか、見ている者には全く理解ができないままであったが、当のドラゴン達はそれなりに本気でやっているようで、あぎゃあぎゃと声を上げながら自分達が焼き尽くした大地をその巨きよ体たいを以て踏ふみ固めていく。

　その光景はもはや脅きよう威いと言うよりはどこか滑稽であり、笑いを誘さそうものであったが本当にそれを見て笑えた者は少なかった。

　しばらく時が流れ、ドラゴン達は自分らで焼いた大地をあらかた踏み固め終わると、今度は一歩ずつ慎重に周囲と足元に注意しながら、体重をかけつつさらに土を踏み固めていく。

　その様子を見て、街道に立ち尽くしたまま事態の推移を見守っていた旅人達の中の何人かはこう思った。

　これはもしかして、ドラゴンが整地をしているのではないだろうかと。

　すぐにそんな馬ば鹿かなと思う気持ちが頭をもたげてくるが、それ以外に目の前で起こっている状じよう況きようの説明をする言葉が出てこない。

　さらにその考えを裏付けるかのように、ドラゴン達が慎重に踏み固めた地面はかなりきれいな平面となって現れていたのである。

「まさか、街づくりから行う必要があるとはなぁ……」

　ものすごい勢いで整地されていく大地を見つめながら、黒尽くめの男である蓮弥は聞く者がいないことは重々承知の上でぼやいた。

　クヌギ辺境伯と言う言葉を聞いた時に悟るべきだったと思う蓮弥であるが、あの時は領地をやるだの貴族になれだのと他に考えるべきことが色々あった為ために、聞き流してしまっていたのである。

　余談ではあるがトライデン公国の、と言うよりもこの人族の大陸における貴族の階級について。

　貴族の中と言う限定した範はん囲いで言うと公爵を一番上として、以下侯爵、伯爵、子爵、男爵と続き、この下に騎き士し爵、準騎士爵となっている。

　騎士爵以下は一代限りの階級となっており、男爵位は領地持ちとそうでない貴族が半々くらいの割合で存在している。

　子爵以上は必ず領地持ちで、さらに治安維持に関係のない私兵を持つことが許される。

　蓮弥が就くことになった辺境伯と言うのは、通常国境線に接した領地を持ついわば国境守備の役割を担になっている伯爵位の貴族のことで、その権限は一つ上の侯爵に匹ひつ敵てきする。

　トライデン公国の場合、侯爵の上にいるのは公爵で、公爵位にある者は２名しかいない。

　その２名の中で偉い方が大公にあたるわけで、蓮弥に頭ごなしに命令をすることができる立場である、と言うことになる。

　ちなみにもう一人の公爵位は言わずと知れたヴァータン公爵家であるが、こちらは以前蓮弥に模も擬ぎ戦せんを仕し掛かけて大敗した挙句に、現当主がぼこぼこにされると言う事態を引き起こしてから非常に立場が弱くなっていた。

　もっとも、立場が弱くなっていなかったとしても、その経験をしてしまった後で蓮弥にちょっかいをかけてくるほどの根性は無かったであろうが。

　そんなわけで、現状蓮弥が注意しなくてはならないのは大公家であるファタール公爵家だけ、と言うことになるのだ。

「まぁあの大公陛下なら、この手の話で下手を打つことは無いと思うけどね」

　あまり踏み固め過ぎてしまうと今度はその上で工事をする時に困ってしまう。

　基き礎そを打ったりする時に、その下の地面が固すぎたのでは杭くいを打つのが困難になる。

　だからといって適当に踏み固めたのでは強度に問題が出てくるので、ドラゴン達にはそれなりに踏み固めるように言ってあった。

　結局の所、蓮弥は大公からの報酬の申し出を受けることにしたのである。

　それによるメリット、デメリットの問題はいろいろとあるのだろうが、一番最初に蓮弥が考えたのはこれ以上の好条件を提示してくるような国はおそらく無いだろう、と言う考えからであった。

　貴族と言う名前だけ受けて、国へある程度の納税さえきちんと行ってくれるのであれば、後はあまり無理は言わないので適当にやっといて、と言うレベル以上の条件を考えるとなると、後はもう国ごとあげるからあなたが国を経営してくださいくらいしかないのではないかと思ったのだ。

　そしてそんな馬鹿げた条件を提示するような国はおそらく無いはずだった。

　もしあるとすれば、相当愚かな為い政せい者しやが国を治めていることになる。

　それとは別に、もし自分が考えている以上のデメリットが発生する場合。

　その場合こそトライデン公国から別の国に亡命なり逃亡なりしてしまえばいいじゃないか、と蓮弥は思ったのである。

　大公の申し出を受けてから亡命するにせよ、受けずに亡命するにせよ、今まで積み上げてきたほとんどのものは失ってしまうことになる。

　どちらを選んでも状況に大差が無いのであれば、とりあえずくれるものはもらっておいて、その上で本当にヤバくなってしまったら全部放ほうり投げて逃にげると言う、無責任と言われれば確かに無責任な選せん択たくをすることにしたのだ。

　これについては蓮弥は、大公に申し出を受けると伝えた時に一いつ緒しよにきちんと伝えていた。

　無責任な選択だとは思いつつも、言わずに放り出すのはやや義理に欠けると思ったからだ。

　逆に言うと、言わずにやってしまえば責められる様な事でも、言ってからやったのであれば、だってあの時ちゃんと言ったじゃないかという言い訳が立つだろうという計算も混じっている。

　その辺りの蓮弥の考え方は大公に筒つつ抜ぬけだったのか、告げられた大公は仕方ないな～と言ったような困った笑えみを浮うかべるに留まった。

　大公からしてみれば、蓮弥の答えはあまり受け入れたくない代しろ物ものだったのだろうが、そこを下手に突けばじゃあやっぱり要らないと言われるだろうことも分かりきっているので、とりあえずは受けさせることを先決として、蓮弥の言い分にはコメントを避けたらしい。

　その意趣返しと言うわけでもないのだろうが、大公が蓮弥に領地として提示したのは、ククリカの街から馬車で半日行った所から西側の一帯を開拓した分だけ蓮弥の領地として認める、と言う蓮弥からしてみれば実に面倒くさいものだった。

　元々、あまり使いでの無い土地であることと、納税については開拓した土地に見合った分を後で計算して納めさせると言う大公の言葉に、適当にそれっぽい建物とかを建ててお茶でも濁すかと思った蓮弥だったのだが、ククリカの街の自宅に戻もどってパーティメンバー全員でこの話になった時に、なぜだかフラウが物凄すごい勢いで食いついた。

「マスター！　それは頑張って開拓するの！」

「え？　シルキーのフラウがなんでそこに食いつくの……？」

「お庭でやってることが、規模を拡大してできるの！」

「いや、あれは拡大しちゃ駄目だろ？」

　この時点に成れば蓮弥にも、詳しよう細さいまでは分からないまでも自分の家の庭には通常のものではない何かが生息しているのだろうことは察しがついていた。

　それらから採れる素材が、かなり有用性が高いので放置しているのだが、それも自宅の庭レベルの話で済んでいるからであり、これが農場を作って大々的にやると言うことになれば、難色を示さざるを得ない。

　だがいくら蓮弥が難色を示しても、この件に関してはフラウは頑として引こうとしなかった。

　最終的には蓮弥が折れることとなり、それならばもういっそきちんとした街を一つ作ってしまえと言う流れに何な故ぜかなってしまったのだ。

　この辺りの悪乗りは、フラウを筆頭にエミルとクロワールが乗ってしまったのが大きかった。

　反対に、人族勢であるシオンとローナとメイリアはあまり乗り気ではないようだったのだが。

　蓮弥がトライデン公国に属することについて、クロワールはあまり良い気はしていないだろうと蓮弥は思っていたのだが、クロワールにそのことを尋ねてみるとあっさりとこう返されてしまった。

「え？　レンヤさんが貴族になれば、側室と言う線が出てくるじゃないですか？」

　この世界の一般常識として、蓮弥が聞く限りでは一般市民レベルの人が複数の嫁を持つことはほぼ無いらしい。

　これは冒ぼう険けん者しやについても同じ事で、よほど大成功してとんでもない資産を手に入れたとかでもない限りは、通常一夫一妻が普通であった。

　ところが、話が貴族に及およぶとこちらは何故だかほぼ10割の貴族が正室の他に側室として複数の女性を囲うのが当たり前とされているらしく、逆に一人しか娶めとらない貴族は異端とされ、変人扱あつかいされるのだと言う。

　跡取りを確実に作る、或あるいは残すと言う観点から考えればそうなるのも仕方のないことなのかもしれなかったが、これが一代限りでしかない騎士爵以下の貴族にも適用されるとなると、なんだかその常識が確立するまでの過程になんらかの作為的なものがあったのではないかと勘繰ってしまう蓮弥である。

「エルフの皇こう帝てい陛下の娘がそんなんでいいのか……？」

　望みが低すぎるだろうという蓮弥に、クロワールはきっぱりと答えた。

「むしろあの皇帝陛下の娘なので、側室でもいいかな、と言う考えになったんですが」

　正室扱いであれば、どうしてもあの皇帝陛下の影かげがちらついてしまい、蓮弥に色好よい返事をしてもらうのは難しいだろうと思ったクロワールであったが、側室として降嫁してしまえば、その辺の問題が一気に片付くのではないかと考えたらしい。

　実にたくましい物の考え方だと感心する蓮弥であった。

　実際に娶るかどうかは別として、であるが。

　クロワールとは別に、難色を示しそうだなと思っていたのがエミルである。

　彼かの女じよは魔族から距きよ離りを取るために蓮弥の所に転がり込んできた立場であり、今回蓮弥がもらった領地候補の土地はククリカの街よりも魔族の領域に近い場所であるため、嫌いやがるのではないかと蓮弥は思ったのだ。

　しかしこちらも、多少は考え込んだもののあっさりと転居に同意してしまった。

「別にあの瘴気の森を越こえるわけでなし。森からこっち側にいられるなら、多少の距離は誤差みたいなものだからねぇ」

「そう言うものか？」

「そんなもんだねぇ。それと、レンヤの領地に住めるなら、ククリカよりも楽そうだし、新しく街を作るなら色々と仕込めそうだしねぇ」

　にやりと笑うエミルに、なんとなく不安を覚える蓮弥であった。

　あまり無む茶ちやをするなよと釘くぎを刺しておく蓮弥であったが、本当に無茶な何かが発覚した場合は全力で逃げようと心の奥おくに書きとめておく。

　かくして、こんな経緯で何も無かった平原に、街を一個作ってしまおうというプロジェクトが発足したのであった。







　蓮弥に街づくりの知識等あるわけがない。

　基本的に蓮弥は肉体労働主体の人間であり、どちらかと言えば知識については、知っていることだけは知っているが、知らないことについてはとことん知らないタイプの人間である。

　もちろん、土木工事に関する知識もない。

　できるのは、なんとなく資材を調達してくることと労働力の確保くらいなものだ。

　どこから確保してきたのかと言うことについては、蓮弥は固く口を閉ざして語ることはなかったが、ククリカの街近くの岩山が一つ消えたとか、工事現場にドラゴンが複数いて木材やら石材やらを運ばされていたとか、トライデン公国軍の装備を身につけた１００人程の部隊が鍬くわを手に短時間で信じられない範囲の土地を耕して行った等、一般の人が耳にしたならばその耳を疑うような情報が連日飛び交っている。

　メイド服姿のフラウを肩かた車ぐるましつつ、蓮弥は思う。

　やはりなんだか面倒なことを引き受けてしまったのだなぁと。

　フラウは、蓮弥が驚おどろくくらいにあっさりとククリカの街の家との接続を断ち切ってしまっていた。

　庭に生おい茂しげっていた植物の類は、二日ほどの準備期間の後に一体どこに消えてしまったのかと蓮弥が疑問に思うくらいにきれいさっぱりとその姿を消してしまっている。

　エミルとフラウがなにやら怪しげなことをしていた地下室も、入口が開け放たれた状態で中身は何一つ残っておらず、石造りの壁かべが囲むがらんとした空間を晒していた。

　その件について、蓮弥がいくらフラウに聞いてみてもフラウは黙もく秘ひを続けていた。

　完全にフラウに管理されている状態ならばいざ知らず、もしかして自分達の知らない所でどこかに漏れ出したりしているんじゃないだろうかと疑った蓮弥が、やや強めに問い詰めてみると今度は「乙女の秘密」と言う最終手段を持ち出してフラウは抵てい抗こうしてきた。

　流石さすがの蓮弥も、その言葉を盾たてにされたのではそれ以上の追及ができなかった。

　それ故に、きちんと管理、処理、始末が終了しており、外部に何か漏れてはいけないものが漏れていないことだけをフラウに確かく認にんして、その後はほぼ放置してある。

　街の設計に関しては、エミルとメイリアに一任された。

　他に出来る者がいなかった、と言うのが一番大きな理由であるがこちらも色々と問題が出始めている。

「なぁエミル……一体何をしているのかな？」

「な、なんのことかなぁレンヤ。とりあえずその後頭部をわしづかみにしている手をどけてくれると色々とお話もしやすいんじゃないかねぇ？」

　石材を保管してある場所で、エミルを見つけた蓮弥はそのエミルがおそらくは街の道路に敷き詰めるのであろう石のタイルの裏側へ一枚一枚なにやら書き込んでいるのを見ると、そっと背後から近寄っておもむろにその後頭部を右手でわしづかみにしたのだ。

　そのまま少しずつ握力を強めていくと、エミルが引き攣った笑え顔がおのまま蓮弥の右の手首を両手で掴つかんでなんとか自分の頭から引ひき剥はがそうとし始める。

「質問が聞こえなかったか？　何をしているのかと尋たずねてるんだが」

「道路の石畳に使うタイルの品質確認をだねぇ……」

「ほー？」

「あ、痛っ!?　信じてないねレンヤ!?　なんだか軋きしんだらいけない部分から軋んでる音が聞こえてきたのだがねぇ!?　それ人族の握力じゃない気がするんだがねぇ!?」

　悲鳴にも似た声を上げながら、暴れだしたエミルであるが、蓮弥の手のひらから逃げ出すことができない。

　無言で力を込め始めた蓮弥に、エミルは慌あわてて降こう伏ふくした。

「しゃべる！　しゃべるから力を緩めてくれないかねぇ!?　爆はぜるっ！　頭が爆ぜるー!?」

「手短にな？」

　少しだけ力を緩めて蓮弥が言うと、エミルはなんとか蓮弥の手が自分の後頭部から外れないものかとまだもがきながらも、蓮弥に言われた通りに短く答えた。

「タイルに細工をしてた」

「何の？」

「レンヤ……考えてもみて欲しい」

　急に口調を真摯なものへと変えて、蓮弥の腕から両手を離したエミルはぐっと握にぎりこぶしなど作りながら力説し始める。

「都市一つをゼロから作る作業に携われる機会など、そうあるものではないんだよ」

　通常、人の住む場所と言うものはいきなり都市の規模で出現することはない。

　大たい概がいはもっと小さな規模のものから始まり、ゆっくりと時間をかけてそれなりの大きさへと成長していくものだ。
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　蓮弥達が作っているものは、この通常の手順を全すべて飛び越した上で最初から都市として設計された代物なのである。

　このような誕生の仕方をした都市は、この世界においては全く無いわけではないが珍めずらしいと言える。

「うん」

「その珍しい機会にめぐり合えたのだから、ここは一発気張って細工を仕込むのが技術者としての使命ではないかと私は思うんだがねぇ」

「具体的に、何を仕込むつもりだ」

「それはだねレンヤ。住民から少しずつ魔ま力りょくを吸い取って蓄積させていくと言う、私特製の術式をふんだんに盛り込んだ……って、痛い痛い！　痛いよレンヤ！」

　台詞せりふの途中で再び蓮弥が力を込め始めると、握っていた拳こぶしを開いて自分の頭を抱えながらまたエミルが暴れだした。

「却きやつ下かだ」

「い、いいじゃないかぁ。どうせ普ふ通つうの市民なんて魔力を使う機会が無いんだし！　疲ひ労ろうも覚えないくらいちょっとずつしか吸わない設定にしてあるんだしぃ！」

「そう言う問題じゃない。自分の知らない所で無許可に搾取されているような都市など、嫌だろうに」

「え？」

　きょとんとした顔で蓮弥の方をエミルが振ふり向く。

　その表情に思わず手にこめていた力を緩めつつ、何かおかしなことを言っただろうかと思う蓮弥に、エミルは本当に不思議そうに尋ねた。

「人族の都市って……そういう機能がないのかねぇ？」

「ない……と思うが？」

　改めて尋ねられると、なんとなく自分の言葉に自信が持てなくなり、たどたどしく蓮弥は答えた。

　考えてみると、エミルは蓮弥の自宅から軍施設に行く時くらいしか出歩いておらず、一般的な人族の暮らしに関してはほとんど目にしていないかもしれなかった。

「え？　だってレンヤの家って空調もあって、上下水道もきちんとあったじゃない？」

「あれはフラウのおかげだ。一般的な家であそこまで魔力を生活に利用している所は無いらしいぞ？」

　答える蓮弥の頭の上で、どうだとばかりにフラウが胸を張っている。

　その張られた平へい坦たんな胸を、じっと見つめながらエミルがぽつりと呟つぶやいた。

「じゃあ……普通の人族は水とか温度とかどうしてるのかねぇ？」

「水は井戸から汲くみ上あげたり雨水を溜めたり？　温度は火を焚たいたり風を通したりして調整してるんだろうよ」

「……それはまた効率の悪い話だねぇ」

　呆あきれたと言うか感心したと言うか、なんとも言えない感情を声に含ませてエミルが言った。

「私達の都市は、都市全体がフラウが管理してたレンヤの家みたいな機能で満ちているからねぇ。もちろん、住民から少しずつ魔力を徴収して機能の維持運営に充てているんだけどねぇ」

　上下水道やら都市内部の気温のある程度の調整、夜に街路を照らす灯あかりや都市内部の連れん絡らく網もう等など。

　エミルが住んでいた街、つまりは魔族の街は規模の差で多少の差異はあるにせよ、都市と呼ばれる規模のものはほとんどが住民からの魔力の徴収システムと、それを流用して都市機能を維持するシステムが組み込まれているのだとエミルが言う。

「私達は保有する魔力が大きいから、個人から徴収する量もやや多めになるんだけれども。人族は魔力が小さいけれども数が多いから、少ない徴収でもなんとかなると思うんだがねぇ」

「それは魅力的かもしれないなぁ……」

　もし、都市内部の建造物の全てが、劣化版かもしれないとは言えククリカにあった蓮弥の家と似たような機能を保持できるのであれば、多少魔力を吸われてしまうと言うデメリットがあったとしても、十分それを補うだけのメリットとして提示できるのではないかと蓮弥は思う。

「大体、レンヤは色々考えすぎだと思うんだがねぇ？」

「そうか？」

「だって、このシステム、あのトライデン公国の首都にもあったよ？　ただ、あっちは都市機能の維持じゃなくて別の何かの為に貯蓄しておくようなシステムだったみたいだけどねぇ」

　さらりと言ってのけたエミルの言葉に、偶ぐう然ぜん石材を取りに来ていたシオンがびくっと身体を震ふるわせた。

　軍務担当として蓮弥につけられたシオンは、やはり蓮弥と同じく肉体労働主体の人であり、メイリアやエミルのような知力を必要とする仕事はあっさりと放棄して、せっせと資材を運んだり、土台を作るための杭を地面に打ち込むような力仕事に勤いそしんでいる。

　軍務担当官と言えば聞こえがいいのかもしれないが、現在クヌギ辺境伯領には軍と呼べるような組織は存在していない。

　つまり、お仕事が無くてシオンは非常に暇ひまなのだった。

　なんとなく、軍が存在するようになってもシオンは暇のままなような気がしている蓮弥である。

　何故ならば、ローナがシオンの補佐として遣わされているからだ。

　事務的、実務的な事はおそらく全てローナが処理するのだろうなと言うのがシオンの周囲のほぼ統一された見解であった。だが、これは口に出してはいけないことだろうと思っているので黙だまって心の中だけで思っている。

「シオン？　何か知ってるのか？」

「い、いや何もっ。いきなりトライデン公国の話をしていたからびっくりしただけだ」

　慌てて答えながらシオンは、その辺に積まれていた石のタイルをごっそりと抱え上げると逃げるように駆け出していってしまった。

　あまりに分かりやすいシオンの態度に、エミルが口にしたトライデン公国首都の機能について、何か知っているのだろうなと言うことは蓮弥にもエミルにも丸分かりであったが、二人ともシオンを追いかけて問いただす気は無かった。

　それはどちらにとっても、比ひ較かく的てきどうでもいいことだったからである。

　それよりも、去り行くシオンの背中を見送りながら、エミルがにやりと笑う。

　どうやらシオンが持っていってしまった石のタイルは、エミルによって既すでに細工が終わっている代物であったらしい。

「今更止めろと言っても遅おそいと言うことか」

　そもそも気づいたのが遅すぎたらしいと蓮弥は悟る。

　これが都市建造の前なのであれば止めようもあったのだろうが、既に都市の建造は着手されており、幾いくつかの建物やある程度の道路の舗装は着手、または完工してしまっている部分があるのだ。

　そこにエミルの手が入っていないわけがない。

「黙ってやったのは悪いと思うけどねぇ。まさかそういう機能が人族の都市に無いとは思わなかったからさぁ」

「機能を都市における生活の向上に役立てる、と約束するなら目を瞑つむろう。それと魔石で代用できるようにしておいてくれ」

　それとなく住民には報しらせておく必要はあるだろうなと蓮弥は思う。

　もしそれが原因で住民が居ついてくれなくなった場合は、フラウ経由の魔石量産でなんとかしようとも思う蓮弥だった。

「その辺は任せてくれていいよぉ。都市の生活水準の向上は、そのまま私の生活のしやすさに直結するからねぇ」

「お前、居付くつもりか……まぁいいが……」

「住みやすい街になると思うよぉ。何せ建築物と緑地の割合を五対五に設定した緑豊かな都市だし」

「ちょっとまて」

　肩車しているフラウを見上げるようにして視線を向けると、物凄い勢いでフラウが空を仰いで蓮弥の視線から逃れようとしていた。

　それを見た蓮弥は、自分の両脇わきの辺りでぷらぷらしているフラウの両足首を掴むと、きりきりと力を込め始める。

　空を仰いでいたフラウが、足首を襲う圧力と痛みに顔を青あお褪ざめさせ、その小さな拳を握り締しめると無言で蓮弥の頭を連打し始めた。

「フラウ、俺おれはそんな話聞いてないぞ？」

「マスター……大だい丈じよう夫ぶなの。気性の優しいコを植えるの……だ、だから足首から手を離して欲しいの」

「気性の優しいコって何だ、コって!?」

「あれ？　この話ってレンヤに内ない緒しよだったっけ？」

　蓮弥の手が離れた頭をさすりつつ、わざとらしく言ってのけるエミルをフラウが剣けん呑のんな光をたたえた目で睨にらみつけた。

「エミル……後で覚えてるの。マスター!?　フラウの足首はシオン姉様やローナ姉様のようなたくましい足と違ちがうの！　そんな握られたら千切れてしまうの！　緑地が多いことは良いことなの！　人心は安らぐし、エルフのクロワール姉様も住みやすい環境になるの！　だから手を離して欲しいの！」

「人外魔境が都市レベルで広がるだけだろうが？」

「そんなことはないの！　フラウがちゃんと管理するから大丈夫なのー！　お、折れるかもしれないのっ！」

　結局、蓮弥の手がフラウの足首から離れることは蓮弥の意識があるうちは無かった。

　痛みに堪たえかねたフラウが、死なばもろともとばかりに蓮弥の脳天に頭突きを敢行し、ダブルノックアウトと言う状態になって初めてフラウの足首は蓮弥の握力から解放されたのである。

　目を回して意識を失った二人を、そっと人目につかない隅っこの方へ移動させたエミルは、鬼のいぬ間にとばかりにまた石のタイルへの細工に取り掛かったのであった。







エピローグ　そして工事の果てらしい







　都市を一つ作り上げるといった作業には、それこそ年単位での時間を費やすことが普通である。

　小さな規模のものから発展させていく過程を経るのであれば、ある程度の規模まで発展するのにそれこそ十数年ほどの月日を費やすものだし、また流入する資金の量も半はん端ぱではない額が投じられるものだ。

　しかしながら、クヌギ辺境伯が最初に作り上げた都市は、その施工期間の短さとそれに比例するような投入資金の少なさがトライデン公国内部でも話題になる程であった。

　理由はいくつか考えられる。

　まず大きいのは通常、大量の人員を投じて行われる整地作業にほとんど人手を使わなかったと言うことだ。

　どんな魔法を使ったのかと他ほかの貴族達たちは訝いぶかしがることしきりであったが、蓮れん弥やが本人曰いわく丁寧にお願いして連れてきたドラゴン達による無造作にして無慈悲なまでに徹底した整地作業は、信じられないほどの広範囲の平原をあっと言う間に都市づくりに適した平地へと変えてしまった。

　その方法を、旅人たちからの伝聞や、送り込んだ間者からの報告で知った者達はその非常識さに絶句することになる。

　真ま似ねしようにも真似ることなどできるわけがない。

　竜りゆう騎き兵へいであるリアリスがたった一人登場しただけで大騒ぎになる世界だ。

　それが何頭ものドラゴンを投入して、あろうことか整地作業をさせた等などと言う事実は信しん憑ぴよう性せいを論じる前にそんなことをやらかした人物の頭の中身を疑うような出来事として貴族たちに恐れられた。

　さらに、都市を作るための資材の流入速度が異常だった。

　さすがに木材に関しては伐採し、乾燥させてから整えると言った工程が存在するので、それなりに材木問屋等へ資金が流れていったようであったが、都市のほとんどを構成する石材については一体どこからそれだけの量が蓮弥の都市に流れていったのか全く不明だったのだ。

　まことしやかに囁ささやかれた噂うわさでは、ドラゴン達の住すみ処かがある岩山のうちの幾つかが、数晩の内にきれいさっぱりと姿を消したと言う話が流されていた。

　この世界における地図と言うものは、かなりいい加減な記載がされており、当然ながら岩山群の中に岩山がいくつあったのか等という情報を正確に把は握あくしているような者はいなかったのだが、それでもここに一つ山がなかっただろうかと思われるような場所が、酷ひどく滑らかな平地と化していると言う場所が幾つか確認された。その周辺では淡く光を放つ大おお柄がらな人物やら、上から下まで黒尽くめらしい人物やらが無言で武器を振るう姿が目撃されたとか、ドラゴン達が何か非常に重そうな物が入った網あみのようなものを抱えて飛んでいく姿が確認された等と言う情報が流されている。

　真しん偽ぎの程は不明だった。

　それは、それらの作業があまりにも手て際ぎわよく素す早ばやく行われたからと言う理由の他に、そのことを耳にした者達がこれは自分達が深く介入すると、ロクなことにならないのではないだろうかと危き惧ぐして詳細な調査を躊躇ためらった為ではないか、とトライデン公国の貴族達や、周辺諸国では考えられている。

　そんな不確定情報を垂れ流しながら作り続けられた都市は、いつしかかなりの部分が形となり、それに伴ともなってトライデン公国内部に住民の募集通知が流されることとなる。

　こちらは都市の建造速度に比べると非常に緩やかな速度で行われた。

　そもそも、領民と言うものは貴族達にとっては税を徴収する相手であり、いわば資産であると言える。

　これを強引な手法等で拙速に集めてしまえば、他の貴族達からの強い反発を受けることは説明されなくても分かりきったことだったからだ。

　それでも、人と言うものはその辺から湧いてくるようなものではなく、どうしてもトライデン公国内から人を募る必要があった。

　他国からの流民を受け入れる、と言う方法も無くはなかったのだが、これはメイリアが難色を示した上に蓮弥自身もあまり乗り気ではない雰ふん囲い気きであったので、人を集める手段として積極的に行われることはなかった。

　創設されて間もないクヌギ伯領は、現状なんの産業も無く、さらに周辺の村や農地に関しては人の集まり具合を見てから随時整えていこうと言う方策が取られていたので、食糧やその他の品物に関しては外部からの購こう入にゆう一本に頼たよりきりだったからだ。

　つまり他国からの民の大量受入を行うと、トライデン公国内部において急な食糧不足が発生しかねないと言う問題があると言うことである。

　足りない分は買えばいいじゃないかと言う意見もあるのだが、購入先が民を流出させている国々である以上、自分の国の資産である民が減るようなことに手を貸すわけがない。

　ほぼ間ま違ちがいなく売り渋りが発生するだろうことは容た易やすく予想できた。

　そんなわけで蓮弥が作り上げた都市に流れてくる民は、商家の次男坊以下やら食い詰つめた騎士爵の嫡男以下、農村で耕す土地を手に出来なかった者等などが主流を占めた。

「農民はともかくとして、騎士の家系とか兵士の家から来た若いのは、適性を見て私兵に勧誘しとけよ？」

　比喩表現等ではなく、文字通り紙の山の中に半分以上埋まっているローナに声をかける蓮弥。

　移住申請の用紙の量が多すぎて、ローナ用にと用意された部屋に収まりきらず、未処理の申請書は隣となりの部屋の中にうず高く積み上げられているのだが、そこには一度埋まってしまったら数年は発掘されないのではないかと思わせるだけの量が収納されている。

「この惨さん状じようを見て……さらに仕事を増やしますかレンヤ。鬼ですか貴方あなたは……鬼でしたっけ？」

「人だよ。大体、何なんだこの量は？　瘴しよう気きの森に近い辺へん鄙ぴな領地に、こんなにたくさんの移住者が来るわけがないだろうが？」

「いやだってレンヤ……移住者用の家屋、建売にしましたよね？」

　土地だけ渡わたして適当に建物を建てろ、と言ってしまうとそこに住む人によって建物の仕様がまちまちになってしまうだろうと思った蓮弥は、あらかじめある程度建物を建てた上でそれらの建物を移住者に売ると言う形をとっていた。

　これならば、統一された仕様の建物に住民を住まわせることができる。

　資金が無いので下水設備がありませんだの、飲み水は井戸が必要なので掘ほらせてくださいだのと言った雑多な問題に頭をわずらわせたくなかったのだ。

　ついでに街の景観もすっきりするので、蓮弥的にはいい事尽ずくめだと思ったのだ。

　嫌なら移住してこなければいいだけの話であるし、無む理り強じいをするわけでもない。

　ただ、誰だれも来なかったりすると悲しい話になってしまうので、分譲価格はかなり安目に設定してあった。

「格安で土地と上下水道を完備した家がセットですよ？　しかも維持費が無料と来れば、買える人なら即そつ金きんで買うでしょう。それに、確かに多少辺鄙な領地かもですが……」

　ローナがちらりと蓮弥の顔を見る。

　その視線の意味が分からず、蓮弥は首を傾かしげた。

「領主がクヌギ伯爵です……人の口に戸は立てられないもので色々と噂が流れてますから」

　一いつ瞬しゆん、誰だっけ？　と思ってしまう蓮弥である。

　苗みよう字じの方はこちらの世界に来てからと言うもの、ほとんど使うことが無く、さらにその後ろに爵位まで付けられるとどこか遠くの知らない人の名前のように聞こえてしまうのが蓮弥には不思議であった。

「どんな？　大した事はしてなかろうが？」

　噂と言う単語に、全く想像がつかない蓮弥。

　そんな蓮弥の様子を見ていたローナが深々と溜ため息いきをつく。

「鎧よろいの勇者の主人、と言うのが一番大きいですか。後は竜りゆう使いとか、エルフの友人だとか……あ、移住申請にエルフがかなり混じってます。全部却下していいですよね？」

　隠すつもりもあまりない蓮弥ではあるが、わざわざ自分から広めるつもりは全く無い。

　それでもそれなりに噂やら何やらで広まるものは広まるものらしい。

「法的に問題ないのかそれ？」

　申請書の束を、力任せに引きちぎろうとし始めたローナを止めつつ蓮弥は尋ねてみる。

　人族の大陸において、全くいないわけではないがかなり珍しい存在であるエルフが、人族の都市に移住したりしていいものだろうかと思ったのだが、書類を引きちぎろうとするのを諦あきらめ、ややしわのよってしまったそれを脇にどけながらローナが答える。

「法的には何の問題もありません。エルフの国と人族の国はあまり交流がありませんが、国交はありますし、仲が悪いわけでもありませんので、きちんと申請をして、ちゃんと税を納めるならば咎とがめられることでもありません。これは逆も然しかりですが」

　流民の流入とどこが違うんだろうかと思ってしまう話であったが、相手がエルフの国であると言う部分がもっとも大きな違いであるらしかった。

「逃げ場は確保されているわけだな」

「なんで今から逃げる算段をしてるんですか……」

「いや、なんか変な期待とかされても困るわけだし」

　あくまでも自分は、一いつ介かいの剣けん士しでしかないのだと言い張りたい蓮弥であった。

　そんな蓮弥に、ローナはまた溜息をつく。

「都市部はそんな感じですが、周辺の農村に関してはもっと移住倍率が上がっています」

「なんでだ？　都市部に比べてさらに危険が多いトコだろうに？」

　最悪、誰も来ないという可能性まで考えていた蓮弥である。

　その場合は鎧に命令して、あの沢山生み出せる骨ゴーレムを使役して農作物を作らせるつもりでもいた。

　とにかく、何か作らないことにはトライデン公国から蓮弥が課されている税を納めることができなくなってしまう。

「まず理由として挙げられるのは、農村に常駐する兵士の数です。他の貴族の領地にある農村に比べてほぼ倍の数を置く予定になっています」

「他の領地に比べて危ないのだから、当然の処置だよな？」

「……農村に私兵まで動員して、兵を増やす貴族は他にいません……」

　私兵はあくまでも貴族が自分の身を守るために持つものですからとローナは言う。

　だが、蓮弥からしてみれば自分の身など自分でいくらでも守れるのだから私兵を周囲に待機させておく意味があまりない。

　だったら持たなきゃいいじゃないかと言う話もあったのだが、国が領内の防衛のために派遣してくれる兵士の数では到とう底てい農村部の守備に足りるものではないと思った蓮弥は、どちらかといえばそちらの目的が主体で私兵軍を持つことにしていた。

「なんなら、この都市の防衛、俺一人でもなんとかできるし？」

「それが異常すぎると言うことを自覚してください。……二つ目の理由としては、農地と家をセットで提供すると言う破格の条件のせいです」

「破格？　どの辺が？」

　作物を作って税を納めてもらうのだから、それを作るための土地と生活の場を整備するのは当たり前のことだろうと蓮弥は思う。

　ちなみにだが、全ての農村には蓮弥の意見で畑と水田を併せて作るようにしていた。

　これは完全に蓮弥の希望によるもので、村への移住条件の中に必ず米とエルフ豆を栽培することと言う一文まで書き込まれていた。

　栽培が可能かどうかと言う点については、クロワール経由でエルフの技術者等に調査してもらい、可能であるとのお墨付きをもらっている。

　田畑の整備作業辺りはさすがにドラゴンになんとかさせるわけにもいかなかったので、ククリカの街からキースの部隊を借りて行っている。

　蓮弥の訓練中に、ひたすら地面を掘らされた経験からかキース達の作業は非常に早く、瘴気の森の中での訓練中に砦とりでを作り上げてしまった彼かれらの手にかかれば、木造の家すらも冗じよう談だんのような速度で建築されていっていた。

「普通、農民の入植は家も農地も自分たちで作らせるものなんです。それを農地だけじゃなく住む家まで提供し、さらにそれらをほとんど無料にするなんて有り得ない話なんですよ！」

　肥料を入れて種をまけば作物ができるだろうと言う段階までお膳ぜん立だてされた農村への入居者募集である。

　多少危険かもしれないが、他の村よりも派遣されている兵士が多いとくれば農民が食いつかないわけがない。

「とりあえずそちらは年ねん齢れいの若い希望者から順番に移住してもらっています」

「本当はそういう村にも、都市と同じシステムを導入したかったんだがなぁ」

　エミルに相談はしてみた蓮弥であったが、即そく答とうで無理だと言われていた。

　そもそもの人口が都市部に比べて圧あつ倒とう的てきに少ないので、徴収できる魔力が少なすぎるのと、それらのシステム構築に一体自分が何日徹夜すればいいのか想像もつかないよと言う悲鳴のようなエミルの答えである。

　仕方なく農村部に関しては井戸を掘ったり、近くに川があればそこから水を引き込む水路等を作って代用している。

「ま、上を望んだらキリがないからな」

「十分望みすぎだと思うんですけど」

　この領地の内情をきちんと把握したら、一体どれだけの貴族が卒そつ倒とうするのだろうかと思ってしまうローナである。

　そんなこんなで人口も増え始め、なんとか形になり始めるクヌギ伯領。

　後に「森と石の都市」と呼ばれるようになる、蓮弥の居城を有する都市「クリンゲ」。

　都市の面積のほぼ半分を、木々と草花が占めると言う特異な構成を持つこの都市に、とある客が訪れたのは蓮弥が爵位を拝命してからかなり時間が経過した頃であった。







幕間その３　パジャマパーティだったらしい







　その夜、フラウは少しだけ喉のどの渇きを覚えて目を覚ました。

　妖よう精せいが喉の渇きを覚えるというのはどうなのだろうかという疑問は、実はフラウ自身も持ち合わせているのだが、精霊や亡霊のように実体のない存在というわけではなく、きちんと肉の体を備えているのだから、それなりにそういった生理的欲求が生じるのもおかしな話ではないのだろうと、勝手に納なつ得とくしている。

　とにかく、喉の渇きを覚えたフラウは蓮れん弥やの寝しん室しつにしつらえてある自分のベッドの上で体を起こし、枕元へ目をやるのだが、生あい憎にくと水差しのようなものは用意しておらず、寝ねる前に用意しておけばよかったかと少しだけ反省の念を覚えた。

　隣のベッドで眠っている蓮弥には起きる気配がない。

　一旦寝付いてしまうと、敵意や悪意を持った何かが近づいてくるか、或あるいは朝の日の光が窓から差し込むまでは、中々起きることのない蓮弥であるので少しくらい物音を立てても問題はないはずだったが、フラウはなるべく物音を立てないようにベッドから床ゆかへと降りると、足音を忍ばせて寝室から廊下へと出る。

　一度自覚してしまった喉の渇きは、そのまま我が慢まんして朝を迎えるにはやや強く、どこかで飲み物を調達しなくてはと考えながら、裸足はだしでぺたぺたと廊下を歩くフラウは灯りなど無くとも周囲の状じよう況きようを見てとることができた。

　ククリカにいた頃ころは、蓮弥の家の廊下などは夜になるとフラウが呼んだモノが闊かつ歩ぽして治安を守っていたのだが、クリンゲに移動してからは確かに蓮弥の家ではあるのだが、規模は城になっており、あちこちに兵士が巡回しているのでククリカにいた頃のような保安行動は無理である。

　それでも、蓮弥が訓練したりした兵士達ならば、特に問題なく夜の安寧を守ってくれるのだろうと考えながら歩いていたフラウは、ふと城の一部の区画が妙みように騒がしいことに気が付いた。

　蓮弥の居城はフラウにとっては家であり、その全域がフラウの感覚の下にあるのだが、流石さすがに城は広すぎて常時全てを把握しているわけにはいかない。

　それでもその区画に意識を集中すれば、そこで何が行われているのかすぐに分かるはずなのだが、何な故ぜだか今回はフラウがそこへ意識を向けても、騒がしいということが分かるだけで誰が一体何をそこでしているのかまでは把握できなかった。

「これは不思議なの」

　騒さわぎはそこでだけ起きているようなので、何らかの問題が発生しているとは考えにくかったが、それでも自分の知覚で察知できないことが起きているというのは確かであり、フラウはそれまで身につけていた寝巻き姿から即そく座ざにいつものエプロンドレス姿へと変わると、やはり靴音を殺しながら自分の知覚が察知したその騒がしい区画へと走り出した。







　居城と一言で言っても、区画は様々に分けられている。

　その区画を大まかに二つに分けるとするならば、公的な行事に使うための区画と、蓮弥自身のプライベートな区画という二つに分けられ、蓮弥などの寝室があるのはこのプライベートな区画に位置していた。

　フラウが感じた騒ぎが起きているのも同じくそのプライベートな区画の端はしっこの方であり、城の内部の通路に関して完璧に熟知しているフラウは、警備の兵士達に出会うようなこともなく、最短距きよ離りでその区画へと走っていく。

　その途と中ちゆうで、フラウは何か薄うすい膜のようなものを突き破ったような感かん触しよくを覚えた。

　どうやら騒ぎを起こしている張本人達は、その騒ぎが察知されないようになんらかの手立てを講じていたようだったのだが、それをフラウが踏ふみ越こえたらしい。

　本来ならば察知されること自体を防ぐ目的だったのだろうが、家を守護する妖精であるフラウの目をごまかすには少々、仕掛けが弱すぎたようである。

「この手の仕掛けができるのは、エミル姉様くらいなの」

　シオンはこういった魔ま術じゆつ的な仕掛けに関しては完全に素人であるし、ローナは僧そう侶りよではあるが、僧侶がこの手の仕掛けを施すという話をフラウは聞いたことがないし、フラウの持つ知識の中にも関係するようなものはなかった。

　クロワールという考えも無いわけではなかったが、エルフの本領は森の中であり、石で作られた建物の中でフラウの感覚をごまかすような術の持ち合わせがあるようには思えない。

　とりあえずは仕掛けを踏み破ってしまった以上、仕掛けを施した本人にフラウの接近はバレてしまっているはずであり、そうなるとそんな仕掛けまで施してバレないようにしながら行う何かに関して、隠蔽作業に入ってしまうかもしれず、フラウの足が早まる。

　同時に仕掛けの内部に入ってしまったのだから、自分の知覚も正常に働くだろうと考えて、意識を集中したフラウはその騒ぎの元らしき区画にいる人物の反応に、急ぎかけていた足を思わず止めてしまった。

「これは……シオン姉様達？」

　フラウの知覚に引っかかった人物は全部で五人。

　それはシオンを初めとし、ローナ、クロワール、エミル、メイリアといった蓮弥の仲間として城にいる女性陣じんであったのだ。

　時間としてはフラウの感覚からすれば真夜中もいいところで、蓮弥も熟睡しているような時間帯である。

　一体こんな時間にみんなで集まって、何をしているのだろうかと、それまでのような全力疾走ではなく、小走りするような感じで近づいていけば、そこは居住区の一画にある多人数用の寝室であった。

　何故そんなものが蓮弥の居住区にあるのかと言えば、蓮弥もいまや貴族の一人であり、他の貴族を自分の所領に招くようなことがあるかもしれない立場となっており、その際に使うかもしれないからという理由で設しつらえられたのだ。

　数名が寝ね泊とまりできるような設備が備え付けられているそこは、通常誰も使っていないのだが、それでもいつでも使えるようにとフラウが日々清掃に励んでいる。

　そんな場所で一体何をしているのかと、部屋までたどり着いたフラウはそっと入口の扉を開けて、いきなり部屋の中から漂ってきたきつい酒精の匂においに、思わず後ずさった。

「しかし、レンヤも意気地がないですよね。これだけ選より取どり見み取どりに女性が集まっているというのに、一向に手を出す気配が無いというのですから、本当に男性なんでしょうか？」

「いやーどうかな？　奥おくゆかしいと言えばそー言えなくもないんじゃないかなー？」

「それでもほら、男の独り身だよ？　ちょっとは眠れぬ夜を過ごして一人悶もん々もんとしててもいいんじゃないかねぇ？　私としてはレンヤの男性としての能力に疑問を抱かざるを得ない所だけど……ほら、クロワール、お酒が進んでないんじゃないかねぇ？」

「ひっく……いえ、ひっく……おかまいなく」

「男性機能に問題がある、というのは由々しき事態です。早さつ急きゆうに確かく認にんする必要があるのでは？」

　少ない蝋ろう燭そくが照らし出す、薄暗い部屋の床の上に無数に散乱している酒さか瓶びんと、さらにその向こうにうずたかく積まれた酒瓶と酒さか樽だる。

　部屋の中央に小さな円えん卓たくがあり、その上にはおそらくは肴さかななのであろう魚の干物やら肉やらが、こちらも皿からはみ出さんばかりの量で盛り付けられている。

　ククリカにいた頃はフラウが家事を一手に引き受けていたので、自分の知らないうちに食材が無くなることはありえなかったのだが、クリンゲではフラウ一人が家事を切り盛りしているわけではなく普ふ通つうのメイドや使用人も出入りしており、おそらくはそこから入手したものだと思われたが、量が半端ではない。

　そんな肴を中心にして、それぞれ適当にベッドに腰こし掛かけて酒盛りをしているのがシオン達であった。

　相当前からやっているということは、床に転がる酒瓶の数と、酒精が廻まわって真っ赤になっているシオン達の顔を見れば一目瞭然であり、おそらくは周囲にこの騒ぎがばれないようにと仕掛けを施した張本人であろうエミルも、酔よっ払ぱらっているせいなのか自分の仕掛けが突破されたことに気づいた様子が無い。

「あのー、シオン姉様？　一体何をして……」

　とにかく部屋の中へ入ろうとしたフラウは、部屋の入口で思わずたたらを踏んでしまう。

　大たい概がいのことには動じないフラウであるはずだったが、そのフラウをして中に入るのを躊躇わせてしまうほどに、室内の空気は濃のう密みつな酒気を帯びていたのだ。

　その濃さは、下手をすると灯りに使っている蝋燭の火が引火するのではないかと心配になるほどである。

　これはどうしたものかと入口で佇たたずむフラウの姿にシオンが気が付いた。

「あ、フラウーいい所にきたねー。こっちおいでー」

「シオン姉様……ちょ、ちょっとフラウには無理っぽいの」

「大だい丈じよう夫ぶだよー、取って食ったりしないからー」

　へらへらと笑いながらふらふらしつつ近寄ってきたシオンがフラウの手を取り、あまりの酒臭さに手を取られるまで気が付かなかったフラウが慌あわてて身を引こうとするのを許さずに室内に引っ張り込んでしまう。

　途と端たんに猛烈に押おし寄せる酒気に耐えながら、フラウはシオン達の姿を見た。

　シオンはいつぞや蓮弥の部屋に押しかけていった時のような薄手のタンクトップにホットパンツといったいでたちで、相当飲んでいるせいなのか露あらわになった肌はどこも赤く上気してしまっており、目の色もおかしい。

　その向こう側にいるローナは、やはり薄手のネグリジェ姿であるが、こちらは着ている意味があるのかどうか疑いたくなるくらいに薄手であり、色々透けてしまっている。

　その隣で飲むエミルはいつものチューブトップブラは変わらないのだが、下がホットパンツを脱ぬいでしまった状態で、いわゆるパンツ丸出し状態。

　その隣でエミルに半ば無む理り矢や理り酒を飲まされているクロワールに至っては、ワンピースの寝巻きを身につけているのだが、そのうえにぼたぼたと酒を零こぼしてしまっていて体にぴっちりと張り付いてしまっている。
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（凹凸無いから張り付いててもすとーんなの）

　バレたら確実に戦せん闘とうになりそうなことを考えながらつかまれていない方の手で鼻と口を覆おおい、襲いくる酒気に必死に耐えているフラウは視線を巡らせて、少し離はなれた所でベッドの縁ふちに、びっくりするほどきれいな姿勢で座すわっているメイリアを見る。

　こちらは他の面々とは異なり、男性物ではあるがやや厚手の寝巻きをきちっと着込んでおり、トレードマークのような切りそろえられた前まえ髪がみにも、肩かたから背中へと流す黒くろ髪かみにも一筋の乱れもない。

　だが、その手が定期的に口に運んでいるコップから消費されるお酒の量は、他の面子に勝るとも劣らず、確実に酔いが廻っていることはその目を見れば一目瞭然であった。

（これは……不ま味ずい所に迷いこんでしまったの！）

　室内は完全に人外魔境と化していた。

　こんな所にのこのこと迷い込んでしまった自分の愚かさに、フラウは内心歯は噛がみする。

　これならば、ダース単位で竜がひしめいているような巣穴に放ほうり込まれたほうが数段マシだと心の中で絶叫するフラウの気持ちになど露ほども気が付かず、その体を引きずって室内に引き入れたシオンは、その辺に転がっていたコップにお酒を注ぎこむと、フラウに押し付けるようにして渡した。

「まずは、飲んで」

「いやあのシオン姉様？　フラウはその、お酒はちょっと」

　見た目からしてお酒は不味い。

　そう考えるとメイリアに飲ませてしまうというのもどうなのかという思いが一瞬フラウの頭をよぎるが、この場においてそういった常識を問える相手が既にいなかった。

「フラウー飲んでよー、フラウがお酒飲んでくれないー。妖精なんだから、大丈夫でしょー」

　シオンの声の後半部分は何故だか泣きが入っていた。

　泣き上戸とか非常にめんどくさいとフラウは思うのだが、それをシオンに言ってみたとしても、さらに泣かれるくらいなもので意味がありそうには思えない。

　仕方なくコップを受け取りながら、逃にげたい、とフラウは切実に思う。

　この場から逃がしてもらえるならば、悪魔とだって取引をする。

　むしろ取引してやるから悪魔を連れて来い、などと思っているのだが、都合よく取引しに来る悪魔がいるわけも無く、逃げられそうな気配もない。

　諦めてコップの中身に口をつければ、途端にシオンが笑え顔がおに変わる。

「フラウが飲んだー」

「ちょ、シオン姉様!?」

　いきなりシオンに抱だきつかれて慌てるフラウであるが、それよりもコップの中身に問題があった。

　精々果実酒やエール酒といった程度の軽いものだろうと考えていたフラウだったのだが、中に入っていたのはひたすらに酒精を濃こくすることだけを追求した火酒だったのである。

　おそらくは、火を近づけたら爆ばく発はつ的に燃えるレベルの。

　咄とつ嗟さに一部をわざと零して難を逃れたフラウ。

　もしも何も考えずに全すべてを口にしてしまっていたら、たとえ一口といえどもかなり危ないことになっていたはずで、しかもそこまで考えたフラウはもしかすると足元に転がっている瓶や、まだ積み重ねられている樽の中身全てが火酒なのではないかという恐おそろしい予想にぶちあたった。

　この予想が当たっているのだとすれば、消費されている量から考えても、この場にいるフラウを除いた全員が、既すでに手て遅おくれな状態にまで酔っ払っているとしか思えない。

　逃げるべきだ、とフラウは判断したのだが、抱きついているシオンがそれを邪じや魔ましている。

　単純な力比べではフラウはシオンに敵かなうべくもない。

　魔ま力りよくまで動員すれば、なんとかならないわけでもないが、そんなことをすれば大おお騒さわぎになり城中が目を覚ましてしまい、蓮弥に迷めい惑わくがかかる。

「シオン姉様!?　姉様ってば!?　はーなーしーてーっ！」

「ねーフラウー、レンヤって夜中になんだかもぞもぞしてたりしないのー？」

「し、知らないのっ！　知っててもそんなこと言えるわけがないの！」

　両りよう腕うでの力を緩めることなく、頬ほおずりしてくるシオンの質問の内容にフラウがうろたえる。

　いくらなんでも年とし頃ごろの女性がしてくる質問としてはあまりに直球過ぎて、それがまたシオンの酔っ払っている度合いの深さを物語っていた。

「フラウも知らないとなると、さらに由々しき事態です」

　真ま面じ目めな顔のまま不真面目な台詞せりふを淡たん々たんと口にするメイリアに、へらへら笑いながらエミルが同調する。

「そうだねぇ。同じ部屋で寝てるフラウさえ知らないなんて、これはもうオカルトだよねぇ。だってレンヤみたいな若い男性が、どこかで発散させてないなんて、もうこれはおかしいとしか言えないもんねぇ」

「ぶくぶくぶくぶく……」

　最後の方で泡あわを吹ふいているのはクロワールであった。

　ベッドの縁に腰掛けて、背筋を伸のばした姿勢のまま、酒杯を手に握にぎり締しめた状態で口から泡を吹いているクロワールは、目を見開いてはいるが、その目には何も映っていないようである。

　つまり、意識がない。

　潰つぶれてしまったクロワールを羨うらやましく思いながら、段々とおかしな方向へ進んでいく話題に、フラウは慌てて軌道修正を試みる。

「みんな、話がおかしいの！　マスターにそういう疑惑をかけては駄だ目めなの！　命が惜しくないの!?」

　この場にいる全員が笑いながら話をしているが、この話題が蓮弥の耳に入ればどのような目に遭わされるか、フラウには想像もつかない。

　分かるのは確実に酷い目に遭わされるという事実だけなのだが、酒の勢いのせいで誰もそのことに気がつく様子がなかった。

　ネタの酷さにも閉口してしまうフラウだが、酷いネタが元で命の危険に晒さらされるというのは馬ば鹿か馬ば鹿かしいにも程がある。

　このままではいけない。

　絶対にこのまま彼かの女じよ達たちを進ませてはいけないという、使命感にも似た何かに衝つき動うごかされるように、フラウは打開策を求めて室内に視線を巡らせる。

　だが、どこを見てもいるのは脳みその芯しんまで酒精に浸ってしまった酔っ払いばかりだ。

　いっそ部屋ごと封ふう印いんするか、という危険な思考がフラウの脳裏をよぎる。

　現在シオンの両腕から逃げることのできないフラウ自身も封印されて、この部屋から出られなくなってしまう上に、内部からの封印なので、外から解除されるまでは封印を施すフラウ本人にもどうすることもできなくなってしまうという危険な方法であったが、このままなし崩くずし的に影えい響きようが蓮弥の所まで及およぶよりはずっといいような気がしていた。

　封印から出られないという問題も、これだけの人数がいなくなったことが分かれば蓮弥が探たん索さくに乗り出すはずで、蓮弥ならば外から封印を破は壊かいできるはずである。

「レンヤもそうだけど、シオンの押しが弱いんじゃないかねぇ？」

　自分ごと一旦この部屋を封印するという悲ひ壮そうな決意を固めかけたフラウだったが、それを実行に移そうとする前に、話の矛ほこ先さきが少しだけ変化した。

　にやにや笑いながらそう言い放ったエミルに対して、フラウを抱きかかえたままシオンが据すわった目をエミルへと向ける。

「どういうこと？」

「レンヤだって男性だよ？　押して倒れない相手じゃないだろうにねぇ？」

　エミルの言葉に反応したのはシオンとローナであった。

　二人とも苦虫を噛み潰したように渋しぶい顔をしながら、笑うエミルからそれとなく視線を外している。

「あれ？　どうしたのかねぇ？」

「押したもん……」

「なんだって？　聞こえないねぇ？」

「押しに行ったもん！」

　フラウを小こ脇わきに抱え、立ち上がったシオンがエミルに噛み付くように吼ほえた。

「押しに行ったけど、入り口に罠わなが仕し掛かけてあったんだから仕方ないじゃないか！」

　そういえばそうだった、とシオンに抱えられながらフラウは以前、シオンが蓮弥の寝室に押しかけていった時のことを思い出す。

　あの時、フラウはわざと入り口の罠に関する情報をシオンに渡さなかったのだが、今でもあの判断は間違ってはいなかったと思っている。

「つまり、未遂？」

「ぐっ……」

　からかうようなエミルの言葉に返す言葉を失うシオン。

　そして何故だか小さく拳こぶしを握り締めるローナ。

「ローナ……その反応は何？」

「私、押しかけて押し倒たおして、甘噛みまではいけましたから」

「なにそれ!?　聞いてないよローナっ!?」

　小脇に抱えていたフラウをベッドの上へと放り投げ、素す早ばやくローナに詰め寄ったシオンがその胸倉を掴つかんで激しく前後に揺さぶり始める。

　揺ゆさぶられるがままになっているローナは初めは笑顔であったのだが、しばらくすると顔色が青くなり、それでも揺さぶることを止めないシオンの手から逃れようともがき始めた。

　あれは酔っ払っている所を激しく揺さぶられたせいで、吐き気が来たんだろうな、とフラウは放り投げられたベッドの上に横たわったまま、虚うつろな意識の中で考える。

「ちょっと負けてるねぇ。私はレンヤと生まれたままの姿で一晩抱き合ったくらいだけどさぁ」

「ちょっとエミル!?　そっちも聞いてない！」

　ぽいっとローナを放り投げて、エミルに掴みかかるシオンだったが、こちらはローナの二の舞になってたまるかとばかりに掴みかかってきたシオンの両手に自分の手を絡めて防ぼう御ぎよする。

　放り投げられたローナは、慌てて部屋の片隅に置いてあった空になった大き目の酒樽に頭を突っ込んで、あまり他人には聞かせられないような音を立て始めていた。

　この光景を蓮弥が見たら、仮にローナに特別な感情を持っていたとしても、一気に冷めるだろうなとフラウはベッドの上で身を起こしながら、酒樽を抱かかえたまま四つんばいになっているローナのお尻を眺める。

「今の話の流れからしますと」

「うわっ!?　ってクロワール姉様、復活したの!?」

　泡を吹いたまま沈ちん黙もくしていたはずのクロワールが急に声を発したので、フラウは仰のけ反ぞるようにしてベッドの上を移動し、クロワールから離れようとする。

　そんなフラウの動きなど目に入らないかのように、クロワールは淡々と言葉を続けた。

「現状、負けているのは私だけということなのでしょうか」

「か、勝ち負けのお話じゃ、ないと思うのー……」

　たぶん聞こえていないのだろうなとは思いながらも、一応突っ込んでおく必要性を感じてフラウがおそるおそるそう言うが、予想通りに聞こえていないらしいクロワールは視線を宙に彷徨さまよわせたまま、手にしていた酒杯の中身をくぴくぴと飲み干してしまう。

「出遅れは取り戻さなくてはなりません」

「できれば止やめる方向で考え直して欲ほしいの」

「それも早急に、今すぐに！」

　すっくと立ち上がってそんなことを宣言したクロワールに対して、いつの間にか真正面に移動していたメイリアが、蓋ふたを開けた中身が満載状態の酒樽を逆さにしてクロワールの頭から被かぶせる。

　当然、逆さにされた酒樽からは中身の火酒が零れ落ち、クロワールの全身を濡らす。

　ワンピース越しに濡れたエルフの体、というのは欠とぼしい明かりの中でもかなりの艶なまめかしさを醸かもし出していたが、頭に酒樽が被せられている上に全身から猛烈な酒の匂いを発していれば、色気も半減以下である。

　そして、頭から火酒を被せられたクロワールは、その行こう為いに対して文句を言う余よ裕ゆうもなく、直立不動の姿勢のまま、無言で棒切れのように倒れた。

「させると思いましたか？」

　倒れたクロワールを見下ろして、メイリアがそんな言葉を冷たい口調で投げかけた。

　これはもしかして、多少酔ってはいるものの、まだましな思考能力を残しているのかもしれないと期待を抱いたフラウだったが、メイリアの次の言葉に思わずベッドの上に突っ伏す。

「私が先です」

「駄目なのーっ！　こっちも泥酔してるのーっ！」

「ちょっとメイ、一体何を言い出すんだ!?」

　回れ右をして部屋から出て行こうとしたメイリアを背後からシオンが羽は交がい締じめにして止めた。

　さっきまでエミルと取っ組み合いをしていたはずなのにとフラウがエミルの方を見れば、エミルはベッドの上に大の字になった状態で、目を回して気絶している。

　シオンと暴れたせいで酒精が回ってしまったようで、力尽きたらしい。

　四肢をベッドの上に投げ出して、いびきまでかき始めたエミルの姿はあられもなさ過ぎて、フラウはそっと掛け布団をエミルの体の上にかけてやる。

「姉様、放してくださいっ！　いいじゃないですか別に！　減るもんじゃなし！」

「減る！　ナニがと具体的には言わないけどとにかく減るから、行かせるわけにはいかない！」

「姉様一回アタックして失敗しているんですから、次は私が行っても問題はないでしょう？」

「前回は切羽詰った状況だったから失敗したけど、次は成功させるから、それを待ちなさい！」

　姉妹でするような会話じゃない、とフラウは頭を抱えるがどうすることもできない。

　だがここでふと、フラウは周囲を見回してあることに気がつく。

　エミルはベッドの上でダウンし、クロワールは頭に酒樽を被ったまま動かなくなっている。

　ローナはしばらく酒樽を抱えて色々やっていたのだが、やはり力尽きたかのか四つんばいの姿勢のまま床の上で気絶。

　そうなると、残りはシオンとメイリアをなんとかすれば、事態が収まりそうだということに気がついたのだ。

「姉様っ！　次期大公になるのは受け入れたのですから、こちらは私に譲ゆずってくれてもいいのではありませんかっ!?」

「それとこれとは話が別！」

　決断は速すみやかに行わなければならない、とフラウは考えた。

　このまま放置した場合、メイリアかシオンのどちらかが蓮弥の寝室に特攻することになるのは明白であり、主の為ために働くシルキーとしては、ここで災いの芽を摘み取らなくてはならない。

　使う魔術は〈操作〉の魔術。

　蓮弥が莫大な魔力にモノを言わせて、誰だれもやらないようなことをよく行う魔術であり、傍かたわらにいるフラウもなんとなく使い方を覚えた魔術だ。

　その〈操作〉の魔術が発生させた見えざる手で、フラウは掴める限りの数の酒樽を一気に掴んで持ち上げた。

「レンヤさんだって、たまには私みたいなちょっと薄味の女性がいいはずです！」

「薄味って何?!　薄味って……て、え？」

　じたばたと暴れるメイリアを、ひたすら羽交い絞めで封じていたシオンであったが、頭上に陰りが差したのに気がついて、視線を頭の上へと向けてそこにあったものに驚おどろく。

　そのせいで拘こう束そくが緩み、シオンの腕うでから逃げ出したメイリアであったが、シオンが上を見上げた状態で固まっているのに気がついて、つられるようにして上を見た。

「ちょ、これは!?」

　そこにあったのは、フラウが〈操作〉の魔術で掴むことができたありったけの酒樽であった。

　ちゃぷちゃぷと中身が満載であることを音で示しながら浮いているそれらに目を奪われた二人に対して、フラウがベッドの上で親指を立てて喉を掻かっ切きる仕草をしてみせる。

「二人とも、沈むがいいのっ！」

　言葉と同時に破壊される酒樽の群れ。

　そこから流れ出した大量の酒が真下にいた二人を襲う。

　ついでに破壊された樽の破は片へんやら金具やらも一いつ緒しよに二人の頭上に降り注いでいた。

　小さな悲鳴のようなものが聞こえた気がしたフラウだったが、状況から考えてフラウはそれを黙殺。

　そして、破壊された酒樽がその中身と樽自身の破片を全て床にぶちまけてしまった後、部屋の中で動く影はフラウのものだけになっていた。

「危機は脱したけど……後片付けが大変なの……」

　これだけ派手に破片と酒をぶちまけてしまえば、部屋の内装は大方取り替えてしまわなければ部屋として使い物にならない。

　シオン達たちが使っていた部屋は、分類上では客室に該がい当とうする部屋であり、いつでも使えるようにしておかなくては急な訪問者等などに対応できなくなってしまう。

　掃そう除じと床板や壁かべ紙がみの張り替え。

　家具と寝具の新調に加えて、大量に消費してしまった酒類の補ほ充じゆうと蓮弥への報告。

　それらを誰が行うのかと言えば、当然家の管理を任されているフラウの仕事である。

「しなくてもいい仕事が増えたの……」

　がっくりと肩を落とすフラウではあるが、せめて蓮弥の安眠を守れた、という点を思うことで自分を慰めることにしたのである。

　余談ではあるが、この騒ぎに参加したフラウを除いた全員が、あの夜に一体何があったのかをきれいさっぱりと忘れ去っていた。

　しかも誰だれ一人ひとりとして二日酔いすら起こさず、それがまたフラウの怒いかりを掻き立てた。とはいえ、忘れてしまっているシオン達に当たるわけにもいかず、事情を知らない蓮弥に泣きつくわけにもいかず、ただひたすら忍にん耐たいを貫つらぬくしかないフラウだったのだが、それはまた別のお話である。







あとがき







　皆様、初めまして、もしくはお久しぶりでございます。

　私、まいんと申しましてＷｅｂ上の「小説家になろう」にて本作品を連載しておりまして貴方様が手に取られているこの本は六作目に当たります。

　既刊共々手にとってレジに持ち込んで頂ければ幸いでございます。

　今回もあとがきは１頁、ですがちゃんと広告が入っているので問題なし。

　まずは支持支援してくださいました読者の皆様に感謝を。

　ホビージャパンの編集部の皆様、そして校閲の方や営業の方やデザイナーさん。

　某生放送の皆様、ツイッターで絡んで頂いてる皆様、素晴らしいイラストを描いて頂きましたかぼちゃさんに、今回もお世話になりました担当Ｋさん、本当にありがとうございました。

　そして読者の皆々様方、これ以降も変わらずご愛顧頂けます様お願い致します。
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